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第１会務報告

平成６年
４月３曰
～８曰

国際病院連盟が米テキサス州で世界保健フォーラム・ダラス会議を開催、１６カ国20名が参

加し、日本から三宅浩之委員長が出席

エイズ対策本部が募集していたストップエイズキャンペーン（ＳＡＣ）のロゴマークを決

定。全国から看護学生等19件の応募があり、会長賞１点、佳作２点を選定

連立与党HIVワーキングチーム（高桑栄松座長）のヒアリングに河北博文副会長、渡辺晃

委員長が出席、エイズの診療体制等を説明

診療録管理研究会（木村明委員長）を千葉大学で開催、６年度研究会がスタート

平成６年の「桜を見る会」が新宿御苑で開かれ、当会から加納繁美・岸口繁理事が招待さ

れる

診療録管理通信教育の第40回認定証授与式を開催し、７７名を認定、診療録管理士として登

録する。昭和49年の開始以来延べ1,996人を登録

全国病院団体連合（諸橋芳夫代表幹事）が総会を開催、６年度事業計画等を協議、決定

平成６年春の叙勲で、当会推せんの織本正慶常任理事が勲四等瑞宝章を受賞

５日

１４日

１５日

20日

23日

27日

29日

曰中医学交流旅行団（高橋勝三団長）が長春、ハルビン、北京等を訪問、２１名が参加５月３曰
～９曰

６日 看護業務改善推進連絡会（河北博文座長）が最終委員会を開催、業務改善のマニュアル冊

子とビデオ完成を報告

春の園遊会を赤坂御苑で開催、当会から鍬塚登喜郎元理事が招待

全国病院団体連合が厚生省へ要望書提出、臨床研修病院の医療法の位置づけ、診療報酬大

幅引上げ、消費税負担の解消、中医協に代表など

代議員会・総会を開催、平成５年度事業報告と決算を承認。終了後岩崎榮参与から「病院

機能評価と病院経営をめぐって」の特別講演

０

１１曰

１２日

21日

６月６曰曰本私立医科大学協会（吉岡守正会長）と当会の両正副会長他が懇談、病院の消費税負担

問題をめぐり、担当者による合同委員会の開催など合意

２５曰カナダ医療視察旅行（高橋淑郎コーディネーター）の一行19名が出発、７月５日までの行

程

２５日合同理事会開催。終了後、広瀬輝夫前ニューヨーク医科大学臨床外科学教授から「アメリ

カ医療の展望」と題して特別講演

３０日厚生省保険局へ10月診療報酬改定で意見・要望提出。付添看護の廃止、基準看護の見直し、

－１－



給食の負担導入等で社会保険・老人保健委員会（西村昭男委員長）と給食委員会（原田充

善委員長）がまとめる

７月７曰’94国際モダンホスピタルショウを東京・池袋のサンシャインシティ文化会館で開催。「医
～９曰

療と生活をつなげる－２１世紀への保健、医療、福祉の展開」をテーマに、海外22社を含

む157社が出展、３曰間のべ51,740人が来場、池袋開催としては過去最多の来場者

２３日事務長養成課程通信教育の認定証授与式を開催

３０日病院長・幹部職員セミナーを東京・ダイヤモンドホテルで開催、特別講演３題（小田清一、
～31日

水野肇、二木立）とシンポジウム２題（医療費改定の影響、看護業務の改善）で１５９名

が参加

８月２曰自民党国民生活局主催で病院・医薬団体との懇談会。当会からは消費税のゼロ税率適用ほ

か税制改正、平成７年度予算について要望

１２曰国際エイズ会議（７日から横浜で）の最終曰のサテライトシンポジウムで、当会ＳＡＣ委

員会主催の「医療従事者のためのエイズ対策ワークショップ」を開催

２３曰全国病院団体連合が消費税のゼロ税率適用、７年度予算（医療費改定、病院増改築の補助

金増額等）で要望、諸橋代表幹事が厚生省当局へ

２５曰平成６年度厚生科学研究「付添看護の実態把握に関する研究」の第一回会合、当会から伊

藤研常任理事が参画

台湾病院協会第27回定期総会に高橋勝三常任理事が出席、４日までの日程

第20回日本診療録管理学会（学会長・大村一郎国立呉病院名誉院長）が広島県．呉市文化

ホールで開催、「診療録管理、医療変革への対応」をテーマに、924名参加

厚生省・病院機能評価基本問題検討会が報告書、第三者評価機構の設置などを提言、河北

副会長が参画

大韓病院協会の第10回病院管理総合学術大会に三宅委員長が出席、３０日まで

９月３曰

８曰
～９日

１４曰

29日

第44回曰本病院学会（学会長・諸橋芳夫会長）が「世界に通ずる医療をめざして－理想

と現実」をテーマに、パシフィコ横浜で開催、学会長講演、特別講演２，シンポジウム２，

公開講演３、ほか一般演題等で、延べ6,000名が参加

病院学会に引続いて1994年国際病院連盟汎地域会議（諸橋芳夫学会長）を同会場で開催、

｢ヘルスケアーその理想と現実」をテーマに基調講演２，学会長講演、特別講演１、パ

ネルディベート１，公開シンポジウム１，その他病院見学、バンケット、アトラクション

10月４曰
～５曰

６日
～８日

－２－



等のプログラムで37カ国522名が参加

１２日平成６年度厚生科学研究事業「病院機能評価結果と病院経営収支との関係に関する研究」

が初会合、主任研究者として諸橋会長

２０日第35回日本人間ドック学会（学会長・笹森典雄牧田総合病院付属健診センター院長）が東
～21日

京の日本青年館で開催、「多様化する人間ドックへの対応一総合健康評価の確立」をテー

マに、1,800名が参加、一般演題は197題と過去最多。

２２日厚生省・医療保険審議会委員の２期目依頼があり、引続き河北副会長を推せん

２２日筑波大学付属病院が当会に入会。国立大学病院（文部省）として第一号会員となり、これ

で実質的に全ての経営主体が当会に参加することになった。

２２日診療録管理通信教育の認定証授与式。今回認定者は80名で、延べ2,000名を突破した。

２８日消防庁予防課に規制緩和で要望、防災対策部会（識本正慶部会長）がまとめる

11月２曰米国エイズ医療事情視察団（コーディネータ・高柳和江日本医大助教授）が13名の参加で
～１２曰

ボストン、ニューヨーク等を訪問

３日平成６年秋の叙勲、当会推せんの登内真副会長が動三等瑞宝章を受章

７曰ＯＩＩ)日本顕彰会の平成６年度社会貢献者表彰式で当会推せんの酒井隆子元日本診療録管理士

協会長が受章

１６日平成６年度厚生省エイズ対策研究推進事業の中の「エイズ診療拠点病院の整備に関する研

究」が初会合、分担研究者として当会河北副会長が参画

１７日改革・政策委員会（中野寛成委員長)、厚生部会の平成７年度予算・税制要望ヒアリング

に諸橋会長が出席

３０日自民党医療基本問題調査会（丹羽雄哉会長）の正副会長・顧問会議の消費税ヒアリングに

河北副会長が出席

選挙告示。任期満了に伴う役員改選について通知

厚生省・病院経営指標策定方法等検討委員会の第１回会合、当会から梶原優監事が参画

厚生省・医療法人制度検討会が報告書、持ち分の定めのある社団の出資額限度方式の導入

等、あるいは財団、特定医療法人について現状と課題を提言。医療法改正に向け病院団体

代表委員は引続き懇談会で継続。当会から伊藤常任理事が参画

第14次の大韓病院協会医療保険研修団一行８名が来日、１０日まで国立医療・病院管理研究

所ほかで研修

厚生省・薬剤師養成に係る実務研修受け入れ体制の整備等に関する調査検討委員会が初会

合、当会から河北副会長が参画

12月１曰

１曰

１日

５曰

６日

－３－



９曰厚生省・血液問題検討会の初会合、製造物責任（ＰＬ）法と関連し輸血用血液製剤の安全

性について検討、当会から登内真副会長が参画

９曰最近の諸問題で記者会見、諸橋会長ほか関係役員が出席し、１３社の記者と懇談。諸橋会長

は「日本の医療の10不可思議」を発表

10曰新党結成大会（新進党）を横浜で開催、諸橋会長が招待出席

17日事務所の移転（老朽化と狭陰化のため）に伴う定款改正案について、書面審理で会員に賛

否を求め、集計、賛同をえる

19日厚生省の医制120年開催、正副会長に招待

平成７年
１月17曰早朝、兵庫県南部地震（阪神大震災）が発生、その後戦後最大の被害に拡大する。当会に

直ちに災害対策本部を設置し防災対策部会委員の現地派遣、各地会員病院から応援スタッ

フの派遣等対応。全半壊の会員病院に御見舞金、依田副会長・大道常任理事が御見舞いに

伺う

２６曰厚生省・医療審議会が委員改選後初総会、医療計画の見直し等審議開始。当会から大道常

任理事が引続いて参画

３０日厚生省の国立病院・療養所の政策医療、再編成等に関する懇談会の初会合、当会から諸橋

会長が参画

２月８曰阪神大震災被害病院対策に関する自民党社会部会正副部会長会議に登内副会長出席、復興

のための要望事項を提出

１３曰厚生省・病院職員教育システム検討委員会の初会合、当会から中後勝常任理事が参画

１６曰全国病院団体連合主催の「国民医療を守る全国病院大会」を東京半蔵門の東條会館で開催、

400名参加、診療報酬大幅引上げ、阪神大震災復興の特別立法等を決議し各方面へ陳情

２５曰合同理事会を開催、平成７年度事業計画・予算案及び事務所移転に伴う定款改正案を承認。

また阪神大震災で中止を決めた第45回日本病院学会（神戸市開催、岡本道雄学会長）は、

その後市当局の要請もあり“災害学会”として再開する方向で調整することとした。

３月１曰前日に事務所移転、１日から業務開始。所在地は東京都千代田区一番町１３－３、曰交一番

町ビル２階（約167坪）で、１日事務所（千代田区麹町２－１４）に近く、昨春竣工の新築ビ

ル

６日当会事務所でエイズ・ウォームライン開所式を厚生省松村保健医療局長、Ｔ稻葉エイズ結核

感染症課長を迎え開催、医療従事者向けの相談窓口業務を開始する。

－４－
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13曰厚生省・医療統計のあり方に関する検討会が報告書。医療施設調査、社会医療診療行為別

調査等を検討、患者調査について提言。当会から河北副会長が参画

14日教育委員会・研究会委員長会議を開催、平成６年度研究会活動のまとめと７年度計画につ

いて討議

25日医療制度委員会（伊賀六一委員長）が「高齢社会に臨む基本姿勢~いわゆる公的介護保

険をめぐって」の報告書を答申

25曰代議員会・総会を開催、平成７年度事業計画・予算案と、事務所移転に伴う定款改正を承

認

25日役員改選。会長に諸橋会長が再任されたほか、副会長、常任理事、理事、監事、代議員会

議長・副議長を選出した。また顧問・参与の委嘱も決定

－５－



庶務・人事

1．平成６年春の叙勲・褒章受章者
やすお

〔動三等瑞宝章〕後藤保良Ｂ

〔勲四等旭曰小綬章〕関守
つぐお

〔〃〕高木紹夫

〔勲四等瑞宝章〕織本正慶
たまき

〔〃〕玉置英夫

〔勲五等瑞宝章〕大木晁

〔〃〕塩原千世香

〔〃〕福地彰

〔〃〕古川ツネ

〔勲六等宝冠章〕青木喜子

〔〃〕池田昭子

〔〃〕伊藤江津子

〔紫綬褒章〕高久史麿

元兵庫県立尼崎病院院長（元理事）

元城西病院院長（元代議員）

元深谷赤十字病院院長（元理事・代議員）

織本病院会長（常任理事）

玉置病院院長

太田記念病院放射線技師

日吉病院総婦長

尾中病院診療放射線技師

針生ケ丘病院看護部副部長

大道病院看護部長

大阪府済生会泉尾病院総婦長

横浜船員保険病院総婦長

国立国際医療センター総長

兵庫７０

長野７８

埼玉７４

東京７１

和歌山７１

福島６７

神奈川７０

山口６７

福島６６

大阪６３

大阪６３

神奈川５９

東京６３

2．平成６年秋の叙勲・褒章受章者

〔動三等瑞宝章〕登内真

〔〃〕青木猛
つぎいちろう

〔勲四等瑞宝章〕ゴヒ原次一郎

〔〃〕寺田一郎
けいこ

〔勲五等瑞宝章〕内田’1Ｉ子

〔勲六等宝冠章〕村上圭子
のぷひろ

〔藍綬褒章〕深井延浩

総合病院土浦協同病院院長（副会長）

元長野赤十字病院院長（元代議員）

元社会保険群馬中央総合病院院長（元理事）

元国保水原郷病院院長（元理事・代議員）

元聖路加国際病院総婦長（参与）

名古屋第一赤十字病院看護副部長
じんせん

赤穂仁泉病院院長

茨城７６

長野７１

群馬７１

新潟７１

東京６６

愛知６２

兵庫６５

人事

１．参与

（就任）

寺田守

見藤隆子

斎藤侑也

公立陶生病院名誉院長

日本看護協会会長

曰本病院薬剤師会会長

6年５月21日

″

″
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(退任）

北川定謙 元国立医療・病院管理研究所長 6年７月23日

2．常任理事

(就任）

西村昭男

士尾章

原田充善

曰鋼記念病院

渕野辺総合病院

川口市立医療センター

6年４月23日

〃

6年６月25日

3．理事

(就任）

木村明

舘野政也

原田充善

新潟市民病院

富山県立中央病院

川口市立医療センター

6年５月21曰

〃

〃

4．代議員

(就任）

吉井才司

島田宴

福田栄

新居昭紀

碧南市民病院

諏訪赤十字病院

静岡赤十字病院

聖隷三方原病院

6年４月１曰

6年４月20日

6年４月21曰

ﾉア

5．事務局

(退職）

井出健 (事務局長） 7年３月31日

－７－



議第２ 会

総会

第１回総会

Ｈ６．５月21曰仕）砂防会館出席者92名

１．平成５年度事業報告書の承認に関する件

原案どおり承認

２．平成５年度収支決算の承認に関する件

原案どおり承認

(一般会計）

収入の部

１．会費収入

２．事業収入

３．賛助会員会費並びに寄附金

(単位：円）

１．会費収人

２．事業収入

３．賛助会員会費並びに寄

４．雑収入

５．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

１．事業費

２．負担金

３．会議費

４．事務諸贄

５．他会計へ繰入金支出

６．予備費

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

(特別会計）

Ａ基本財産

収入の部

１．雑収入

272,213,350

136,113,110

51,788,350

18,590,704

4,000,000

482,705,514

93,455,256

576,160,770

285,893,553

1,494,800

23,728,511

149,525,430

14,000000

0

474,642,294

8,063,220

101,518,476

6,353,467
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２．一般会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

B・退職手当積立金

収入の部

１．雑収入

２．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

Ｃ、ＩＨＦ国際交流基金

収入の部

１．雑収入

２．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

１．事業費

２．負担金

３．他会計へ繰入金支出

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

０

6,353,467

169,549,118

175,902,585

０

6,353,467

175,902,585

1,543,863

0

1,543,863

36,804,972

38,348,835

０

1,543,863

38,348,835

3,914,869

10,000,000

13,914,869

129,941,751

143,856,620

3,035,029

1,314,940

4,000,000

8,349,969

5,564,900

135,506,651
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Ｄ、ＩＨＦ汎地域会議

収入の部

１．事業収入

２．賛助会員会費並に寄付金

３．雑収入

４．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

１．会議費

２．事務諸贄

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

210,000

18,100,000

１２，４６８

4,000,000

22,322,468

4,101,592

26,424,060

750,257

14,404,845

15,155,102

7,167,366

11,268,958

※特別講演会

「病院機能評価と病院経営をめぐって」

曰本医科大学医療管理学教授 岩崎 榮先生

第２回総会

Ｈ７．３月25曰仕）ダイヤモンドホテル出席者142名

１．平成７年度事業計画（案）に関する件

原案どおり承認

２．平成７年度予算（案）に関する件

原案どおり承認

（一般会計）（単位：円）

収入の部

１．会費収入275,783,000

２．事業収入134,865,000

３．賛助会員会費並に寄付金25,785,000

４．負担金収入5,000,000

５．雑収入19,862,000
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６．他会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

出の部

１．事業費

２．負担金

３．会議費

４．事務諸費

５．他会計へ繰入金支出

６．予備費

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

(特別会計）

Ａ・基本財産特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

Ｂ・退職手当積立金特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

3,000

461,298,000

139,831,000

601,129,000

支

320,029,000

41,200,000

25,851,000

173,618,000

3,000

2,000,000

596,051,000

△134,753,000

5,078,000

4,978,000

180,346,000

185,324,000

2,000

4,976,000

185,322,000

1,144,000

39,353,000

40,497,000

2,000

1,142,000

40,495,000

C、ＩＨＦ国際交流基金特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

2,640,000

144,852,000

147,492,000
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当期支出合計

当期支出差額

次期繰越収支差額

4,740,000

△2,100,000

142,752,000

3．事務所の移転に伴う定款改正（案）に関する件

事務所の移転に伴う定款第２条（事務所）の変更を承認

代議員会

第１回代議員会

Ｈ６．５月21曰仕）砂防会館出席者34名

１．平成５年度事業報告の承認に関する件

原案どおり承認

２．平成５年度収支決算の承認に関する件

原案どおり承認（第１回総会を参照）

３．欠員理事の選出に関する件

理事３名の選出を承認

゜木村明（新潟市民病院長）

゜舘野政也（富山県立中央病院長）

。原田充善（川口市立医療センター院長）

４．参与の委嘱に関する件

参与３名の委嘱を承認

・寺田守（公立陶生病院名誉院長）

・見藤隆子（曰本看護協会会長）

。齋藤侑也（日本病院薬剤師会会長）

第２回代議員会

Ｈ７．３月25日出ダイヤモンドホテル出席者59名

１．平成７年度事業計画（案）

原案どおり承認

２．平成７年度予算（案）に関する件

原案どおり承認（第２回総会を参照）

３．事務所の移転に伴う定款改正（案）に関する件

事務所の移転に伴う定款第２条（事務所）の変更の変更を承認し総会へ上程
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代議員会

Ｈ７．

員会（新代議員による）

７．３月25日出ダイヤモンドホテル出席者62名

1．代議員会議長の選出の件

向野榮（福井県・福井赤十字病院長）氏を再選

2．代議員会副議長選出の件

カロ藤正弘（東京都・江戸川病院長）氏を再選

3．監事選出の件

星和夫（東京都・青梅市立総合病院長）

梶原優（千葉県・板倉病院長）両氏を再選

4．理事選出の件

理事立候補者66名（定員）の選出を承認

5．顧問・参与の委嘱に関する件

顧問13名、参与10名の委嘱を承認

顧問左奈田幸夫

小野田敏郎

内藤景岳

遠山豪

岡山義雄

若月俊一

財津晃

小野肇

登内真

村瀬敏郎

大浜方栄

宮崎秀樹

自見庄三郎

参与松田朗

高久史麿

行天良雄

牧野永城

岡崎通

寺田守

内田卿子

システム総合開発研究所顧問

佼成病院名誉院長

総合病院南大阪病院院長

遠山病院名誉院長

東海記念病院理事長

佐久総合病院総長

長浜赤十字病院名誉院長

大口東総合病院理事長

総合病院土浦協同病院院長

日本医師会会長

参議院議員

参議院議員

衆議院議員

国立医療・病院管理研究所所長

国立国際医療センター総長

医事評論家

元聖路加国際病院院長

国立津病院名誉院長

公立陶生病院名誉院長

元聖路加国際病院副院長
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曰本看護協会会長

曰本病院薬剤師会会長

曰本医科大学医療管理学教授

子
也
榮

藤
藤
崎

隆
侑

見
齋
岩

理事会

第１回理事会（常任理事会と合同開催）

４月23日出ダイヤモンドホテル出席者50名

会員の入退会について

正会員入会６件、正会員退会６件、賛助会員入会２件、賛助会員退会３件を承認

（４月23日現在、正会員2,474会員、賛助会員426会員）

短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設の指定を承認

１．福島県・会田病院（指定２床）

２．東京都・東京天使病院（指定２床）

３．滋賀県・マキノ病院（指定２床）

４．岡山県・積善病院（指定２床）

５．広島県・廣島総合病院（指定２床）

厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．高齢者の増加等社会変化を踏まえた総合都市防災対策検討委員会の委員推薦

被推薦者：織本正慶常任理事

依頼元：側都市防災研究所

２．平成６年度愛の血液助け合い運動の後援

依頼元：厚生省薬務局長

５月21日開催の代議員会・総会に提出する議題について

平成５年度事業報告（案)、収支決算報告（案)、参与委嘱として交代２名、新接

Ｈ６．

１．

２．

３．

４．

平成５年度事業報告（案)、収支決算報告（案)、参与委嘱として交代２名、新規１名、

計３名の委嘱（案）の紹介、説明があり了承され代議員会に上程

委員会委員長の補充について

下記交代を承認

５．

ヨ会・部会字

＋里邪卓

告保険・去人保健杢皀会｜西村肝
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６．各委員会の開催報告について

報告を了承

7．医療審議会医療法人部会の開催報告について

３月28日に開催し、医療法人の設立認可に係る審査の検討概要報告、特定機能病院の承

認状況報告と臨床研修指定病院の位置付けを医療法に付記すべきとの意見提出報告を了承

大道學常任理事出席

8．医療法人制度検討委員会の開催報告について

４月22日の開催報告として医療法人の持ち分制度、種類区分の必要性、特定医療法人の

法人税率軽減等の優遇措置の検討内容説明を了承伊藤研常任理事出席

９．医療統計のあり方に関する検討会の開催報告について

３月30曰の開催報告として、設置目的、組織の概要説明があり了承河北博文副会長

出席

10．連立与党ＨＩＶワーキングチームのヒアリングへの出席報告について

４月14日のヒアリングに出席しエイズ対策の必要性と当会の活動状況報告を実施

河北博文副会長出席

11．レセプト電算処理システム基本マスターに関する懇談会の経過報告について

経緯報告、今後の病院対応の必要性を取り上げ当会の医事研、病院情報センターからの

委員選出を図り懇談会の充実を図ることで了承三宅浩之委員長出席

12．ワールド・ヘルス・フォーラムへの参加報告について

４月３日～８曰テキサス州ダラスで開催されたフォーラムで「医薬品と医療機器・材料」

の開発と利用についての国際化の諸問題が取り上げられ政府機関等で意志決定が図られる

ような参考的な報告書の作成を企画した旨の報告を了承三宅浩之委員長出席

13．全国病院団体連合の総会開催について

４月27日の総会審議事項の紹介、活動方針等が述べられ了承

14．代議員の交代について

下記代議員の交代を承認

(新） （前）

冑木猛

(長野赤十字病院）

鈴木重世

(遠州総合病院）

菊池貞徳

(１１頂天堂伊豆長岡病院）

島田宴

(諏訪赤十字病院）

福田栄

(静岡赤十字病院）

新居昭紀

(聖隷三方原病院）

長野県

静岡県
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25．平成６年度病院長・幹部職員セミナーの開催について

７月30,31日開催の進捗状況報告等を了承

２６．５月代議員会・総会及び６月合同理事会の開催について

５月、６月の諸会議の開催要領を了承

27．理事の補充について

欠員公的理事の後任理事紹介があり了承され５月21日の代議員会に上程することで了承

（新任）

･市町村・原田充善（川口市立医療センター院長）

。〃・木村明（新潟市民病院院長）

。〃・舘野政也（富山県立中央病院院長）

28．常任理事の補充について

私的常任理事２名の後任を了承

･北海道・西村昭男理事

・神奈川・土屋章理事

29．第44回日本病院学会の演題募集について

演題申込、締切報告を了承

第２回理事会常任理事会と合同開催

Ｈ６．６月25曰(土）ダイヤモンドホテル出席者52名

１．会員の入退会について

正会員入会５件、正会員退会３件、賛助会員入会４件を承認

（６月25日現在正会員2,477会員、賛助会員430会員）

２．短期人間ドック並びに自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

（短期人間ドック実施施設）

１．北海道・小笠原クリニック札幌病院（指定３床）

２．東京都・医療法人浩生会スズキ病院（指定２床）

３．岐阜県・朝日大学村上記念病院（指定４床）

（自動化健診施設）

１．栃木県・(助地域医学研究基金研究所附属健診センター

２．群馬県・慶友健診センター

３．社会福祉法人福利厚生センターと人間ドック指定施詔等の禾|’社会福祉法人福利厚生センターと人間ドック指定施設等の利用提携について

本会指定の短期人間ドック、自動化健診施設の利用を承認
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4．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．東京都エイズ診療体制検討委員会委員の委嘱について

依頼先：河北博文副会長

依頼元：東京都衛生局長

２．医薬品の臨床試験の実施に関する基準（ＧＣＰ）説明会の後援

依頼元：厚生省薬務局新医薬品課長

３．第23回日本設備学会の後援及び'94病院設備・機器展の協賛

依頼元：日本病院設備協会他

４．第16回第２種ＭＥ技術実力検定試験の協賛

依頼元：曰本エム・イー学会

５．ＭＥＤＩＳ－ＤＣ創立20周年記念シンポジウムの協賛

依頼元：㈲医療情報システム開発センター

６．第29回健康強調月間に対する協力

依頼元：健康保険組合連合会

５．各委員会の開催報告について

報告を了承

６．医療保険審議会の開催報告について

５月27日、６月８曰の国保部会、６月16日の全員懇談会報告を了承

河北博文副会長出席

７．医療統計のあり方に関する検討会の開催報告について

５月23日、６月17曰に開催された検討会報告として新しい医療統計の設計を企画したパ

イロットスタディー（案）を、本会会員病院が導入できるか今後、統計調査部会、病院情

報センター委員会で検討することで了承河北博文副会長出席

８．医療法人制度検討委員会の開催報告について

５月23曰開催の検討会で医療法人の種類区分及び持ち分制度、特定医療法人等について

の検討報告を了承伊藤研常任理事出席

９．曰本私立医科大学協会との懇談会報告について

６月６日に消費税問題を中心とした懇談で実施ゼロ税率課税の考え方を推進することで

了承

10．診療報酬改定について

健康保険法改正案の概要説明、１０月改定に対する本会の方針について意見拝聴、４月改

定要望で実現できなかった事項を再度運動展開を実施するで了承
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11．医療費、医薬品について

医療費総額の伸び率及び各都道府県別の医療費の伸び率の現状説明、平成５年度の医薬

品メーカー、卸、上位50社の所得現状の説明があり了承

12．医療法改正について

６月15日に開催された医療審議会医療施設機能部会で承認した特定機能病院の承認状況

報告を了承

13．医療制度、医療保険制度について

厚生省の政策動向説明報告を了承

14．老人保健制度、老人保健施設について

厚生省統計情報部が調査した平成５年度国民生活基礎調査、老人訪問看護統計調査の概

況報告に併せた老人保健施設の現状報告、公的介護保険の創設についての動向報告等を了

承

15．病院経営について

一般病院移動年計から見た医業収支状況、全国日赤病院の平成５年度決算見込の紹介を

了承

16．病院税制について

消費税の問題点として本会は、①非課税とされている社会保険医療を課税とし、ゼロ.

パーセント税率を適用すること（いわゆるゼロ税率制度）②消費税法の改正が行われず、

社会保険医療の非課税措置が存続する支払、建物・医療機器等の購入等仕入れに係わる消

費税分を社会保険診療報酬において負担していることを明瞭にしてもらうことを政府税制

調査会、厚生省、日本医師会に要望提出、消費税問題については各団体とも同様の考えを

もっており、行動を共にできることについては協調し、さらに新聞広告を通じ国民への理

解を求め行政訴訟の実施等を検討している旨の現状報告を了承

17．医師、看護婦について

日本学術会議がまとめた医師卒後臨床研修の改善を図るための研修制度改善の基本的方

向、研修制度の目標、研修施設等の紹介報告を了承

18．エイズ、院内感染について

厚生省のエイズサーベイランス委員会がまとめた感染者現状、本会のエイズ対策本部の

活動報告を了承

19．常任理事の補充について

寺田守常任理事の後任に原田充善理事の選出を了承

20．平成７年春の叙勲候補者の推せんについて

中山耕作副会長の推せんを了承
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第３回理事会（常任理事会と合同）

Ｈ６．１１月26日(土）東條会館出席者54名

1．会員の入退会について

正会員入会１件、正会員退会２件、賛助会員入会３件を承認

（11月26日現在正会員2,479会員、賛助会員439会員）

2．自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

１．東京都・秋留台病院健診センター

２．茨城県・つくば総合健診センター

3．事務所の移転について

事務所移転の理由、経緯説明があり協議の結果、移転を承認

4．事務所の移転に伴う定款の改正（案）について

事務所の移転に伴う定款第２条の変更を会員各位への書面審理で実施することを承認

定款の一部改正（案）

条項 改正案現行

(事務所）

第喋li;rj農禰'第蝶Iii;鰹繍
5．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．病院経営指標策定方法等検討委員会の委員推薦

依頼先：梶原優監事

依頼元：厚生省健康政策局長

２．新医療情報システム合同委員会の委員推薦

被推薦者：三宅浩之委員長

依頼元：㈱医療情報システム開発センター

6．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承
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７．医療保険審議会の開催報告について

１１月18日の国保部会報告を了承河北博文副会長出席

８．付添看護の実態把握に関する研究会の開催報告について

１０月24曰の会合で付添看護の実態把握の調査要領及び、来年１月に集計、分析を図り報

告書作成の現状報告を了承伊藤研常任常任理事出席

９．改革・政策委員会、厚生部会の平成７年度予算、税制要望ヒアリングへの出席について

１１月17日に予算関係として①社会保険診療報酬の改定②病院の増改築に伴う資本的費

用に対する公共投資を含めた公的補助金の増額・確保③看護婦等養成所に係る補助金の

増額・確保の３項目を、消費税としては、ゼロ税率制度の適用の他18項目を要望提出した

報告を了承

10．全国病院団体連合常任幹事会の開催報告について

１１月25日に実施し今後の活動方針及び２月に病院大会実施報告を了承

11．米国エイズ医療事情視察団の旅行報告について

１１月２日～12日の視察報告を了承

12．第21回日本診療録管理学会の開催について

概要報告を了承

曰時：平成７年９月７日(木)～８曰（金）

会場：秋田県民会館

テーマ：「診療録は誰のためのものか」

13．平成６年秋の叙勲・褒章受章について

役員関係として登内真副会長、内田卿子参与の叙勲、会員の受章報告を了承

14．日本医師会の医療経済・経営検討委員会の開催報告について

１１月24日に開催され、医療費の国際比較を主題とした医療費の概念、定義と範囲の検討

報告を了承伊藤研常任理事出席

15．診療報酬改定について

厚生省の診療報酬改定の基本的な考え方の概要説明、新設項目の付添看護廃止問題につ

いては中小病院では切実な問題でもあり今後、役員会、委員会等でも十分に検討すること

で了承

16．医療費、医薬品について

医療費総額の推移と医療費財源問題、欧米諸国との薬価比較紹介を了承

17．医療法改正について

第三次医療法改正に対する曰医の考え方、厚生省の医療法人制度の検討概要報告を了承
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18．医療制度、医療保険制度について

曰本医療機能評価機構（仮称）の財団設立の必要性、'性格、事業規模と業務等の概要説

明、曰病の発起人会参加を協議した結果、予算、情報量の問題から次回理事会までの継続

審議で了承

老人保健制度、老人保健施設について

病院経営について

病院税制について

医師、看護婦について

エイズ、院内感染について

上記議案については時間の関係上資料一読で了承

平成７年度事業計画（案）について

会議曰の一部変更を了承し第一次原案を了承

役員改選について

下記曰程（案）を了承

役員改選日程

平成６年10月22日選挙管理委員会設置

〃１１月１日選挙人名簿の調整

〃１１月15日第１回選挙管理委員会

〃１２月１曰選挙告示

平成７年１月26曰代議員の選出完了

〃１月28日理事・監事・代議員会議長・副議長の立候補締切

（選挙の８週間前）

〃２月25日立候補者氏名の会員通知

（選挙の４週間前）

〃３月25曰選挙代議員会

（議長・副議長・理事・監事の選出）

〃互選理事会

（会長・副会長・常任理事の選出）

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

第４回理事会（常任理事会と合同）

Ｈ７．２月25日(士）ダイヤモンドホテル出席者56名

１．会員の入退会について

正会員入会１件、正会員退会１件、賛助会員入会２件を承認
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（２月25日現在正会員2,481会員、賛助会員443会員）

2．短期人間ドック実施病院の指定について

下記施設の指定を承認

１．福島県・新白河中央病院（指定３床）

3．健保連との短期人間ドック契約・協定書の一部改正(案)について

健保連との健診費用を62,000円を標準料金として契約実施。また実施指定病院が適当で

あるかどうか３年毎に審査判断を実施する協定書を健保連と締結した報告を承認

4．国際病院連盟理事（評議員会）候補者の推薦について

高橋勝三常任理事の推薦を承認

5．各団体からの依頼について

下記依頼事項を承認

１．第43回日本医療社会事業全国大会・第１5回日本医療社会事業学会の後援

依頼元：日本医療社会事業協会

６．３月25日開催の代議員会・総会に提出する議案について

１．平成７年度事業計画（案）

阪神大震災により第45回日本病院学会の開催を神戸市では困難という理由で－時は

中止となったが、神戸市として開催希望依頼があったため曰時、期間を未定として神

戸市での開催を了承しその他を原案どおり承認

２．平成７年度予算（案）

原案どおり承認

３．事務所の移転に伴う定款改正（案）

移転に伴う定款改正の書面審理報告を了承

上記３議案を代議員会・総会に上程することを承認

７．事務局長の交代について

４月１曰付での交代を承認

（新）長南篤（旧）井出健

８．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

９．医療保険審議会の開催報告について

２月17日開催の全国懇談会で阪神・淡路大震災に係る健康保険制度等の特別措置につい

ての検討概要報告、兵庫県下の理事からの被災状況報告を了承

10．国立病院・療養所の政策医療、再編成等に関する懇談会の開催報告について

１月30曰、２月22日の懇談会で今後の国立病院・療養所の果たすべき役割、その役割を
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推進するための具体的方策についての検討報告を了承諸橋芳夫会長出席

11．阪神大震災被害病院対策に関する自民党社会部会正副部会長会議への出席について

２月８日に「地域医療の再建をめざして」として７項目を本会から要望提出、兵庫県で

まとめた病院災害復旧についての要望事項の紹介があり、この要望を本会理事会名で関係

省庁等への要望実施することを了承登内真副会長出席

12．医薬品流通近代化協議会の開催報告について

２月22曰の会合で医薬品流通をめぐる最近の状況についての概要報告を了承

伊藤研常任理事出席

13.付添看護の実態把握に関する研究会の開催報告について

２月９曰に開催され、付添看護の実態調査結果、新看護及び老人看護等への移行等調査

結果の概要を検討伊藤研常任理事出席

14．医療法人制度に関する懇談会の開催報告について

２月23日に開催され、医療法人の現行、新設のモデル定款を検討伊藤研常任理事

出席

15．病院職員教育システム検討委員会の開催報告について

２月13曰の第１回委員会開催され、今後の進め方、病院の開設者、管理者と経営担当職

員に関する教育・研修の現状と課題を検討中後勝常任理事出席

16．全国病院団体連合・国民医療を守る全国病院大会の開催報告について

２月16曰に開催し一般参加者397名、来賓27名、報道関係15名が参加し実施、協議とし

て①診療報酬について②阪神大震災について③民間病院に対する助成について④病院が負

担している消費税についてを取り上げ、決議、陳情を実施

17．代議員の選出並びに理事、監事、代議員会議長・副議長の立候補者について

次期役員（自平成７年４月１日～10年３月31日）として、理事66名、監事２名、代議員

会議長１名、副議長１名の各立候補者届出状況報告と３月25日の諸会議日程要領を了承

18．診療報酬改定について

中医協全員懇談会が発表した新看護及び老人基本看護等への移行調査結果の概要を了承

19．医療費、医薬品について

平成６年９月の医療費総額の伸び率の現状報告を了承

20．医療法改正について

２月10曰に総会が開催され、平成７年度厚生省予算案、阪神大震災での医療体制の取り

組み、特定機能病院及び療養型病床群の許可状況、医療計画についての検討内容報告、医

療計画部会の設置報告、特定機能病院の専門部会の審査報告、紹介率問題の内容説明を了

承大道学常任理事出席諸橋芳夫会長出席
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21．医療制度、医療保険制度について

医療施設動態調査の現状報告、平成５年の患者調査の概況調査報告を了承

22．老人保健制度、老人保健施設について

高齢者保健福祉推進十か年戦略の推進状況報告、介護保険問題のあり方を検討し了承

23．病院経営について

会計経理研究会がまとめた会員病院の平成５年度収支決算状況の概要説明、平成６年１２

月の病医院倒産状況報告を了承

24．病院税制について

民間病院の経営と消費税の概要報告を了承

25．医師、看護婦について

医師給与の現状報告、役員各位からの実態を拝聴

26．エイズ、院内感染について

資料一読で了承

27．阪神大震災について

兵庫県下の実情報告、配布資料一読で了承

28．第45回日本病院学会について

平成７年度事業計画の審議で了承され－度開催を中止したが、兵庫県より「災害学会」

としての再開要請があり、日時、会場は未定として神戸市での開催を了承

29．第36回日本人間ドック学会の開催について

開催概要報告を了承

・日時：平成７年８月24曰(木)～25日（金）

･学会長：後藤由夫（東北厚生年金病院名誉院長）

・ﾒｲﾝﾃｰﾏ：「生活に活かす人間ドック」

゜会場：仙台市・江陽グランドホテル

30．第21回日本診療録管理学会の開催について

開催概要報告を了承

゜日時：平成７年９月７日(木)～８日（金）

・学会長：竹本吉夫（秋田赤十字病院長）

･ﾒｲﾝﾃｰﾏ：「診療録は誰がためのものか」

゜会場：秋田県民会館

３１．３月25日の会議日程について

報告事項10で関連事項として会議日程の内容説明があり了承
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新理事による理事会

Ｈ７．３月25日(土）ダイヤモンドホテル出席者52名

1．会長の選出に関する件

諸橋芳夫理事（千葉県・総合病院国保旭中央病院院長）を会長に選出（５期目）

2．副会長の選出に関する件

中山耕作（静岡県・総合病院聖隷浜松病院院長)、高橋勝三（東京都・武蔵野赤十字病

院院長)、大道學（大阪府・大道病院理事長)、藤澤正情（福井県・福井県済生会病院院

長）各理事を副会長に選出

)．常任理事の選出に関する件

会長、副会長の協議により、１９名の常任理事を選出

西村昭男北海道・曰鋼記念病院院長

小山田恵岩手県・岩手県立中央病院院長

林雅人秋田県・平鹿総合病院院長

遠藤良一福島県・白河厚生総合病院院長

原田充善埼玉県・川口市立医療センター院長

鴨下重彦東京都・国立国際医療センター院長

伊賀六一東京都・東京都済生会中央病院院長

瀬田克孝東京都・社会保険中央総合病院院長

池澤康郎東京都・中野総合病院院長

土屋章神奈川県・渕野辺総合病院理事長

小澤寛二新潟県・国立療養所新潟病院院長

伊藤研愛知県・大雄会第一病院院長

藤田仁滋賀県・大津赤十字病院院長

中後勝大阪府・高槻病院理事長

北村行彦兵庫県・優生病院院長

村田寿太郎山口県・村田博愛病院院長

井手道雄福岡県・聖マリア病院院長

福井順長崎県・長崎記念病院理事長

廣田耕三沖縄県・大浜第一病院院長

4．顧問・参与の委嘱に関する件

顧問13名、参与10名の委嘱を了承し、代議員会（新代議員(こよ

ことで承認（氏名一覧は第３回代議員会参照）

３．

(新代議員による代議員会） に上程する
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常任理事会

第１回常任理事会

Ｈ６．４月23曰仕）ダイヤモンドホテル

第１回理事会と合同開催（理事会参照）

第２回常任理事会

Ｈ６．５月21曰山砂防会館出席者26名

１．会員の入退会について

正会員入会３件、正会員退会４件を承認

（５月21日現在正会員2,476会員、賛助会員426会員）

２．自動化健診の指定について

下記施設の指定を承認

１．神奈川県：(助神奈川県予防医学協会中央診療所

２．新潟県：緑の丘診療所

３．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

し日本医師会・社会保険研究委員会委員の依頼

被推薦者：伊賀六一常任理事

依頼元：日本医師会

４．平成６年度社会貢献者表彰候補者の推薦について

下記１名の推薦を承認

候補者：酒井隆子（淀川キリスト教病院病歴管理室顧問）

5．各委員会、研究研修会の開催報告について報告を了承

6．曰中医学交流旅行団の視察報告について

５月３曰～９曰間の視察報告を了承

7．医療保険審議会国保部会の開催報告について

４月26日の開催報告として国民健康保険制度の問題点の検討報告を了承

河北博文副会長出席

8．医療統計のあり方に関する検討会の開催報告について

４月28曰の開催報告として平成７年度迄に「医療統計に必要な調査項目」等をまとめ平

成８年度に本格的に医療統計として整備を図ることの報告を了承河北博文副会長出席

9．病院機能評価基本問題検討会の開催報告について

４月25日の検討会として曰医の病院機能評価検討委員会の動向報告、財団設立にあたつ
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ての曰病としての今後の対応等の協議概要報告を了承河北博文副会長出席

10．全国病院団体連合の総会開催報告について

４月27曰の総会報告として平成５年度の事業報告、診療報酬改定と今後の対応、消費税

等を協議、要望事項に医療法の中に臨床研修指定病院の位置づけ、診療報酬の大幅な引き

上げ、消費税の病院負担を解消することなど５項目を事項にあげ関係部局に実施、日本病

院薬剤師会、日本臨床衛生検査技師会、全国病院栄養士協議会の３団体にオブザーバーと

しての参席報告を了承

11．平成６年春の叙勲・褒章受章者について

役員関係として織本正慶常任理事の叙勲、元役員、会員病院の受章報告を了承

12．診療報酬改定について

４月改定の影響率調査の現状、改定に際しての不合理な事項を整理し10月改定に向け再

検討を実施することで了承

13．医療費、医薬品について

国民所得と国民医療費の現状説明、高齢化に伴う今後の老人医療費の伸び率予想報告を

了承

14．医療法改正について

厚生省が考えている第三次医療法改正の動向報告、老人病院の適正なあり方、医療法人

の資産要件緩和等の検討報告を了承

15．医療制度、医療保険制度について

厚生省保険局の福祉小委員会が試算した医療保険制度の給付率を統一した給付費影響の

内容説明報告を了承

16．老人保健制度、老人保健施設について

各都道府県別にみた老人保健施設の現状報告を了承

17．病院経営について

一般病院移動年計による医業収支の実態報告を了承

18．病院税制について

病院負担となっている消費税問題を協議対応策を論議し了承

19．医師、看護婦について

曰医定例代議員会の開催状況報告を了承

20．エイズ、院内感染について

資料の内容説明で了承
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第３回常任理事会

Ｈ６．６月25曰仕）ダイヤモンドホテル

第２回理事会と合同開催（理事会参照）

第４回常任理事会

Ｈ６．７月23曰仕）ダイヤモンドホテル６．７月23日出ダイヤモンドホテル出席者32名

1．会員の入退会について

正会員入会３件、正会員退会２件、賛助会員入会３件を承認

（７月23日現在正会員2,478会員、賛助会員433会員）

2．短期人間ドック並びに自動化健診施設の指定について

下記施設を承認

（短期人間ドック）

１．福井県・福井県済生会病院（指定10床）

２．宮崎県・済生会日向病院（指定２床）

（自動化健診）

１．岡山県・ＥＳクリニック

２．大阪府・革嶋内科クリニック

３．〃・ベルクリニック

3．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．医療情報システム評価・認定制度委員会委員の委嘱

依頼先：三宅浩之病院情報センター委員長

依頼元：㈱医療情報システム開発センター

２．平成６年度医療ガス保安管理技術者講習会の後援

依頼元：(助医療機器センター

３．第７回子どもの周りに無煙環境を１全国キャンペーンの後援

依頼元：「子どもの周りに無煙環境を」推進協議会

４．第６回国民の健康会議の協賛

依頼元：全国公私病院連盟

５．第16回フード・ケータリングショウ／シンポジウムの協賛

依頼元：㈱日本能率協会

６．医療廃棄物処理講習会への協賛

依頼元：杣日本臨床衛生検査技師会
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７．「付添看護の実態把握に関する研究」研究者の推薦

被推薦者：伊藤研常任理事

依頼元：厚生省保険局医療課

４．第一四半期一般会計及び特別会計の収支・監査報告及び特別会計について

収支報告、監査報告を了承

５．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

６．医療保険審議会の開催報告について

６月29曰開催の全員懇談会報告として「健康保険法等の一部を改正する法律について｣、

「国民健康保険部会における検討結果報告」の議論概要報告、７月21曰の総会開催報告を

了承河北博文副会長出席

７．病院機能評価基準問題検討会の開催報告について

７月４曰の第三者機構設立作業小委員会開催報告として平成７年度を目処に病院機能評

価機構を設立してゆく意向説明、将来的に財団法人を設立するため医療団体からの基金拠

出を協議、検討し、本会も一部負担し取り組むことを了承

８．’94国際モダンホスピタルショウの開催報告について

７月７日～９日の開催報告を了承

９．カナダ医療事情視察団の視察報告について

６月25日～７月５日の視察報告を了承

10．第20回日本診療録管理学会の開催について

９月８曰～９曰の広島県（大村一郎学会長）での開催要領報告を了承

11．診療報酬改正について

１０月の診療報酬改正の概要、新看護体系と新看護婦補助体系創設、基準給食等の内容説

明を了承

12．医療費、医薬品について

平成４年度の国民医療費の現状説明、製薬企業の決算状況報告を了承

13．医療法改正について

特定機能病院の承認状況報告を了承

14．医療制度、医療保険制度について

特定機能病院及び療養型病床群の現状況報告と、医療保険審議会の動向報告を了承

15．老人保健制度、老人保健施設について

老人保健制度の現状報告、厚生省統計情報部発表の人口動態統計の状況報告を了承
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16．病院経営について

曰病の職員数アンケート調査報告、病院賠償責任保険の最高補償額の引き上げの要望実

施報告を了承

17．病院税制について

税制改革案の概要報告、ゼロ税率課税の適用要望の実施報告を了承

18．医師、看護婦について

６月27日に開催した医師需給検討委員会の概要報告、看護業務改善に伴う日本看護協会

の調査報告を了承

19．エイズ、院内感染について

エイズ拠点病院指定の現状報告を了承

第５回常任理事会

Ｈ６．８月27日(土）ダイヤモンドホテル出席者34名

1．会員の入退会について

正会員入会２件、正会員退会１件、賛助会員入会３件を承認

（８月27日現在正下院2,479会員、賛助会員436会員）

2．短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設の指定を承認

１．千葉県・東船橋病院（指定１床）

２．福岡県・福岡記念病院（指定５床）

３．〃・鳥越病院（指定２床）

４．〃・福岡胄洲会病院（指定４床）

５．熊本県・熊本セントラル病院（指定４床）

3．日本病院学会評議員の推薦について

役員の交代、新任等による評議員の推薦を承認し10月開催の学会評議員会に上程するこ

とで了承

１．西村昭男（曰鋼記念病院理事長）

２．原田充善（川口市立医療センター院長）

３．木村明（新潟市民病院院長）

４．舘野政也（富山県立中央病院院長）

５．六鹿直視（半田市立半田病院院長）

６．橋本勇（京都第一赤十字病院院長）

７．井手道雄（総合病院聖マリア病院理事長）
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８．カロ藤正弘（江戸川病院院長）

９．見藤隆子（日本看護協会会長）

１０．齋藤侑也（日本病院薬剤師会会長）

4．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

1．第24回日本医学会総会準備委員会の顧問就任依頼

依頼先：諸橋芳夫会長依頼元：第24回日本医学会総会

２．救急フェア'94の後援及び協力依頼

依頼元：㈱日本救急医療研究・試験財団

３．第４回アジアメディカルショウの後援依頼

依頼元：九州医科器械団体連合会、他

４．平成６年度臨床検査月間の協賛依頼

依頼元：拙曰本衛生検査所協会

５．コ－ジェネレーションシンポジウム'9４（第10回）の協賛依頼

依頼元：曰本コージェネレーション研究会

５．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

６．第44回日本病院学会及び'994年国際病院連盟汎地域会議の準備状況について

進捗状況報告を了承

７．医療統計のあり方に関する検討会の開催報告について

７月25日の開催報告を了承河北博文副会長出席

８．医家向け医療用具流通近代化協議会の開催報告について

８月１曰開催の概要報告として平成５年度医療用具流通実態調査報告(案)の概要説明を

了承諸橋芳夫会長出席

９．医薬品流通近代化協議会の開催報告について

８月４日の開催報告を了承伊藤研常任理事出席

10．自民党と病院・医薬関係団体との懇談会の出席報告について

８月２日の懇談会で本会として平成７年度税制、予算の要望提出報告を了承

11．台湾病院協会第27回定期総会への出席について

９月３～４曰の総会に高橋勝三国際委員会委員長が会長代理出席することに了承

12．全国病院団体連合の要望書について

消費税及び平成７年度予算に関する要望をまとめ８月23曰に厚生省、関係国会議員への

要望提出報告を了承
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13．医療法人制度検討委員会の動向について

厚生省がまとめた平成７年度税制改正要望事項の内容説明を了承

伊藤研常任理事出席

14.付添看護の実態把握に関する研究について

付添看護の研究会の動向報告を了承伊藤研常任理事出席

15．第32回日本病院管理学会学術総会の開催について

１０月27日、２８日開催の総会への協力依頼を了承

16．診療報酬改定について

１０月の診療報酬改定の概要説明、中医協発表の平成５年６月の医療経済実態調査結果の

現状報告を了承

17．医療費、医薬品について

平成５年度の医療保険医療費の実態説明、高額医療費の実態、医薬品メーカー卸売の６

月中間決算状況報告、臨床試験（治験）の取扱を重要視して協議し会員病院への慎重なる

対処を図る旨周知させることで了承（

18．医療法改正について

本年３月現在の特例病床の使用状況とエイズ診療拠点病院の病床との関連を協議し了承

19．医療制度、医療保険制度について

厚生省が概算要求している精神・結核医療の食費負担制度の概要説明、公衆衛生審議会

が意見書として厚生省に提出した病院機能評価機構（仮称）に対して本会の対応等につい

て役員各位の意見拝聴した結果、情報の整理を図り次回常任理事までの継続審議事項とす

ることで了承

20．老人保健制度、老人保険施設について

新ゴールドプランの骨子説明、介護福祉士受験資格に医療機関勤務者の受験資格がない

現状を協議し、各種要望事項の中に、受験資格を与えるよう要望実施することを了承

21．病院経営について

病院経営に関した資料説明、病院賠償責任保険の最高補額を２億円に引き上げる要望を

日本医師会に提出した報告を了承

22．病院税制について

消費税・ゼロ税率制度の要望を自民党国民生活局に提出している現状報告を了承

23．医師、看護婦について

医師需給の見直しに関する検討委員会の動向報告を了承

24．エイズ、院内感染について

エイズ拠点病院への助成状況報告、エイズ対策本部の活動現状報告を了承
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25．事務所の移転について

事務所候補地の現状報告を了承

26．第20回日本診療録管理学会への出席について

９月８日、９日開催の学会に中山副会長が会長代理出席することで了承

第６回常任理事会

Ｈ６．９月17日出ダイヤモンドホテル出席者30名

1．会員の入退会について

正会員入会５件、正会員退会５件、賛助会員１件を承認

（９月17日現在、正会員2,479会員、賛助会員437会員）

2．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．薬剤師国家試験制度改正のための実務研修の受入れ体制の整備等に関する調査検討委

員会の委員推薦

被推薦者：河北博文副会長依頼元：厚生省薬務局企画課

２．医療関連ニュービジネス研究会の委員推薦

被推薦者：河北博文副会長依頼元：通産省産業政策局

３．第１回第１種ＭＥ技術実力検定試験の協賛

依頼元：曰本エム・イー学会

４．医療新時代フォーラム'94の後援

依頼元：日本医療企画

3．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

4．第20回日本診療録管理学会の開催報告について

９月８日、９曰広島県・呉市で開催した学会報告を了承

5．医療統計のあり方に関する検討会の開催報告について

検討会の動向報告、東京都からの医療機関を選定し調査するため東京都支部への選定依

頼を了承

６．病院機能評価基本問題検討会の開催報告について

９月14曰の最終的な委員会で病院機能評価機構の財団設置が承認され、本会としても基

本財産の拠出等財団設置への協力を承認

７．台湾病院協会第27回定期総会への出席報告について

総会出席報告を了承高橋勝三常任理事出席
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８．大韓病院協会第10回病院管理総合学術大会について

三宅浩之委員長が会長代理として出席することで了承

９．第35回日本人間ドック学会の開催について

１０月20日、２１曰の学会進捗状況報告を了承

10．第44回曰本病院学会及び1994年国際病院連盟汎地域会議の準備状況について

進捗状況報告を了承

11．診療報酬改定について

１０月診療報酬改定の概要説明、役員各位からの意見拝聴で了承

12．医療費、医薬品について

平成５年度保険医療費の現状説明等を了承

13．医療法改正について

特定機能病院の申請状況報告を了承

１４．医療制度、医療保険制度について

新ゴールドプラン、エンゼルプランの概要説明、医療保険審議会の動向報告を了承

15．老人保健制度、老人保健施設について

新ゴールドプランの概要説明、平成５年の社会福祉施設の概況説明報告を了承

16．病院経営について

病院経営収支調査の分析報告を了承

17．病院税制について

医療法人制度改革との病院税制の方向等の見通し報告を了承

18．医師、看護婦について

厚生省の将来の医師需給検討委員会の動向報告、卒後臨床研修のあり方などの報告を了

承

19．エイズ、院内感染について

国際エイズ会議の開催状況報告を了承

第７回常任理事会

Ｈ６．１０月22曰(土）ダイヤモンドホテル出席者28名

１．会員の入退会について

正会員入会３件、正会員大会１件、国立病院・国立療養所の再編成に伴う会員異動１件、

賛助会員入会１件、賛助会員大会２件を承認

（10月22曰現在、正会員2,480会員、賛助会員436会員）
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2．自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

（承認順）

１．兵庫県・六甲病院

２．愛知県・財団健和会マリンクリニック

３．大阪府・きっこう会多根クリニック

４．埼玉県・大宮共立病院総合健診ﾌﾟログラム

５．大阪府・オリエンタル労働衛生協会大阪支部メディカルクリニック

６．三重県・ヨハナ総合病院保健センター

７．東京都・金内メディカルクリニック

３．診療録管理通信教育認定試験受験大学の指定について

岡山県・川崎医療福祉大学を卒後認定試験受験校として指定を承認

4．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．医療保健審議会の委員推薦

依頼先：河北博文副会長依頼元：厚生省保険局

２．血液事業対策委員会・使用適正化専門委員会の委員推薦

依頼先登内真副会長依頼元：厚生省薬務局

３．患者給食研究委員会委員の推薦

依頼先：原田充善常任理事依頼元：医療関連サービス振興会

４．秋田県病院大会の後援依頼

依頼元：秋田県病院協会

5．第二四半期一般会計及び特別会計の収支・監査報告について

収支報告、監査報告を承認

6．各委員会の開催報告について

報告を了承

7．医療保険審議会の開催報告について

１０月５日の全員懇談会、総会、健康保険部会の動向報告を承認河

8．第44回曰本病院学会の開催報告について

１０月４日～５曰に開催した報告を了承

9.1994年国際病院連盟汎地域会議の開催報告について

１０月６曰～８日に開催した地域会議報告を了承

河北博文副会長出席
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10．ＡＨＦ理事会の開催報告について

１０月７日にＡＨＦ理事会を開催し、次期会長に大韓病院協会の韓斗鎮会長の選出報告を

了承

11．第35回曰本人間ドック学会の開催報告について

１０月20日～21日の学会開催報告を了承

12．大韓病院協会第10回病院管理総合学術大会への出席報告について

９月29曰～30日の学術大会開催報告を了承

13．自民党政務調査会・全国組織委員会に対する平成７年度税制改正要望について

消費税をはじめ19項目についての要望実施報告を了承北村行彦常任理事出席

14．日本顕彰会平成６年度社会貢献被表彰者の決定について

決定通知報告を了承

被表彰者：酒井隆子淀川キリスト教病院病歴管理室顧問

元日本診療録管理士協会会長

15．診療報酬改定について

全国公私病院連盟が実施した診療報酬改定と薬価基準改定の影響率調査の内容説明等を

了承

16．医療費、医薬品について

国民医療費と国民所得比の実態報告、諸外国と比べた社会保障給付費の実態報告を了承

17．医療法改正について

厚生省の次期医療法改正に対する考え方、資料説明で了承

18．医療制度、医療保険制度について

厚生省発表の医療施設動態調査の概要説明、病院機能評価の実施に際し役員各位から意

見拝聴し、各団体の動向を静観しながら本会の動向を決めることで了承

19．老人保健制度、老人保健施設について

老人保健施設の現状報告を了承

20．病院経営について

資料を基に各病院の経営改善、対策の紹介等で了承

21．病院税制について

自民党への平成７年度税制改正要望実施報告、全国病院団体連合の税制改正、予算要望

実施の活動報告を了承

22．医師、看護婦について

将来の医師数の展望、卒後臨床研修のあり方等の資料説明で了承
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23．平成７年度事業計画(案)について

原案を一読願い訂正、追加等がある場合、事務局への連絡として了承

24．役員改選・選挙管理委員会の設置について

役員改選に伴う選挙事務の説明、選挙管理委員の選出を承認

選挙管理委員会委員

池谷亘（前、蕨市立病院院長）

戸川潔（茨城県立中央病院名誉院長）

田所昌夫（河北総合病院院長）

三宅浩之（病院幹部医会副会長）

麻田ミウ子（麻田総合病院理事長）

井出健（曰本病院会事務局長）

25.11月合同理事会の日程について

理事会終了後に10月の曰病学会、ＩＨＦ汎地域会議の慰労会を実施することで了承

１１月26日(士）東京都・東條会館

１３:00～16:5０合同会議（全理事会）

１７:00～18:3０曰病学会及びＩＨＦ会議の慰労懇親会

26．事務所の移転について

新事務所候補地の概要説明、役員各位による候補地の見学を実施後、質疑、意見があり

移転を承認し11月期理事会に議案を上程することで了承

第８回常任理事会

Ｈ６．１１月26曰山東條会館

第３回理事会と合同開催（理事会参照）

第９回常任理事会

Ｈ６．１２月17曰(土）日本都市センター出席者28名

１．会員の入退会について

賛助会員入会２件を承認

（12月17曰現在、正会員2,480会員､賛助会員440会員）

２．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．病院経営指標策定方法等検討委員会・作業部会委員の委嘱

依頼先：小沢武男会計経理研究会委員長依頼元：厚生省健康政策局
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２．評価認定委員会委員の推薦

被推薦者：原田充善常任理事依頼元：日本メディカル給食協会

３．消火栓等操作評価委員会委員の推薦

被推薦者：織本正慶常任理事依頼元：曰本消防検定協会

４．医療新時代フォーラム'95の後援依頼元：日本医療企画

５．第37回成人病予防週間の後援依頼元：厚生省

３．事務局職員のベースアップについて

給与改正法案が国会通過し職員のベースアップを承認

４．平成７年度短期人間ドック並びに自動化健診の実施料金について

健保連との料金更改交渉結果報告、本年度と同様62,000円の標準料金として契約

自動化健診料金は各施設の申請料金で実施することを承認

５．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

６．医療保険審議会の開催報告について

１２月２日・９日の国保部会の報告を了承

７．薬剤師養成に係る実務研修受入体制の整備等に関する調査検討委員会の開催報告について

12月６日に開催し薬剤師の業務、需給計画を今後検討する旨の報告を了承

河北博文副会長出席

８．医療法人制度検討委員会の開催報告について

１２月１日に最終委員会を開催し報告書をまとめ、報告書は次期医療法改正に絡み今後も

病院代表委員が定期的に協議することで了承伊藤研常任理事出席

９．血液問題検討会の開催報告について

１２月９曰の初会合で製造物責任（ＰＬ）法の血液製剤への適用問題を論議し今後は専門

委員会で討議することで了承登内真副会長出席

10．病院経営指標策定方法等検討委員会の開催報告について

１２月１曰の初会合で指標の策定を今後検討することで了承梶原優監事出席

11．自民党医療基本問題調査会正副会長・顧問会議への出席報告について

１１月30曰に開催し消費税問題、診療報酬体系等の諸問題を指摘した旨の報告を了承

12．大韓病院協会第14回医療保険研修団の来日について

１２月５曰～９曰に８名の研修員が来日に国立医療・病院管理研究所でのレクチャー、都

内の病院見学実施報告を了承

13．記者会見の開催報告について

１２月９日に「病院をとりまく最近の諸問題について」の記者会見実施報告を了承
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14．事務所の移転に伴う定款改正(案)の書面審理の結果報告について

11月の理事会で事務所移転が承認され代議員及び会員へ、①事務所の移転、②事務所移

転に伴う定款第２条の変更を書面審理した結果、いずれも賛成多数で規定を上回っている

旨の報告を了承

15．会員の団結について

看護体制等の変革が予定される中、医療法の人員標準問題等に対し本会として検討を図

る必要からより一層会員の団結を図ることを了承

16．診療報酬改定について

１０月改定の実状、問題点等を協議し、来年に向けての改定に対する事項整理等を図るこ

とで了承

17．医療費、医薬品について

最近の医療費の動向、製薬、卸等の経営状況報告を了承

18．医療法改正について

特定機能病院、療養型病床群の現状報告等を了承

19．医療制度、医療保険制度について

公立病院の政策医療の現状説明等を了承

20．老人保健制度、老人保健施設について

公的介護保険の導入、医療と福祉の関連を論議し了承

21．病院経営について

医療施設近代化施設整備事業の国庫補助導入を実施した民間病院の紹介、役員各位から

の病院経営状況報告を了承

22．病院税制について

診療報酬改定、病院経営の事項で税制問題も併せて協議されたため省略

23．医師、看護婦について

役員各位から基準看護の取得、取得後の指導の現状報告、看護婦の地域的偏在の紹介を

了承

24．エイズ、院内感染について

資料一読で了承

25．平成７年度事業計画(案)について

確定事項の説明を了承

26．平成７年度予算(案)について

予算骨子の説明、原案を了承
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27．平成７年秋の叙勲候補者の推薦について

南溢理事の推薦を承認

第10回常任理事会

Ｈ７．１月28日(土）曰病会議室出席者33名

1．会員の入退会について

正会員入会２件、正会員退会１件、賛助会員退会1件を承認

（１月28日現在、正会員1,281会員、賛助会員441会員）

2．短期人間ドック実施病院の指定について

下記施設の指定を承認

１．埼玉県・伊奈病院（指定２床）

２．兵庫県・神鋼加古川病院（指定２床）

３．広島県・井野口病院（指定４床）

４．山口県・防府胃腸病院（指定２床）

５．福岡県・福岡徳洲会病院（指定２床）

3．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．医療審議会委員の推薦について

被推薦者：大道學常任理事依頼元：厚生省

２．国立病院・療養所の政策医療、再編成等に関する懇談会委員の委嘱

委嘱者：諸橋芳夫会長依頼元：厚生省

３．病院職員教育システム検討委員会委員の推薦

被推薦者：中後勝常任理事依頼元：厚生省

４．ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム'95の協賛

依頼元：日本能率協会

4．第３四半期一般会計及び特別会計の収支・監査報告について

一般、特別会計で大きな差異のあった収支事項を重点的に説明、監査報告を承認

5．各委員会、研究研修会の開催報告について

開催報告を了承

6．医療審議会の開催報告について

１月26日に開催され、厚生省健康政策局予算(案)の概要、特定機能病院及び療養型病床

群の認可状況について協議検討、医療審議会に医療計画部会が設置された旨の報告を了承

大道學常任理事出席

－４１－



7．医療保険審議会の開催報告について

１月19曰の総会報告として「国民健康保険制度の改正案」「船員保険制度（災害補償部

門）の改正案」「船員保険法の規定による失業保険金の曰額の改正案」の諮問に関しての

検討が実施された旨の概要報告を了承河北博文副会長出席

８．医薬品流通近代化協議会の開催報告について

１月27曰の会合が中止となったが、当会としては今後も薬価差益に依存していくのか、

診療報酬に薬価差益に見合う技術料を転嫁させていくのか基本的な考え方をまとめておく

必要がある旨の提案があり、今後検討をすることで了承

９．医療法人制度に関する懇談会の開催報告について

昨年12月１日に医療法人化の促進を図る観点から医療法人の業務範囲の拡大、定款にお

ける出資額限度方式の採用等を検討し報告書を作成、この報告書の中で法改正に関わる事

項については、今後医療審議会で検討される旨の報告を了承

10．病院経営指標策定方法等検討委員会の開催報告について

１月18日に委員会が開催され、委員会作業部会の報告書の紹介、病院経営指標の策定に

ついての(案)が提出された旨の報告を了承梶原優監事出席

11．全国病院団体連合・国民医療を守る全国病院大会の開催について

全病団連主催による「国民医療を守る全国病院大会」を２月16日(木)に東條会館で開催す

ることを了承

12．代議員の選出、理事立候補の状況について

選挙告示後の現状報告を了承

13．診療報酬改定について

14．医療費、医薬品について

平成６年８月現在の医療費総額の伸び率の現状説明、医薬品問題として曰本製薬工業協

会会長の発言を話題に取り上げ真意の照会報告、診療報酬改定に対し体系の中での薬価制

度のあり方等を検討することで了承

15．医療法改正について

療養型病床群の現状説明、介護保険問題との関連から今後併せて検討することで了承

16．医療制度、医療保険制度について

平成７年度厚生省予算の概要説明、病院機能評価の実施に対し役員各位から意見拝聴、

２月期理事会に議案上程し慎重審議することで了承

17．老人保健制度、老人保健施設について

医療と保健福祉の関連、老人医療費の拠出金、介護費用等の重要視した問題点を議論し

了承
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18．病院経営について

全国公私病院連盟が発表した平成６年現在の病院運営分析調査結果の紹介、役員各位へ

の病院経営の取り組み状況の意見拝聴で了承

19．病院税制について

平成７年度の厚生省関係税制改正の概要紹介で了承

20．医師、看護婦について

厚生省の医療関係者審議会臨床研修部会がまとめた卒後臨床研修の意見書の概要説明、

愛知県病院協会が実施した看護婦不足の実態調査報告を了承

21．エイズ、院内感染について

資料一読で了承

22．平成７年度事業計画(案)について

原案中第45回曰本病院学会（予定：神戸市）の開催を２月期理事会迄に再確認し上程す

ることで了承

23．平成７年度予(案)について

前回承認された原案に対しその後変更を生じた事項を説明、病院防災対策の必要を重要

視し、予算へ加味し理事会へ訂正提出することを了承

24．兵庫県南部地震について

会員病院へのお見舞い金の支出等を了承

25．医療機器保守点検について

医療関連サービス振興会が実施するマル適マークに伴う財源問題等の現状報告を了承

第１１回常任理事会

Ｈ７．２月25曰山ダイヤモンドホテル

第４回理事会と合同開催（理事会参照）

第１２回常任理事会

Ｈ７．３月25日出曰病会議室出席者35名

１．会員の入退会について

正会員入会１件、正会員退会２件、賛助会員入会３件、賛助会員退会１０件を承認

（３月25日現在、正会員2,480会員、賛助会員434会員）

２．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．財団法人医療研修推進財団（仮称）の設立発起人就任
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依頼元：宇宙通信㈱

２.第44回曰本理学療法学会の後援

依頼元：全国病院理学療法協会

３．福祉機器展「BARRIERFREE95｝の後援

依頼元：大阪府社会福祉協議会

各委員会、研究研修会の開催報告について

開催報告を了承

医療審議会医療施設機能部会の開催報告について

３月15曰に開催し、特定機能病院の承認状況報告を了承諸橋芳夫会長出席

国立病院・療養所の政策医療、再編成等に関する懇談会の開催報告について

３月14日に開催し、再編成の規程、再編成の推進方策等の検討概要報告を了承

諸橋芳夫会長出席

医療保険審議会の開催報告について

３月23日の全員懇談会で、高齢者介護問題、医療保険カードの実験等の検討報告を了承

河北博文副会長出席

医療統計のあり方に関する検討会の開催報告について

３月13日開催報告については資料一読で了承

薬剤師養成に係る実務研修受入れ体制の整備等に関する調査検討委員会の開催報告につい

て

３月22日に開催し、薬斉Ｉ師の教育問題として薬学生の実習受入体制等の検討報告を了承

下記の協議事項９～14の事項については、本日の「代議員会・総会に於ける会長挨拶の要

旨」の中で解説しているため要旨説明で省略

診療報酬について

医療費、医薬品について

医療法改正について

医療制度、医療保険制度について

老人保健制度、老人保健施設について

病院経営について

医師、看護婦について

千葉県下の国公立看護婦学校卒業生の現状報告を了承

下記事項は時間の関係上資料一読で了承

エイズ、院内感染について

３月25曰の議事日程について

３．

４．

５．

６．

７．

８．
●
●
●
●
●
●
●

９
、
Ⅱ
旭
旧
叫
旧
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17.
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第３委員会・部会

〔委員会〕

１．医療制度委員会

１．開催回数７回

２．出席者数５１名（延べ人員）

３．協議項目１）医療言語聴覚士（仮称）について

２）’94国際モダンホスピタルショウ曰病コーナーについて

３）ＱＯＬと医療制度

４）今後の活動について

５）ホスピタルショウ曰病コーナーにおけるアンケートについて

６）社会資本と医療制度

７）「インフォームド・コンセント」アンケート集計について

８）曰本癌治療学会「臨床試験実施ガイドライン」（案）について

９）病院機能評価について

１０）社会保障をめぐる問題一看護と介護一

４．総評

今年度は「社会保障と医療制度」を継続的に討議。また、ホスピタルショウの曰病コーナー

において当委員会が昨年度作成した「インフォームド・コンセント」のパネルを掲示、アンケー

トを実施した。回数こそ例年に比べ少ないが、充実した内容となった。

｢インフォームド・コンセント」アンケート集計結果

実施曰：1994年７月７日(木)～９曰(士）

実施場所：池袋サンシャインシティ文化会館２階

国際モダンホスピタルショウ曰病コーナー

回答数：298件

1，あなたの性別は？

ａ、男性………………………………..……………………･………………………

ｂ・女'性…･…………………･……………………………………………………･…

未記入…………………………………………………………･……………･…･……

116件（38.9％）

179件（60.1％）

３件（Ｌ０％）
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2．あなたの年令は？

ａ、２０歳未満…………………………………………………………………………

ｂ、２０代.…………………….……………………………………………….………

ｃ、３０代………･……………………………………….…………………….………

ｄ、４０代…･………………………………………………….…………･……………

ｅ、５０代……･･………………………………………………….……………………

ｆ、６０歳以上………….………………………………………………..……………

未記入……………………………………….………………….………………….…

93件（312％）

61件（20.5％）

42件（141％）

47件（15.8％）

30件（10.1％）

20件（6.7％）

５件（1.7％）

3．あなたの勤務地（住所）は？

ａ、北海道………………･………………･…………･……･……………･………….

ｂ、東北地区・……………･………………………………･…………………………

ｃ・関東地区（東京都以外）…………………………………･…･……………….

ｄ・東京都内………………･……･……･……………………………………………

ｅ・中部地区・………………………･…………………･……………………………

ｆ・近畿地区………………………………………………･…･………………･……

９．中国・四国地区・…･…………･……………･……………･…………･…………

ｈ、九州・沖縄地区・………･…………………………･……………………………

ｉ、その他………………………………………･………………………………..…

未記入………………･……………………………･…･………………………………

１件（０３％）

５件（１７％）

149件（50.0％）

110件（36.9％）

１７件（5.7％）

５件（1.7％）

２件（0.7％）

２件（０７％）

２件（0.7％）

５件（1.7％）

4．あなたの勤務先は？

ａ・病院関係者（医療従事者）・………………………………･……………･……115件（38.6％）

ｂ、保健・福祉施設…………………………………………………………………３件（1.0％）

ｃ、ディーラー……･…………………………………………………………･…･…１７件（5.7％）

。、官公庁・団体職員・教育機関…………………………………………………１８件（６０％）

ｅ、一般・学生・………………………………………･……･………………………123件（413％）

ｆ・その他…･……………･………………･………………･……………………..…16件（5.4％）

未記入…･…･……………･……………………………………………………………６件（2.0％）

5．上記４でａ・病院関係者（医療従事者）に印を付けた方は以下にご記入ください

①あなたの勤務している病院・団体は？

ａ・国立．公立（自治体）病院……………………･･…………………･…………３６件（121％）

－４６－



ｂ・その他公的病院・…………………………………･……………･………………４件（1.3％）

ｃ，医療法人病院……･……………………･･………………………………………２４件（８１％）

ｄ、学校法人・会社病院……………………………………………………………２６件（8.7％）

ｅ，その他法人病院・…………･…･…………………………………………………１４件（４７％）

ｆ，個人病院…………………………………………………………………………１０件（３４％）

９．一般診療所……･……･………………………………………･…………………５件（1.7％）

ｈ、歯科診療所..…………………………………………………………･…………０件（0.0％）

ｉ、その他………………………………………･…………･…………･……………１６件（５４％）

未記入（病院関係者、医療従事者以外）．．……………………………･………163件（54.7％）

②あなたの勤務先での所属・役職は？

ａ・病院管理部門（理事長・院長・副院長・事務長・部長他）………………

ｂ・診療部門（医長・医師他）……………………………………………………

ｃ・診療技術部門（薬剤・検査・放射線・リハビリ・給食他）・…･………･…

ｄ・看護部門（病棟・手術・外来・中材・教育他）．.…………………･………

ｅ・事務部門（医事・庶務人事・用度施設・会計経理・ハウスキーピソグ他）…

ｆ・その他・………………………･…………･……………………･…･……･………

未記入（病院関係者、医療従事者以外）…………………………･……………..

１９件（６４％）

７件（2.3％）

３０件（101％）

４１件（138％）

２１件（７０％）

２３件（7.7％）

157件（527％）

6．「インフォームド・コンセント」という言葉を知っていましたか？

ａ．知っていた……………………………………………･…………………･……・221件

ｂ、知らなかった………………………………………………………･……..……６５件

未記入..……………･…………………………………･…･………………………･…１２件

(742％）

(21.8％）

（4.0％）

7．いわゆる「インフォームド・コンセント」の意味をご存知でしたか？

ａ．知っていた…･……………･……･………………………………………………

ｂ、知らなかった………･……………･……･……･…..……………………………

未記入………………………………･………………………………………………..

179件（60.1％）

104件（349％）

１５件（5.0％）

８曰本病院会が「インフォームド・コンセント」について指針（パネル参照）を作っていたことを

知っていましたか？

ａ．知っていた………………………………………………………………………７３件（245％）

ｂ、知らなかった………………………………………･……………………..……209件（701％）
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未記入…………………………………………………………………………………１６件（5.4％）

9．曰本病院会が作った「インフォームド・コンセント」の指針について

①項目について

ａ・妥当である……………………………………･……………･…………･………194件（651％）

ｂ・妥当でない（具体的に項目番号をお付けください｡）………………………16件（5.4％）

①、６件②、６件③、７件④、３件⑤、６件

ｃ、わからない………………………………………………………………………６４件（21.5％）

未記入………･………………………………………………．.………………………２４件（8.1％）

②病院や施設でこの指針が活用（掲示・印刷物等）されることの必要性を感じますか？

ａ、活用が必要・……･……………………………………………………………･…196件（658％）

ｂ・修正をおこなったうえで活用が必要…･………………………･…･…………４６件（15.4％）

ｃ、すでに十分に行われているため活用する必要はない．…………………..…３件（１０％）

。、活用する必要はない…………………………･………･…･……………………１件（0.3％）

ｅ、わからない.…………･…………..………………………………………･……・３１件（104％）

未記入…………………………………………………………………………………２１件（７０％）

■ご意見をお聞かせください。

・インフォームド･コンセントのリーフ等があればよいと思います。（官公庁３０代男性）

．ぜひカルテの公開をすべきである。（個人病院事務部門４０代男性）

．とても解りやすいパネルでした。（30代男性）他３名

・インフォームド・コンセントの必要`性は高い。（一般２０代女性）

・医師全員に徹底してほしい。（看護部門４０代女性）

・資料を作成してくれたらありがたい。（一般２０代女性）

.②について単に説明と納得だけでなく、要求があった場合などは診療経過の公開（本人への）を含

めてもう少し踏み込む必要があるのでは？その患者さんのデータ等こそ、その患者さんの財産な

のだから。（病院管理者４０代男性）

．たいへんよい企画と存じます。現場の学生にも役立ったようです。（教育機関４０代女Ｉ性）

・家庭医をもって、かかりつけ薬局を作って、と患者となる側で選んでゆかなければならなくなって

きましたが、十分に信頼のおける家庭医でありまたその手に余る時受け入れて頂ける先のある事柄

なのでしょうか？現在の医療制度がどんどん良いようへ患者となる側にプラスとなるような方向

へ変わってほしいと思います。（ディーラー４０代女性）

－４８－



･一般の人々、特に老人に対して普及していない。（診療技術部門４０代女Ｉ性）

･ＤｒとＰｔ.との数の問題で、Ｐｔ自分の思うように聞けていないと感じることが多い。（看護部門

５０代女性）

･インフォームド・コンセントは医療にとってとても大切である。資料などがたくさんあって読むと

よくわかるが、人により説明もしてほしい。（学生２０代未満女性）以下２名

･このような情報を知ることができると患者も病院に近付くきっかけになってよいと思う。また本当

に理解（説明が）されているのかどうか知る必要性も考えなければならないと思う。（学生２０代

未満女性）

･病院側に理解を求めたい。（一般５０代男性）

･医療側は自分が患者となったことを考え、気持ちを理解して接してほしい。（学生２０代未満女

性）

･患者も含めて話し合わなければいいものは作れない。（一般２０代女』性）

･来院される外国の方（特に欧米人）は自分の意見をもっており、はっきりと希望を言うことができ

るが、曰本人でそれができる人は滅多にいない。いたとしても、医師、看護婦に時間的・精神的余

裕の欠如があり、患者の希望に十分に答えることは不可能に思われるので、③の項目は実施以前の

問題解決が必要だと思う。（看護部門２０代女性）

･どこの病院でもインフォームド・コンセントが実施されるとよいと思う。今の現状は患者のために

本当に有効な治療・看護が行われているとはとても思えない。（看護部門２０代女性）他１名

･患者に対する納得と同意もわかるが、病院職員に対する権利も考慮するべき。（事務部門３０代

男性）

・自分の希望する医療を受ける権利が患者側にもあると思うし、そうなるべきだ。（40代女性）

･項目②について特に必要だと思います。難しい言葉でなくかみくだいて一般の人にもわかりやすく

説明する能力が医師に求められると思われます。（一般２０代女性）

・どこまで守られているのかが問題。（診療技術部門２０代女性）

・日本ではまだインフォームド・コンセントが定着していないのでもっとこのような機会を増やして

ほしいです。（学生２０歳未満女性）

･患者の権利を認めているだけでインフォームド・コンセントを実現するための現実的なプランに欠

けている。（ディーラー３０代男性）

．あえて掲示する必要はないと思う。（看護部門２０代女‘性）

・インフォームド・コンセントなしに医療行為を行って問題になったことを聞いたことがあり、この

ことに関心を抱くようになりました。医療に携わる人はこの言葉を知っていても一般の人にとって

はまだまだ普及が足りないと思います。（学生２０歳未満女性）

・インフォームド・コンセントという言葉すら知らなかった。（一般２０代女↓性）他１名
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．患者が医者まかせでなく自分の病気をきちんと知り治療法を選ぶということをもっと行うべきだと

思います。（看護部門２０代女’性）

．すでに行われているのかもしれないけれど活用したほうが患者が安心して治療を受けられるような

気がする。（学生２０歳未満女性）

･コンセントのためのインフォームですか？それともコンセントできるための十分なインフォーム

ですか？（診療技術部門３０代男性）

･曰本は確かに医療技術は進歩しているが、なぜもっと各地域に均等に進歩が広がらないのだろうか？

（学生２０歳未満女性）

･たいへん参考になった。（学生２０歳未満女性）他３名

･看護学校の教科書にもっとインフォームド・コンセントのことについて記載してほしい。（学生

２０歳未満女性）

･他の事業（商売）ならとっくに行われている当たり前のこと。病院界だけが声高に叫ばれなければ

ならぬのか。それも容易に定着しないのか。（病院管理者５０代男性）

･癌告知の問題などあり、すべての患者にインフォームド・コンセント適応できなくてとても難しい

と思う、実際医療従事者もきちんとしていない。（一般女性）

･項目が病院サイドの言い回しになっている気がする。患者の同意のサイドの文面に検討を。（ディー

ラー６０歳以上男性）

.②については患者と家族（宗教、人間関係、経済問題、等）との関わり方もいろいろあるので難し

いと感じる場面もあると思います。（看護部門３０代女性）

･自分の身体についてされるがままの状態より医師の説明を受け、何をされているかわかるほうが安

心できる。（一般２０代男性）
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高齢社会に臨む基本姿勢

～いわゆる「公的介護保険」をめぐって～

告 書報

平成７年３月

社団法人曰本病院会医療制度委員会
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1．基本的な考え

これまで医療と福祉の連携の必要が指摘されてきたが、高齢社会において必要なのは、「連携」

ではなく、地域において両者を「統合」したシステムである。したがって、これまでの体系を抜本

的に見直し、ケアの提供が挿入的に必要か、あるいは継続的に必要かによって「短期ケア」と「長

期ケア」に分けるのが妥当と考える。

「短期ケア」とは、手術や集中治療室に代表されるような医学的治療が主体となるケアである。

一方、「長期ケア」とは高齢者を中心として、継続的なケアが必要な人々に対して、かかりつけ医

等による医学的管理は必要ではあるが、看護婦、薬剤師、ＰＴ、ＯＴ、ソーシャルワーカー、ヘル

パー等によるチームが中心になって組織的に当たるケアである。

以上のように、「短期ケア」と「長期ケア」に基本的に分け、それぞれに応じた人材の養成、お

よび費用補償の方法を検討するべきである。但し、「長期ケア」の対象者の場合でも、悪性腫瘍や

外傷等が発生した際には、「短期ケア」に円滑に移行できる体制を常に用意する必要がある。また、

いずれにおいてもケアの給付に関する判断は、ケアを受ける対象者の意志も十分考慮した上で、専

門的並びに地域的合理'性に基づいて行われるべきである。

2．人材の養成

「短期ケア」と「長期ケア」のそれぞれに適した人材の養成が必要である。これまで、医療にお

いては「短期ケア」を中心に医師、看護婦などの人材を養成してきたが、「長期ケア」に対しては

十分考慮されてこなかった。一方、福祉においては従来から「長期ケア」に照準をおいてきたが、

養成体系は必ずしも十分に整備されていなかった。

以上のような背景で社会福祉の分離で「介護福祉士」の資格が創設されたが、「看護」とは独立

な「介護」という職能分野を厳密に分離して規定することは事実上不可能である。確かに、介護福

祉士のように現場における経験だけで国家試験の受験資格を与える制度は画期的である。しかしな

がら、一方において、そのための長期間にわたる養成校での教育体系を整備することは、「医療」

と「福祉」を制度的に分断することにつながり、両者の統合という目的に真っ向から対立する。

諸外国においても、「長期ケア」に専任する従事者を養成し、認定資格を与える制度は確かに存

在するが、それらはいずれも数カ月の短期の養成課程である。したがって、日本における「介護福

祉士」の資格も、その方向で再検討する必要があろう。その際、認定を受けた者に対しては、11項次

高度の資格を得るための道を用意することが、動機付けを高めるためにも必要である。なお、専門

職者に対しては、質の高い「長期ケア」が提供できるよう、医学教育を始めとする教育体系の抜本

的な見直しが必要である。
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3．費用補償

曰本の医療保険において、これまで「短期ケア」と「長期ケア」の区別が必ずしも明らかにされ

ておらず、そのことが病院の理念や目的を不明確にしてきた。そこで、高齢社会に対応して、「短

期ケア」と「長期ケア」のそれぞれに対応した費用補償の方式を構築する必要がある。このように

分離すれば、医療施設の機能は明確になるばかりでなく、国民のニーズにも適切に対応することに

なる。

「短期ケア」では、生命に直結する医学的治療の占める割合が高いので、国民に対して普遍平等

の原則を堅持して応能負担で、公的保障の範囲でサービスを提供する必要がある。したがって、特

定療養費制度を現状の室料差額等の範囲より拡大することは望ましくないといえよう。一方、「長

期ケア」では生活の占める部分が大きいので、むしろ各個人の要求に応じ、応益負担でサービスを

提供し、公的保障で不十分な部分については自費で賄うべきであろう。各医療機関がいずれの費用

補償を選択するかは、それぞれの理念と機能に応じて自由に決められるようにするべきである。

財源的には、「長期ケア」に対する公的保障部分に関して、従来の国や地方自治体による社会福

祉の事業費を加えた別建ての新たな制度を創設する必要がある。一方、「短期ケア」に対しては、

これまでの医療保険によって費用を補償し、その中で「長期ケア」に移行することにより浮いた財

源を、医療費抑制下で資源の投入が枯渇していた「短期ケア」の充足に当てるのが適当といえよう。
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2．統計調査部会

１．開催回数９回

２．出席者数５７名（延べ人数）

３．協議項目１）診療報酬改定影響率調査について

２）公私病連との病院運営実態調査について

３）医療統計のあり方に関する検討会中間報告メモのパイロットスタディ（案）

実施に伴う問題点について

４）定点観測調査について

５）診療報酬改定影響率調査の報告書作成について

４．総評

本年度は、例年どおり「平成６年度病院運営実態分析調査」を実施し「病院概況調査報告書」

としてまとめた。

また、診療報酬の改定が２度にわたって実施されたため、１２月に影響率調査を実施し、３月

下旬～４月上旬にかけて、報告書を作成し会員および関係方面へ配布を予定している。

3．医療事故対策部会

１．開催回数２回

２．出席者数１２名（延べ人員）

３．協議項目１）夏期開催のセミナーについて

４．総評

部会の名称について「医療事故対策」と限定することについて疑問が出されたが、改選時期

でもあることから、次回の部会への申し送り事項とした。

4．防災対策部会

１．開催回数４回

２．出席者数２５名

３．協議項目１）スプリンクラーの設置義務に対する部会の対応について

２）規制緩和に対する意見・要望について

３）阪神大震災について

４）消防庁等各団体からの委員推薦依頼について

５）来年度防災セミナーの開催について

４．総評

平成７年１月17日未明に発生した阪神大震災には、被害の大きさに驚くだけでなく、平和が
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長く続きすぎたのだろうか、危機管理に対する全くの欠如にも驚いた。

今後の防災対策部会のあり方にも、大きく影響せざるを得ない大災害であった。

また、スプリンクラーの設置については、東京都が無利子融資を実施するとのこと、ようや

く大きな壁が動いた感である。

5．労務・福利厚生・用度部会

本年度は教育委員会傘下の研究会の活動に委ね、委員会としての開催はなかった。

6．給食委員会

１．開催回数２回（他委員会との合同１回）

２．出席者数９名（のべ人数）

３．協議項目

１）６／25付、曰病社会保険・老人保健委員会（西村昭男委員長）による社会保険診療報酬

の改定要望書の給食部門について

２）定率負担から患者給食が定額負担の食事に変更となるにあたり曰病として作成するポス

ターについて（次頁）

４．総評

１０月１日の健康保険法の改正に伴い、食事のあり方や位置づけがかわり、委員会でも時代に

そった見解をだした。今後の動向を見守りたい。
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＊食事の費用の一部負担は、どの医療保険制度でも同じ定額負担になります。

＊医療機関は、患者さんに観明し、同意を得た塲合には標準的な費用よりも高い額の選択

＊入院時の食事に要する費用は、現在、基準給食で1,900円ですから、この喝合の定率一部負担は、

齪保本人で１日190円、国保で570円です。

メニューを提供することもできます。

その喝合、入院時食事療養費の額は同じで、越える部分は患者さん負担となります。

それ以外の場合には、上紀の負担で食事の提供が受けられます。

＊生活保護や公費負担医疲、労働災害補償の医療については、従来どおﾄﾉです。

追加した場合には、その分の費用をお支払いいただくこととなります。

私たちは、今回の新しい仕組みの中で、医療の一環である治療食を、

少しでも皆様に喜んでいただける食事として提供できるよう最善の努

力をしてまいります。

今回の法律改正に伴う食事料金のご負担について、何卒、ご了解く

ださいますようお願い致します。なお、ご不明の点につきましては会

計窓口までお問い合わせください。

従来、入院時の食事に要する費用のお支払は対象者に応じて、それ

ぞれ総額の１０％、２０％、３０％と、きまった率でご負担いただいていま

したが、先般の医療保険制度改正により１０月からは、新たな区分によ

りそれぞれ定額的に１日につき600円、450円、300円、200円（平成８

年10月から800円となります）のご負担をいただくことになりました。

こうしてご負担いただいた料金に相当する保険料は、かねてから患者

さん、ご家族の方々の重い経済負担を伴うと改善を求められていた付

添看護の解消の財源に主にあてられるほか、在宅医療の充実などにも

使用されます。したがって通常の食事料金の総額は従来とかわりませ

ん。

また患者さんのご希望により、通常の食事以外に特別なメニューを 鐵社団法人曰本病院会
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7．勤務医委員会

１．開催回数１回

２．出席者数９名（延べ人数）

３．協議項目１）今後のセミナーの計画について

２）病院幹部医会の今後について

４．総評

７月国際モダンホスピタルショー開催時に実施するセミナーの企画立案を行った。また、病

院幹部医会については、今後も拡充をはかるため、入会促進キャンペーンを実施し、約20名の

新規入会者をみた。

8．教育委員会

１．開催回数２回

２．出席者数４０名

３．協議項目

１）１０月28曰(金）ダイヤモンドホテル

①平成７年度事業計画（案）について

２）３月14日(火）ダイヤモンドホテル

①平成６年度研究会（セミナー）開催報告について

②平成７年度研究会（セミナー）開催計画について

４．総評

来年度の研究会活動について、開催回数は平成５年度と同じとし、全国研究会の開催地も

それぞれの研究会で検討し、実施することで了承した。また、来期（平成７～９年度）の研

究会委員については、本年４月新執行部が決まった後、依頼することで合意した。

9．通信教育委員会

１．開催回数３回

２．出席者数８名

３．協議項目

第１回平成６年９月22日(木)午前10時～12時日本病院会会議室

１）第４１回診療録管理課程合否判定について、

平成６年８月21曰(日)、東京、大阪、福岡の３会場で実施した期末試験について次の

とおり合否判定した。
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受験者合格者不合格者合格率

認定試験６８４８２０７１％

進級試験７５７２３９６％

2）第４１回診療録管理士認定証授与式について

平成６年10月22曰仕)17時15分～東京：ダイヤモンドホテルにて行う。認定者累計

2,044名

3）診療録管理課程認定試験指定大学視察報告について

診療録管理課程認定試験指定校申請のあった川崎医療福祉大学について視察を行っ

た。分類法及び分類法実習の教育内容に不十分な点が－部見受けられるが、教育担当

の中島行正教授がその改善を約束しているとの調査報告がなされた。検討の結果、認

定試験指定大学に値すると認め該当カリキュラム終了時に認定試験を行うこととした。

4）診療録管理課程２年次編入指定校申請について

診療録管理課程２年次編入指定校申請のあった曰本医歯薬専門学校について検討を

行った結果、講師の担当科目に検討事項が見受けられること等から２年次編入校指定

を保留することとした。

5）診療録管理課程病院実習小委員会設置について

木村副委員長から病院実習の詳細なガイドラインが必要となったので検討小委員会

を設置したいとの提案がなされ木村副委員長を委員長に関係講師７名をもって病院実

習検討小委員会を設置することとした。

6）事務長養成課程同窓会設立について

第15回生を中心に同窓会設立願いが提出された事項について報告があった。通信教

育委員会として研修会等の際、講師派遣等について協力することとした。

第２回平成７年１月27曰（金）

文書審議

阪神大震災（兵庫県南部地震）に伴う診療録管理課程スクーリングについて

ア．平成７年２月16曰(木)～22日㈹の診療録管理課程スクーリングは東京・大阪・福岡地区

において予定どおり実施する。

イ．地震被災者については、延長受講料を１年間免除する。

ウ．地震被災者については、受講期間等について便宜を図るので事務局に申し出るよう指

導する。
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第３回平成７年３月16日(木)午後１時～３時日本病院会会議室

１）第４２回診療録管理課程期末試験合否判定について

平成７年２月19曰(日)東京、大阪、福岡の３会場で実施した期末試験について次のと

おり合否判定した。

受験者合格者不合格者合格率

認定試験９８名９８名０名100％

進級試験６４名６２名２名９７％

２）第４２回診療録管理士認定証授与式について

平成７年４月22曰仕)17時10分～東京：ダイヤモンドホテルにて行う。認定者累計

2,142名

３）事務長養成課程期末試験合否判定について

平成７年１月８曰、１５日東京で実施した期末試験について次のとおり合否判定し

た。

なお、期末試験の合否判定についてはカリキュラムの改正にともない、第16回生ま

では、学年制として取扱い総合的に合否判定を行った。第17回生は単位制とし課目毎

に評価し単位を認定した。

｡第16回生

受験者合格者不合格者

２年前期３０名３０名０名

※学年生として総合的に合否判定した。

｡第17回生

合格率

100％

※第17回生は単位制とし課目毎に合否判定し単位を認定した。

〔診療録管理課程小委員会〕

１．開催回数３回

２．出席者数２１名

３．協議事項

１）第１回平成６年９月22曰(木)午後１時～３時30分

－５９－

区分
病院
管理

医療
法律

医療
紛争

診療
報酬

社会
保障

病院
機能

受験者 1８ 1８ 1６ 1８ 1５ ９

合格者 1８ 1８ 1６ 1８ 1５ ９

単位認定率 100％



ア．診療録管理課程病院実習検討小委員会設置について

イ．診療録管理課程病院実習について

2）第２回平成６年10月22日(土)午後２時～４時30分

ア．診療録管理課程病院実習について

イ．病院実習実施上の問題点について

3）第３回平成６年12月15日出午後１時～５時

ア．診療録管理課程について

イ．診療録管理課程病院実習について

ウ．２年次教科書の整合性について

以上診療録管理小委員会で検討し、病院実習実施要綱（仮称）を作成することとした。

臨床予防医学委員会

、開催回数４回（常任委員会３回、人間ドック実施認定委員会１回）

．出席者数６６名（延べ出席者数）

・協議項目

１）短期人間ドックについて

①健保連との打ち合わせ会報告について

②検査項目の見直しについて

２）自動化健診について

３）福利厚生センターとの人間ドック等予防健診事業実施提携について

４）臨床予防医学委員会報告（平成６年版）について

５）人間ドック実施認定委員会開催運営について

６）第35回曰本人間ドック学会について

７）「人間ドック・健康診断におけるＣ型肝炎検査導入及び運用のガイドライン」
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７）｜人間ドック・健康診断におけるＣ型肝炎検査導入及び運用のガイドライン」の配布に

ついて

８）「健康医学」発1丁について

９）日本人間ドック学会新評議員の異動について

10）曰本人間ドック学会年会費（平成７年度）の値上げについて

11）曰本人間ドック学会会費未納者に対する事務処理について

12）健保連との料金交渉について

13）「短期人間ドック実施指定病院調査」の集計結果について

14）「人間ドック質問表」の見直しについて

15）「人間ドック並びに総合（自動化）健診実施状況報告、症例別統計調査」の見直しにつ
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いて

１６）「健康医学」の英文名について

１７）「短期人間ドック・総合（自動化）健診検査項目見直しに関する調査」結果について

１８）「短期人間ドックに関する契約書｣、「短期人間ドック実施に関する協定書」について

１９）人間ドックのＰＲについて

２０）「人間ドック実施指定病院評価判定基準（案)」作成について

２１）自動化健診認定委員会地区世話人選定について

２２）やさしい保健シリーズの追加発刊の名称について

２３）日本人間ドック学会新評議員の委嘱について

4．総評

本年度の当委員会活動は、予防医学に対する会員各位の関心の高まりとともに、検討する事

項も山積みとなり非常に多忙をきわめた１年であった。

曰病と健保連で契約のうえ実施している短期人間ドック（１泊２日）については、曰病・健

保連双方からなる委員が構成メンバーの特別委員会を設置して、前年度からの懸案事項である

検査項目の見直し、実施料金算定基準の作成等について協議・交渉を行った。

検査項目の見直しについては、男女別料金の設定が可能なように検査項目を整理するととも

に、時代の要請を受けてＨＣＶ抗体検査を実施項目とすることで、曰病・健保連双方が改訂を

合意した。

しかしながら、実施料金については、短期人間ドック事業に対する曰病・健保連双方の見解

の相違が、料金算定基準の隔たりに反映され、双方歩み寄りができなかった。

結局、平成７年度については、平成６年度と同様の検査項目で、実施料金は「62,000円を標

準料金とする」という契約で妥結した。

健保連と短期人間ドックについて検討をすすめるなかで、健保連側から一定期間ごとに既指

定病院との契約の見直しをはかり、質の良い病院と今後とも継続して再契約する方式にあらた

めたい旨の提案がなされた。当委員会及び役員会での協議を経て、「短期人間ドックに関する

契約書」第４条、「短期人間ドック実施に関する協定書」第９条を改訂して、３年ごとに曰病

と健保連双方で指定の見直しを諮る場を設け、再契約することとなり、周知をはかることになっ

た。

今回、「契約書」「協定書」を改訂したことにより、当委員会として再指定の内規を整備する

とともに、新たな普遍的、合理的判定基準に基づいた人間ドック実施指定病院評価判定基準を

早急に作成することになり、面接・指導、精度管理、フォロアップ等細部事項の取り扱い方を

具体的に詰めていくことになった。

医療機関だけではなく、ドック受診者に対する啓蒙活動の一環として、「やさしい保健シリー
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ズ」の第１回シリーズ（９冊）が好評のうち発刊して久しいが、今年度は第２回シリーズ（全

６冊）の刊行を始め、そのうち「栄養・運動のはなし」「痛風のはなし」計２冊を発刊し、来

年度以降も随時発刊する予定である。本シリーズが健診部門の医師をはじめとした医療従事者

及び健診受診者にも簡易な実務書として定着するよう、今後なお一層努めたい。

11．社会保険・老人保健委員会

１．開催回数６回

２．出席者数４３名

３．協議項目１）診療報酬改定要望について

２）厚生省保険局医療課との意見交換について

３）診療報酬改定説明会の開催について

４．総評

平成６年度は４月と10月、２回に分けて診療報酬が改定された。診療報酬改定要望を提出す

る為、医療経済（税制）委員会と合同で、２回開催し、また、厚生省保険局医療課と２回意見

交換を行った。

今後も継続して意見交換を行い、次回の診療報酬改定に向け、議論していくことになった。

12．医療経済（税制）委員会

１．開催回数７回

２．出席者数５９名

３．協議項目１）消費税について

２）固定資産税について

３）診療報酬改定について

４．総評

消費税については、今後の病院経営の根幹にかかわる問題として捉え、日本私立医科大学協

会とも共同歩調をとり、要望書を各省大臣、国会議員、日本医師会等へ提出した。また、消費

税の専門委員会も開催し、ニュース等にも意見を掲載した。

診療報酬改定については、社会保険・老人保健委員会と合同会議を開催し、改定要望を作成

した。

13．国際委員会

１．開催回数

２．出席人数

９回

33名（のべ人数）
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3．協議項目

１）中国医療視察ツアー（高橋勝三、５月３日出発）申込者21名で無事開催

２）カナダ医療視察旅行（高橋淑郎、６月25曰出発）申込者18名で開催を予定している

３）国際協力事業団（ジャイカ）によるベトナム現地での医療・技術調査に同行した高橋淑

郎委員の報告

４）講演「先進諸国の医師数に関する政策一米独英３ケ国における現状とその方向」紀伊國

献三副委員長

５）アジア病院連盟（ＡＨＦ）の組織拡大について

６）講演「フランスの医療保険について」藤井良治千葉大学教授

７）アーネ・ビョンベルグ北スウェーデン総合大学病院事務長（10／１１，１２，１３の３日間）

が都内の病院見学

８）国際病院連盟（ＩＨＦ）汎地域会議時のホスピタルビジットヘの協力について

９）1995年５月23曰から始まるブダペストで開催される第30回国際病院学会参加を含むツアー

企画について

１０）第14次大韓病院協会医療保険研修（12月５日から10日の７日間）結果報告

曰病での医事研究会との研修、日立医療・病院管理研究所での研修会など）

１１）７年度秋、大韓民国の病院視察をする計画

１２）今後の委員会のあり方と委員構成について

4．総評

今後も、更なる内容の充実をしていきたい。

14．組織委員会

１．開催回数４回

２．出席者数２３名（延べ人数）

３．協議項目(1)新入退会員の状況報告

(2)会員病院の職員数調査について

(3)「入会のすすめ」制作について

(4)退会慰留と事後処理について

(5)中小病院の勧誘について

(6)今後の組織拡大について

４．総評

組織強化について協議した。今年も第３回目の会員病院による職員数調査を行い、約５割の

回答をいただいた。退会慰留については、各地域の役員の先生方に慰留の依頼を行って退会を
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撤回する病院もあり、成果をあげている。また、今年度は、国立大学病院の入会もあり、全国

で病院が減っている中、会員数は年々増えている。新年度も曰病会員の増強のため、委員会活

動を強化していく方針である。

学術委員会

1．開催回数１０回

2．出席者数延べ93名、１回平均９名

3．協議項目１）曰本病院会雑誌’９４６月号～’９５５月号の編集について

２）日本病院会雑誌’９４７月号～’９５６月号の企画について

３）英文誌「JapanHospitals」Nol3の編集及び刊行について

4．「日本病院会雑誌」平成６年度（'９４４月号～'９５３月号）

主要掲載記事

（４月号）160ページ

グラフ：||頂天堂大学医学部附属順天堂医院

巻頭言：「医の心」のこもった改革を（福井順）

記事：講演専門看護婦の導入一総論、各論一（鈴木文江、藤枝知子）

環境変化が病院組織の革新を要請する（小山秀夫）

（５月号）148ページ

グラフ：北九州市立医療センター

巻頭言：医療革命とは（廣田耕三）

記事：情報管理による病院運営論（香月武人）

パネルディスカッション看護婦の勤務体制と適正人員配置

（６月号）144ページ

グラフ：聖テレジア病院

巻頭言：忘れられた「事務の簡素化」（村田寿太郎）

記事：講演医薬品の適正使用と病院薬剤師の役割（矢野朝水）

中国の医療事情（李亜範）

（７月号）152ページ

グラフ：初富保健病院

巻頭言：病院存続の条件（中山耕作）

記事：医療におけるこれからの食事のあり方（新村明）

シンポジウム病院経営の立場からみた医薬品の適正管理について

1５．
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(８月号）164ページ

グラフ：あそか病院

巻頭言：第20回日本診療録管理学会を開催するにあたって（大村一郎）

記事：鎗夏随筆６０編

(９月号）156ページ

グラフ：荻窪病院

巻頭言：第44回曰本病院学会に多数の方々の参加を望む（諸橋芳夫）

記事：講演今後の中小病院の方向（小山秀夫）

シンポジウム病診連携開放型病棟の諸問題

(10月号）188ページ

グラフ：成田赤十字病院

巻頭言：第35回日本人間ドック学会開催にあたり（笹森典雄）

記事：講演医療の質と放射線診療（高島力）

シンポジウム放射線診療の中央化に関する諸問題

(11月号）172ページ

グラフ：曰中医学交流旅行

巻頭言：病院の類型化と住民の要望～選択は指導者の決断にあり～（登内真）

記事：日中医学交流旅行に参加して

(12月号）152ページ

グラフ：高槻病院

巻頭言：恥と誇り（河北博文）

記事：講演病院経営と今後の見通し（中山耕作）

先進諸国の医師数に関する政策（紀伊國献三）

（１月号）188ページ

グラフ：井上記念病院

巻頭言：年頭所感一医療改革の時代を迎えて（諸橋芳夫）

記事：講演これからの病院（水野肇）

シンポジウム医療費改定の影響（シュミレーション）

（２月号）164ページ

グラフ：第44回日本病院学会

巻頭言：創造と想像（西村昭男）

記事：移り変わりゆく医療医学の中での課題～人生に有終の美をそえるために

重明）～

(日野原
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現代の忘れ物（渡辺和子）

（３月号）172ページ

グラフ：1994年国際病院連盟汎地域会議

巻頭言：公立病院の赤字経営（小山田惠）

記事：講演豊かな国の課題（RobertJMaxwell）

シンポジウムあなたの明曰を誰が看る

５．総評

（１）日本病院会雑誌

ア．第44回日本病院学会、1994年国際病院連盟汎地域会議等の関係で、セミナー、研究会が

少なかったこともあり１冊平均165ページと、前年よりややページ数が減少した。

イ．連載中の「病院の年輪」（平成７年３月号で15回）は読者の関心も高く今後も継続して

いきたい。

ウ．蛸夏随筆の寄稿は60編でほぼ例年なみであった。

（２）英文誌

JapanHospitalsNol3は、１２編98ページで例年なみに発刊できた。

16．広報委員会

１．開催回数と出席者数（のべ人数）

①委員会５回（20人）

②座談会４回（通常号２回20人、500号記念誌２回10人）

２．協議事項

(1)委員会

①曰病ニュースの企画・編集について

常任理事の持ち回りによる論評、解説として「フォーカス」欄を創設、２５曰号を原則に

今年度は５回掲載した。紙面構成はその都度検討した。

②曰病ニュース500号記念誌の企画、編集

平成７年５月下旬の発行をめざして、１１月の第３回会合から準備に入る。前回の300号

記念誌（昭和61年発行。Ｂ５約300ページ）から約９年を経過。この間の医療界の動向と

曰病の活動を多彩な企画で跡付ける目的で、目下準備を重ねている。

(2)座談会

①「病院機能評価の潮流と課題」と題し、大道久日本大学医学部医療管理学教授、郡司篤晃

東京大学医学部保健管理学教授、伊賀六一東京都済生会中央病院長、飯田修平練馬総合病

院長、河北博文曰病副会長（司会）らによる座談会を487号（10月15日）に掲載。全体像

把握に熱論を展開した。
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②恒例の新春座談会として「病院医療の将来像」を企画。出席者は多田宏厚生省事務次官を

始め、諸橋芳夫会長、佐藤真杉佐藤病院長、高木安雄社会保障研究所調査部長、廣田耕三

広報委員長（司会）らによった。機能類別の時代を迎えて病院の進路選択のよすがを探っ

た。

③曰病ニュース500号記念誌への収録のため２回に分け実施。「曰本の医療の将来を問う」を

総合テーマに掲げ、第１部の「病院医療への提言」では、水巻中正読売新聞社解説部次長、

渡辺俊介日本経済新聞社論説委員、高木安雄広報委員、名原剛同委員、行天良雄元ＮＨＫ

解説委員（司会）の５人で実施。受療者から見た病院医療の問題点と望ましいあり方など

を話し合った。

また、第２部は同じく行天氏の司会で第１部の提言を踏まえて「日本病院会の進路を考

える」と題し、医療提供側の考えと曰病の今後の役割などを述べ合った。出席者は諸橋芳

夫曰病会長のほか岸口繁広報副委員長、飯田修平曰病医療経済（税制）委員、麻田ミウ子

麻田総合病院理事長（会員）によった。

3．総評

(1)曰病ニュースの発行

平成６年度は第476号（４月10日）～496号（３月25日）の計21回の発行となった。４ペー

ジ建て14回、８ページ建て６回、１２ページ建て１回と例年に比べ特集組みが増えた。

診療報酬改定が４月１曰及び10月１曰に２段構えで実施されたが、前者は「質疑応答100

問集」を４月10日号に、後者も「同80問集」を９月25曰に各々掲載し、疑問箇所の手引きと

した。また、１０月の改定で付添看護・介護の廃止に伴う新看護体系及び新看護補助体系が導

入されたが、人員配置と点数配分の採算性を干葉兼三社会保険・老人保健委員が分析した

「新看護体系を検証する」を８月10日号～９月25日号に３回に分け連載し、補助者の採用が

増えるごとに収支が悪化するとの試算例を紹介した。

１０月上旬に第44回日本病院学会及びわが国で初の９４ＩＨＦ汎地域会議が横浜市で曰をおか

ず開催されたが、とりわけ後者の事前ＰＲには力を入れ、医療が今日、国際的な視野を抜き

には語れない時代に突入した点を中心に、同会議への関心を呼びかけた。消費税の不転嫁に

よる「損税」問題の解消について、還付を伴うゼロ．パーセント税率方式の導入若しくは診

療報酬の中に消費税を明確な形で位置付ける必要を、キャンペーンを組みアピールした。

17．企画・規程検討委員会

１．開催回数３回（小委員会含む）

２．出席者数１９名（延べ人数）

３．協議事項１）当会事業と組織のあり方、定款改正について
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4．総評

前年度の委員会経緯、検討事項について再度確認をし、本年度の委員会方針を検討した。

前年度は、曰病の事業と組織のあり方を中心として協議、検討をし、１０月には委員会として

の中間報告を役員会に提出した。

提出した中間報告書には、定款第３条の「目的」の改正にも触れており、本年度は定款改正

を踏まえて「目的」を中心に検討を図ることとなった。

そのため、小委員会を設置し「目的」の成文化を図るため昨年10月の中間報告中の「目的」

と委員から新たに提出された「目的（案）」を基に協議、検討した結果、成文化を河北副会長

に一任し、「目的」の成文化をこの会は、日本の病院およびその付帯する事業を行う会員の一

致協力により、それらの事業のサービスの質の向上と事業の継続性を確保し、地域医療の充実

を図り、社会福祉増進に寄与することを目的とする。としたが、定款改正の関連からある程度

時間をかけて引き続き検討することとした。

18．中小病院委員会

１．開催回数３回

２．出席者数１５名（延べ人員）

３．協議項目１）東京都福祉局社会保険指導部保険医療課の診療報酬改定事務説明会の内容

と対応

２）中小病院の生きる道の具体的方策

３）中小病院において病院機能評価は必要であるか

４）病院経営について

の「中小病院の生きる道」（仮）シンポジウムの開催について

６）付添看護の実際に関する調査について

４．総評

中小病院のかかえている様々な問題について議論を行っているが、来年度は「病院機能評価」

について中小病院としての考えをまとめることとして終了した。

〔部会〕

１．看護教育施設部会

１．開催回数１回

２．出席者数７名

３．協議項目１）平成６年看護学校運営に関するアンケート調査について

２）全体会議の運営方法について
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全体会議

１．開催回数１回

２．出席者数６２名（55施設）

３．協議項目１）平成５年看護学校運営に関する緊急調査報告について

２）厚生省健康政策局看護課田村やよひ課長補佐による講演

「最近の看護情勢と看護学校運営について」

３）今後の部会活動のあり方について

４．総評

看護学校運営に関する調査結果より、学校運営に対して、更なる国庫補助の増額が必要との

意見で一致し、また看護課の田村課長補佐の率直な話し方にも好感が持たれ、各施設の出席者、

委員との交流もあり、問題は山積しているが、和やかな全体会議であった。

2．私的病院部会

１．開催回数４回

２．出席者数２８名（延べ人数）

３．協議項目１）医療法人制度の検討について

２）消費税について

３）持分のない医療法人について

４）病院評価機構の設立について

５）非常勤医師の常勤換算について

４．総評

本年度は、厚生省で行われている「医療法人制度検討会」に、本会の意見（とりわけ、持分

のない医療法人について）を反映させるべく、検討を重ねた。

3．老人保健施設部会

本年度は委員会としての開催はなく、基礎資料の収集を行った。

4．エイズ対策本部

１．開催回数１回

２．出席者数１２名

３．協議項目

１）平成５年度厚生省エイズ対策研究推進事業「エイズ診療拠点病院の整備に関する研究」

報告書について
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2）本年度ＳＡＣ委員会（高柳和江委員長）事業計画

①ＳＡＣワークショップを11／24,25と２／９，１０の２回開催する

②成田国際空港で配布するエイズ予防パンフレット作成を企画し、厚生省に要望する

③医療従事者向けエイズ診療ビデオの製作

④エイズ診療視察ツアーの企画

⑤テレビ、セミナー等への出演

⑥曰本病院学会時、１０月５曰早朝にヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル

「ウエスト」にて診療拠点中核病院構想についての朝食会議（全国より50名出席）

ストップ・エイズ・キャンペーン企画委員会

１．開催回数９回

２．出席者数５９名（のべ人数）

３．協議項目

１）医療従事者にストップ・エイズ・キャンペーンを実施するため実際の診療をサポートす

るビデオ「マニュアルにはないＨＩＶ感染防止の実践そこが知りたいＡＩＤＳ診療」

を作成することについて

２）成田国際空港で配布するエイズ防止パンフレットの企画

３）８月12曰に開催される国際エイズ会議サテライトシンポジウムで「ワークショップ・オ

ン・エイズ・ヘルス・ケア・プロバイダー」の実施ＹｏＲＩＴＡＲＯＩＮＡＤＡ氏（米・コ

ロンビア大学付属セントルカ・ルーズベルト病院）とＩＲＥＮＥＧＯＬＤＳＴＯＮＥ氏（カナ

ダ・聖ポール病院エイズ予防と治療委員会担当看護婦）（参加者約600名）

４）１１／2-12に開催する米国エイズ診療視察ツアーについて（マサチューセッツ総合病院、

サンフランシスコ総合病院、ケア・マーク社など）

５）「エイズ・エデュケーター・セミナー」企画について

６）１１／24,25、第２回ストップ・エイズ・キャンペーン・ワークショップ（参加者27名）

について

７）２／９，１０、第３回ストップ・エイズ・キャンペーン・ワークショップ（参加者43名）

について

８）来年度のストップ・エイズ・キャンペーン・ワークショップは９月上旬と２月初旬に２

回開催予定

４．総評

活動面においては少年期であるためあれこれとチャレンジしているが、ここにきて何をする

ことがよいのか焦点がしぼれてきた。
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今後も精力的に前進していきたい。

〔特別委員会〕

１．病院情報センター委員会

１．開催回数４回

２．出席者数３１名（延べ人数）

３．協議項目１）病院情報センター今後の運営について

２）ホスピタルショウ開催時のセミナーについて

３）医療衛星チャネルについて

４）「総合的病院情報システムのガイドライン」標準化仕様の今後について

５）レセプト電算処理システムについて

４．総評

昨年度完成した、「総合的病院情報システムのダイドライン」策定標準機能仕様（経過報告）

にもとづいて、ホスピタルショウ開催時にセミナーを開催し、各立場からの意見を求めた。今

後は標準化仕様の具体化を促進して行く予定である。

2．国際モダンホスピタルショウ委員会

’94国際モダンホスピタルショウ企画委員会（第２回）

曰時：平成６年４月21日(木)１８：００－２０：００

会場：㈱曰本経営協会７階会議室

議題：①'94国際モダンホスピタルショウ出展申込状況報告

②'94国際モダンホスピタルショウ企画展示について

③ホスピタルショウ付帯セミナーの実施について

④その他ホスピタルショウに関する事項について

⑤来年のホスピタルショウについて

出席者：三宅浩之委員長以下７名

’94国際モダンホスピタルショウ企画展示ワーキンググルーフ。打合せ（第４回）

日時：平成６年４月26曰(火)１８：００～２０：００

会場：拙曰本経営協会７階Ａ会議室

議題：①特別企画展示コーナーの展示展開について

②フロアレイアウトについて

③パネルについて
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出席者：鷹野昭士リーダー以下８名

’95国際モダンホスピタルショウ企画委員会（第１回）

日時：平成６年10月11日(火)１８：００～２０：１０

会場：仙曰本経営協会７階会議室

議題：①'94国際モダンホスピタルショウの報告

②'95国際モダンホスピタルショウの開催について

③'95国際モダンホスピタルショウの企画事業について

④'95国際モダンホスピタルショウの開催説明会・新春講演会について

⑤'95国際モダンホスピタルショウの開催スケジュールその他

出席者：三宅浩之委員長以下９名

’95国際モダンホスピタルショウホームケア部会（第１回）

曰時：平成６年10月21日(金)１８：００～２０：３０

会場：紬日本経営協会７階Ａ会議室

議題：①事務局挨拶

②委嘱状交付

③部会長選出

④部会長挨拶

⑤'94国際モダンホスピタルショウの報告

⑥'95国際モダンホスピタルショウの開催について

⑦'95国際モダンホスピタルショウ企画事業について

⑧'95国際モダンホスピタルショウ開催説明会．新春講演会について

⑨'94国際モグンホスピタルショウについての感想

⑩'95国際モダンホスピタルショウについて

⑪'95国際モダンホスピタルショウ付帯展示（ホームケア部会分）に

出席者：鷹野昭士部会長以下12名

について

’95国際モダンホスピタルシヨウ医療機器部会（第１回）

日時：平成６年10月25曰(火)１８：００～２０：００

会場：⑪日本経営協会７階Ａ会議室

議題：①事務局挨拶

②委嘱状交付
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③部会長選出

④部会長挨拶

⑤'94国際モダンホスピタルショウの報告

⑥'95国際モダンホスピタルショウの開催について

⑦'95国際モダンホスピタルショウ企画事業について

⑧'95国際モダンホスピタルショウ開催説明会・新春講演会について

⑨医療機器部会の名称変更について

⑩'95国際モダンホスピタルショウ付帯展示．テーマ(環境設備・機ｌ

出席者：大道久部会長以下９名

テーマ(環境設備・機器部会分）について

’95国際モダンホスピタルショウ医療情報部会（第１回）

曰時：平成６年10月28曰(金)１８：００～２０：００

会場：㈱曰本経営協会７階Ａ会議室

議題：①事務局挨拶

②委嘱状交付

③部会長選出

④部会長挨拶

⑤'94国際モダンホスピタルショウの結果報告について

⑥'95国際モダンホスピタルショウの開催について

⑦'95国際モダンホスピタルショウの企画事業について

⑧'95国際モダンホスピタルショウの開催説明会・新春講演会について

⑨'94国際モダンホスピタルショウ企画展示についての感想

⑩'95国際モダンホスピタルショウ付帯展示について

出席者：里村洋一部会長以下９名

’95国際モダンホスピタルショウ諮問会議

日時：平成６年11月８曰(火)１８：００～２０：２０

会場：東京・八重洲ルビーホール

課題：①主催者挨拶

②委嘱状交付

③議長挨拶

④'94国際モダンホスピタルショウ結果報告について

⑤'95国際モダンホスピタルショウ開催について

⑥'95国際モダンホスピタルショウ企画事業について
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出席者：内田卿子以下16名

’95国際モダンホスピタルシヨウホームケア部会（第２回）

曰時：平成６年11月28曰(月)１８：００～２０：３０

会場：㈱曰本経営協会７階Ａ会議室

議題：①事務局挨拶

②部会長挨拶

③付帯展示について

④付帯展示テーマについて

出席者：鷹野昭士会長以下10名

’95国際モダンホスピタルシヨウ医療情報部会（第２回）

日時：平成６年11月29曰(火)１８：００～２０：００

会場：細日本経営協会７階Ａ会議室

議題：①医療情報部会の付帯展示について

②付帯展示のテーマについて

出席者：里村洋一部会長以下10名

’95国際モダンホスピタルショウ環境設備・機器部会（第２回）

曰時：平成６年12月５日(月)１８：００～２０：００

会場：㈱日本経営協会７階Ａ会議室

議題：①部会長挨拶

②前回よりの進捗について

③強酸性水について

④付帯展示について

⑤トピックスコーナーについて

⑥'95国際モダンホスピタルショウガイド特集記事にっ（

出席者：大道久部会長以下10名

ﾄﾞ特集記事について

’95国際モダンホスピタルシヨウ企画委員会（第２回）

曰時：平成６年12月８曰(木)１８：００～２０：１０

会場：㈱日本経営協会７階会議室

議題：①委員会・部会開催報告
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②'95国際モダンホスピタルショウの付帯展示について

③'95国際モダンホスピタルショウのガイドについて

④'95国際モダンホスピタルショウの付帯セミナーについて

⑤'95国際モダンホスピタルショウのポスターについて

⑥開催概要について

⑦今後のスケジュールと次回開催について

３－１．１９９４年国際病院連盟汎地域会議組織委員会

１．開催回数２回

２．出席者数１８名（のべ人数）

３．協議項目１）招へい及び旅費等について

２）感謝状について

３）ジャパンタイムズ掲載について

４）諸事項の再確認について

３－２．９４年国際病院連盟汎地域会議学術委員会

１．開催回数５回

２．出席者数１８名（延べ人数）

３．協議項目１）プログラムの決定について

２）演題の採用決定について

３）座長の決定について

４）基調講演者等の決定について

の公開シンポジストの決定について

３－３．１９９４年国際病院連盟汎地域会議運営委員会

１．開催回数３回（他委員会との合同会議含む）

２．出席者数３３名（のべ人数）

３．協議項目１）現在の参加登録申込み及びアラ１）現在の参加登録申込み及びアブストラクト申込み状況の報告

２）参加促進運動について

３）当曰配布資料について

4）スカラーシッフ・報告

５）運営方法の最終確認
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Fの他〕

・平成６年度厚生省エイズ対策研究推進事業「エイズの医療体制に関する研究」（主任研究者＝

南谷幹夫）

「エイズ診療拠点病院のネットワーク作りに関する研究」

分担研究者南谷幹夫（杏林大学医学部客員教授）

〔そ

１．

｢エイズ診療拠点病院の整備に関する研究」

分担研究者河北博文（㈱日本病院会副会長）

｢歯科医療におけるエイズ対策に関する研究」

分担研究者須田英明（東京医科歯科大学歯学部歯学保存学第三講座教授）

注：広島でのＨＩＶ歯科診療ネットワークづくりのほか横浜市での歯科診療のモデル実施に関

する研究をおこなう

｢看護における院内感染予防に関する研究」

分担研究者木村哲（東京大学医科学研究所助教授）

｢エイズ医療情報の収集・提供に関する研究」

分担研究者桜井賢樹（国立国際医療センターＡＩＤＳ医療情報室長）

注：河北氏と合同で医療従事者向け情報提供サービス（ウォームライン）の開設に向けたデー

タベースづくり及びそのモデル実施をおこなう

｢ＨＩＶカウンセリング体制の構築に関する研究」

分担研究者山形操六（1M)エイズ予防財団）

注：①カウンセリンググループの取りまとめ

②電話カウンセリングの手法に関する研究

③陽性者対応に関する研究

④ビアカウンセリングの手法に関する研究

｢抗体検査・告知前後におけるカウンセリング技法に関する研究」

分担研究者守屋裕文（都立広尾病院精神科部長）
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｢ＨＩＶカウンセリングの日米比較の研究」

分担研究者小杉正太郎（早稲田大学文学部教授）

｢ＨＩＶ感染者に対する社会的・心理的支援に関する研究」

分担研究者卜部文麿（バイオサナトロジー学会常任理事）

｢医療・保健施設におけるカウンセリングシステムの確立に関する研究」

分担研究者稲垣稔（国立小児病院小児医療センター共同利用室長）

｢ＨＩＶカウンセリングにおけるソーシャルワーカーの役割に関する研究」

分担研究者笠原嘉（藤田保健衛生大学教授）

｢ＨＩＶカウンセリング研修法に関する研究」

分担研究者宮崎昭（筑波大学付属桐が丘養護学校教諭）

｢感染者支援組織への関わり方に関する研究」

分担研究者児玉憲一（広島大学保健管理センター助教授）

９月30曰、ホテル国際観光

３月10日、日本病院会

第１回全体班会議

第２回全体班会議

平成６年度厚生省エイズ対策研究推進事業「エイズの医療体制に関する研究」のうち「エイズ診

療拠点病院の整備に関する研究」（分担研究者＝河北博文）

１．開催回数２回

２．出席者数２８名（のべ人数）

３．協議項目‘

１）昨年度の当研究報告書まとめと研究費について

２）今年度10月における第２回エイズ診療調査について

３）ウォームラインについて

４）千葉県（旭中央)、茨城県（上浦協同)、東京都（河北総合）と兵庫県（尼崎市医師会）

の４県での診療モデル事業について

５）サックワークショップについて
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ウォームライン企画委員会（河北分担研究者と桜井分担研究者の合同作業）

１．開催回数８回

２．出席者数２９名（のべ人数）

３．協議事項

１）今年度の厚生省エイズ対策研究推進事業「エイズの医療体制に関する研究」における分

担研究での医療従事者向け情報ネットワーク、ウォームライン構想について分担研究者

である桜井賢樹氏と河北博文氏が共同することの確認

２）人事について

３）システムについて

４）第１回相談窓口者（アドバイザー）対象の研修会（１月７日)、第２回研修会（２月６

曰)、第３回研修会（２月28曰、３月１日、１泊２曰）実施について

５）３月６日ウォームライン・オープニングについて

2．平成６年度厚生科学研究事業「病院機能評価結果と病院経営収支との関係に関する研究」会議

１．開催回数１回

２．出席者数７名

３．協議項目１）病院機能評価結果と病院経営収支との関係に関する研究について

４．総評

「病院医療の質に関する研究会」により既に行われている22病院のサーベイのデータに加え、

それ以外の研究会に属している病院のデータを収集、公的データと併せて解析を行った。
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第４広報

1．曰本病院会ニュースの発行

<号数〉〈発行曰〉

476号４月10曰

く主な記事内容〉

1）諸橋会長・診療報酬改定幅に不満表明予算総会で所信要求目標との差

甚大人件費増に別枠の措置をと

２）曰病の平成６年予算総額９億７千万円に前年対比6.3％の増加

３）主潮「病院長の指導力に期待く他を知ることが自己を知る第一歩〉」

４）医療人の声「個別対応食か、選択メニューか」（住田佳寿子さん）

５）３．２６曰本病院会代議員会、総会における会長挨拶の要旨

６）中小病院コーナー「医療の原点は何か」（匿名）

７）（付録）診療報酬改定に伴う質疑応答100問集

1）診療録管理士養成「標準化」に道曰病の通信教育教育課程を体系化

２２年の実績基に実施要綱制定と現場の実務経験者が創案科目別教授内

容

2）診療報酬改定影響率調査１０月以降実施の方向で

3）５年度日病の活動報告

4）河北副会長ら曰病のエイズ対策を説明連立与党ＨＩＶワーキングチー

ムへ

5）エイズ診療へ意欲示す曰病会員第１回ＳＡＣ・ＷＳレポート

６）中小病院コーナー「インフォームド・チヨイスと病院ＰＲの重要性」（廣

田耕三氏）

477号４月25日

1）診療報酬改定幅経営安定化の原資には期待簿（理事会論議）人権費増

で吸収病院の医療水準への認識希薄と

2）病団連が初の総会開く「人件費相当分を毎年引き上げよ」中医協への直

接参画を主張

3）主潮「病院の医薬分業を考える」

4）ＳＡＣ・ロゴマークが決定会長賞に茨城・平間さん

5）医療人の声「診療報酬改正と医療人たること」（鈴木勝治氏）

6）中小病院コーナー「新しい病院の定義」（下問幸雄氏）

478号５月10曰
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7）診療録管理士77人を登録（曰病通教）第40回認定者加え２千人目前に

１）巻後業務改善のマニュアル・ビデオが完成（厚生省委託事業）職性活か

す環境へとモデル病院の事例、豊富に収録検討会設け１年がかりの労作

２）全病団連が要望書診療報酬引き上げ等５項目を

３）曰病病院幹部医会が会員大募集施設運営・管理の手法習得を

４）各地のたより支部活動に弾み（東京）上水道料金の減免獲得

５）医療人の声「病院人としての……」（吉崎悦子さん）

６）中小病院コーナー「鉄は熱いうちに打て」（須藤祐司氏）

７）国際コーナー「心暖まる歓迎」中国視察旅行を終えて（高橋勝三氏）

479号５月25曰

1）医療費の配分周辺産業の「１人勝ち」を問題視！（諸橋会長が言及）

５年度所得の上位50社、病院と対極放置すれば医療の質に影響と

2）曰病決算繰越総額４億6,200万円に財政状況は僅かに好転

3）主潮「基本的な合意」

４）特定保険医療材料質疑応答集

５）中小病院コーナー「病気が軽かったり、疾病がないとふくれっ面をする医

師は淘汰される」（岡田玲一郎氏）

480号６月10日

1）９４ホスピタルショウへ行こう１７月７～９曰、東京・池袋で開催

2）消費税問題不転嫁分が病院負担税調等へ要望書

3）曰病看護教育施設部会１０月の新制度、養成に影響も

4）フォーカス「消費税と病院」（小山田恵氏）

5）「質の評価は時代の要請」（曰病総会講演）岩崎氏が病院経営に提言

6）医療人の声「義理と人情」（杉尾敏憲氏）

7）読者の窓「『病院、冬の時代」こそわれら燃焼を」（熊谷佳代さん）

8）中小病院コーナー「看護からの発言」（大久保和恵さん）

481号６月25日

1）中医協諮問・答申診療報酬10月改定分が確定全体上げ幅1.5％看護・

給食・在宅部門を見直し「食事の質」現場は疑問視中医協諮問・答申

の概要（付録）

2）理事会消費税問題を本格協議「損税」解消に「ゼロ税率」堅持と

3）主潮「飽きられない病院」

482号７月10日
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４）米国医療の現状廣瀬氏が理事会講演

５）社会保険診療報酬改定の要望

６）中小病院コーナー「在宅医療・訪問看護に真剣に取り組もう」（廣田耕三

氏）

７）織本氏の叙勲を祝う中小病院対策に永年尽力

l）期待される９４ＩＨＦ汎地域会議１０月６～８日横浜市でわが国初の開催

「会議の歴史と参加のお誘い」（牧野永城）

2）５年度厚生科学研究事業エイズ診療のあり方を報告「拠点病院」の研

究の困難さ

3）フォーカス「保健・医療・福祉連携」（伊賀六一氏）

4）９４国際モダンホスピタルショウ盛況に

5）医療人の声「治験薬の査察について」（八木下将也氏）

6）中小病院コーナー「素直になって」（中澤明子さん）

483号７月25日

1）病院長セミナー「経営難」克服に真夏の研修病院の方向を展望（水野

肇氏）シンポ「医療費改定の影響｣、誘導・再編のシフト徐々に進行

「これからの診療報酬と医業経営」（小田清一氏）シンポ「看護業務の改

善｣、職務のあり方理想と現実に開き

2）「新看護体系を検証する」新連載第１回（千葉兼三氏）

3）第44回日本病院学会の詳細確定１０月４．５日、横浜市で開催

4）主潮「理念と政策く日本病院会の指導性＞」

5）回顧と展望、新時代を迎えて第20回診療録管理学会９月８．９日、呉

市で開催

6）中小病院コーナー「進路選択が生きる病院体質の整備」（下問幸雄氏）

484号８月10日

1）人間ドック、多様化の時代迎えて実際に役立つ楽しい学会に（笹森典雄

学会長）

2）厚生省の第三者評価機関設置構想に疑問（常任理事会）医療側主導を反

古に

3）国際エイズ会議に呼応曰病ＳＡＣも報告会開く

4）「新看護体系を検証する」連載第２回

５）中小病院コーナー「看護の基本へ戻る」（須藤祐司氏）

485号９月10日
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6）全病団連が政府へ要望平成７年度予算に関する要望消費税に関する要

望

1）診療録管理学会20年の「あかし」呉市で盛況、将来に弾みシンポ「学

会創立20年のまとめ｣、診療録管理の過去・現在．未来初の現況調査の

第１弾（1,422病院集計）スペース確保が悩み（木村氏が発表）会長講

演「戦争中の診療録｣、生涯カルテのひな型と

２）第三者評価の自主機関構想「質研」支援で合意（常任理事会）

３）食事定額負担患者向けポスターを作成

４）ゼロ税率課税実現の方策を協議

５）中小病院コーナー「医療の原点は何かPartⅡ」（匿名）

６）「診療報酬改定に伴う質疑応答80問集」（付録）

486号９月25曰

1）座談会「病院機能評価の潮流と課題」全体像把握に熱論展開判定結果

の使途は難題含む「水準」の解釈（大道久、郡司篤晃、伊賀六一、飯田

修平の４氏と司会は河北博文氏）

2）わが国で初の９４ＩＨＦ汎地域会議を開催

3）第44回日本病院学会に延べ６千人が参加

4）スプリンクラー設置に伴う質疑応答集（第１回）曰病防災対策部会の監

修

５）医療人の声「もう一度世間に耳を傾けようく曰病の国民意識調査から＞」

（鈴木勝治氏）

6）国際コーナー「中華民国医院行政協会年次総会に出席して」（高橋勝三氏）

7）中小病院コーナー「動物病院に負けたら人類社会から見離される」（岡田

玲一郎氏）

487号１０月15曰

1）ＩＨＦ汎地域会議「費用対効果」に知恵出し合う「国際協力の時代到

来」印象強く学会長講演、各国の参加者前に日本の療養環境を問題視

ＰＳ４「医療における公的・私的部門のディベート」、各国の医療政策の

現状を報告公開シンポ「あなたの明曰を誰が看る｣、介護者不足の時代

の処方菱探る特別講演「見えない機械・生体を測る」（藤正巌氏）基

調講演(1)「豊かな国の課題・医療資源の適正かつ公正な利用」（ＲＪＭ‐

axwell）基調講演(2)「健康に老いるには－西太平洋における新しい試

488号１１月１日
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み」（Ｓ・Ｔ・Han）ミナトヨコハマ華やぐ

2）第44回日本病院学会シンポ(1)「病院の危機的現状にいかに対応するか｣、

物・心のリストラ迎えた病院界シンポ(2)「医療と看護、その質をどう評

価するか｣、院長の意識＝資金不足の状態で手つかず、安井氏が調査結果

を報告公開シンポの３氏、「人生に有終の美を」（曰野原重明氏）「これ

からの医療文化」（木村尚三郎氏）「現代の忘れ物」（渡辺和子さん）一

般演題の区分に「中小病院」を新設、佐藤さんら４人が発表

3）常任理事会第三者機能評価事業中小病院の視点で論議フォーカス

「曰病は公・私共存の基盤作れ」（北村行彦氏）

4）７年度税制に関する要望書

5）中小病院コーナー「医療の体質改善は新しい感性で」（大久保和恵さん）

1）曰病臨床予防医学委報告「健康の番人」担い10年の歳月第35回人間ドッ

ク学会で回顧第35回曰本人間ドック学会盛況に一般演題、参加者数と

もに過去有数

2）主潮「自らが変化すること」

3）曰病消費税専門委員会が始動「損税」解消策のとりまとめに

4）医療人の声「中小病院と病院機能評価」（川合弘毅氏）

5）フォーカス「非常勤看護職員の常勤換算についての矛盾」（伊藤研氏）

6）中小病院コーナー「２１世紀に向けて」（堀江健司氏）

7）医療の将来像を展望河北副会長が企業人前に

489号１１月25曰

1）なんとかならぬか「日本の医療の10不可思議」諸橋会長、矛盾点をにら

む

2）全理事会（助日本医療機能評価機構（仮称）への参加を論議

3）２．１６に初の大会全病団連が統一行動へ

4）第２回曰病ＳＡＣ・ＷＳを開催診療スタッフ泊り込みの特訓

5）消費税、平成７年度予算、平成７年度税制を各々「改革」へ要望

6）中小病院コーナー「変わらない病院は生き残れない」（佐合茂樹氏）

7）医療人の声「インフォームド・コンセントとカルテ」（吉崎悦子さん）

8）糖尿病と食事療法都支部の第18回栄養部会

490号１２月10日
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１）新春座談会「病院医療の将来像」を模索機能類別の時代迎えて問われ

る進路選択の目「施設連携」へ発想転換も（多田宏、諸橋芳夫、佐藤真

杉、高木安雄の４氏と、司会の廣田耕三氏）

２）記者会見消費税問題、第三者評価など当面の活動方針を説明

３）年頭所感「医療改革の時代を迎えて」（諸橋会長）

４）「消費税－ここでも、割りを食う病院経営」（石井孝宜氏）

５）医療人の声「特別メニューの食事について」（住田佳寿子さん）

６）中小病院コーナー「民間中小病院に適した病院機能評価マニュアルを－

第三者評価に備えて」

７）第45回日本病院学会の概要

491号１月１曰

（平成７年）

1）阪神大震災医師等の派遣にご協力を厚生省から支援要請曰病も災害

対策本部を設置会員病院も直撃死者２人、焼失・半壊が４施設現地

レポート「病院の被災状況」（古澤啓三氏）

2）「消費税問題一ねばり強い活動を」（大政徹太郎氏）

3）７年度ドック実施料金６万２千円に据置き

4）会員決算赤字病院の割合、公75％、私49％に悪化傾向の中、小規模病

院に改善も

5）中小病院コーナー「医療の原点は何かPartⅢ」（匿名）

6）医療人の声「技師の資質」（杉尾敏憲氏）

7）登内副会長を祝う動三等瑞宝章に浴す

492号１月25曰

1）阪神大震災医療機関の復興支援策、要望へ災害医療対策立案と耐震

性確保に応分の助成必要（常任理事会）第45回日本病院学会、神戸市開

催を中止

2）全病団連、初の病院大会に要求目標＝医療費引上げ等５項目

3）曰病事務局２．２８に移転千代田区一番町1３－３

４）主潮「混迷の時代と実力の養成」

５）「消費税問題の衆知徹底」（宮澤潤氏）

６）演劇に見る医療のこころ織本病院（東京）チャンバラ25年の歩み

７）中小病院コーナー「内なる改革としての学習」（下問幸雄氏）

493号２月10曰

1）全病団連、初の大会で気勢あげる診療報酬の大幅引上げなどを決議震494号２月25日
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災復興の支援策も要望

２）エイズ・ウォームライン、３．６スタート医療人への電話相談厚生省

との協力事業

３）フォーカス「エンゼルプランに期待する」（小澤寛二氏）

４）阪神大震災曰病が復興支援策を要望自民党の医療団体ヒアリングで

５）「診療録の法的意義」曰病研究会で鹿内氏らが講演

６）第３回ＳＡＣ・ＷＳを開催マニュアル作りに困難も

７）中小病院コーナー「医療の原点は何かPartⅣ」（匿名）

1）第45回曰本病院学会一転再開へ地元から逆境の支えにと“災害，テー

マに６月に開催

2）曰病事務局の移転完了会議室が広く機能的に

3）第三者機能評価機構に４千万円を予算計上

4）エイズ・ウォームライン開所式で内外の期待集まる

5）主潮「天災に学ぶ」

６）第36回曰本人間ドック学会仙台市で８月２４．２５日に開催

７）「役員の改選に当たってく真の一流組織とは＞」（河北副会長）

8）中小病院コーナー「病院経営は本当に苦しいのか」（岡田玲一郎氏）

９）新代議員118人を選出選挙管理委員会が確定

495号３月10曰

1）曰病役員改選諸橋氏が５期目の舵取り副会長は中山氏（３選）と初顔

の高橋・大道・藤澤氏常任理事は光が交替し刷新「新役員に選出され

て」（諸橋芳夫曰本病院会会長）

2）期待される新役員の顔ぶれ理事の３割が交替

3）３．２５日本病院会代議員会・総会における会長挨拶の要旨

4）中小病院コーナー「中小病院の役割は重大である」（須藤祐司氏）

5）阪神大震災復興支援を要望、国へ無利子融資などを

6）医療人の声「消費税を考える」（真鍋知巳氏）

496号３月25日

2．記者会見

１２月９日に東京都千代田区のダイヤモンドホテルで実施。曰病からは諸橋会長、依田、河北両

副会長、廣田広報委員長が出席し、記者側は厚生記者会（一般紙）所属の３社及び厚生曰比谷ク

ラブ（専門紙）の10社、計13社13名が集まった。
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会見の骨子は次の通り。

①消費税の「損税」についての対応

薬剤購入などに係る消費税の仕入課税相当分の不転嫁に起因する「損税」の解消には、現行、

非課税の社会保険医療を課税とし、ゼロ．パーセント税率を適用すべきであると主張。ただし、

税率５％の平成９年引き上げ導入が決まり、今回は事実上の可能性が薄れたことから、当面は

診療報酬の中に消費税を明確な形で分離し位置付けるように求めてゆく姿勢を示した。

②病院機能評価の第三者機構設立への対応（１Ｍ)曰本医療機能評価機構（仮称）に曰病は病院団体

として積極的に賛同し、主導的立場で病院の機能向上を図る考えを表明した。このため５千万

円の基金を拠出する用意がある点も強調した。なお、「医療の質に関する研究会」（岩崎事務局

長）との連携はこれまで通り密にし、同研究会のノウハウを今回の財団に活かして頂きたいと

の希望も明らかにした。同時に、評価の結果、改善整備が必要な場合は優先的に助成措置が行

われる必要があると指摘した。

③診療報酬の問題について

平成６年４月と10月の医療費改定は実質合計で２７％であるが、先の人事院勧告でベア１．１８

％と示され、４月の定期昇給分と７年度の同昇給分を見積ると、人件費でさえ賄えない状況で

ある。さらに６月の病院経営実態調査で病院の統計は０４％の赤字であり、今後、病院経営は

ますます苦境に立たされると危倶を表明した。

８年３月をめどに付添看護・介護の解消が予定され、趣旨は理解できるが、現在の病院経済

からみて民間中小病院は雇用確保の点で打撃となり、より一層の助成が望まれると強調した。

④その他

諸橋会長は「日本の医療の10不可思議」と題する自身のメモを提示、病院運営上の矛盾点を

指摘した。
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第５定例研究会

1．定例診療システム研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

３月２日（木）国立がんセンター東病院

「施設見学」

12施設 20名

2．定例事務管理研究会

（本年度の定例研究会は諸般の事情により中止とした）

3．定例医事研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

２月23日(木)・２４日（金）伊東市：ホテルニュー岡部120施設

①講演「特定保険医療材料の診療報酬上の評価と今後について」

厚生省保険局医療課課長補佐

②基礎医学講座「脳の病気と脳神経外科」

総合病院聖浜松病院院長

③請求漏れ防止対策（一般・材料）

④グループ討議

145名

福島靖正

中山耕作

4．定例総務研究会

（本年度の定例研究会は諸般の事情により中止とした）

5．定例人事労務研究会

（本年度の定例研究会は諸般の事情により中止とした）

6．定例用度研究会

１．開催回数１回

２．開催概要平成７年３月９曰(木)～10日（金）一泊研修会

熱海市・湯河原研修クラブ ５８施設

用度研究会委員

７０名

松島雅夫会司
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用度研究会委員長塩山雅英あいさつ

①用度業務に関する調査について

用度研究会委員長塩山雅英

②医薬品を除いた物品の価格調査について

用度研究会委員大石洋司

③医薬品に関する価格調査について

用度研究会副委員長梅津勝男

④医療廃棄物について

用度研究会委員平林和玄

7．定例施設研究会

１．開催回数１回

２．開催内容

３月16日品川・東芝病院の見学 18施設 24名

8．定例会計経理研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

３月１０日（金）㈱日本病院会会議室

①平成５年度「経営分析集計表」について

－経営分析の基本と結果報告一

20施設 24名

会計経理研究会顧問 酒泉春雄

②グループ討議「トップの求める経営資料」

－科別統計・その他一

9．定例看護管理研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

２月17日（金）九段会館

「新看護体系の狙いと問題点」

73施設 166名

国立医療・病院管理研究所
医療経済研究部研究員 川渕孝
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10．定例薬事管理研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

３月10日（金）池袋：サンシャインシティ文化会館703＋4号室

「麻薬および向精神薬の取扱いについて」

厚生省薬務局麻薬課課長補佐 伊東哲夫

11．定例栄養管理研究会諸般の事情により中止。

12．定例調理研究会諸般の事情により中止。

定例診療録管理研究会

1．開催回数４回

2．開催概要

（１）４月15日（金）国立千葉大学附属病院７８施設

ア．講演

診療録管理と電子カルテ国立千葉大学医学部教授

イ．医療情報部見学

（２）７月22曰（金）国立がんセンター研究所５４施設

ア．講演

診療録管理とがん登録国立がんセンター研究所疫学部長

イ．医事課、がん登録室及び病歴室見学

（３）１月20日（金）国立オリンピック青少年総合研修センター９８施設

講演

（７）診療録管理をめぐる法的問題厚生省保健医療局訟務専門官

け)診療録管理の日常業務と法律慶應義塾大学病院中央病歴室課長代理

（４）３月10日（金）国立オリンピック青少年総合研修センター７８施設

講演

（ｧ)病院経営改善策と医療情報

厚生省国立医療・病院管理研究所医療政策研究部長

（ｲ)病院管理者から見た医療統計新潟市民病院院長

1３．

105名

里村洋

67名

渡辺

白
白

125名

鹿内清三

桜井勉

109名

武藤正樹

木村明
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14．定例病院管理総合研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

２月14曰（火）佐々木研究所メモリアルホール ３０施設

「平成６年診療報酬改定とこれからの病院経営」

竹田綜合病院副理事長

31名

竹田秀

15．定例放射線研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

３月４日(士）横浜労災病院３０施設

①講演「放射線部門に望まれるインフォームド・コンセント」

～病院管理の立場から～

横浜労災病院副院長

②シンポジウム

「院内におけるインフォームド・コンセント」

～看護部門との連携～

シンポジスト 北里大学病院看護科長

〃 横浜労災病院中央放射線部技術長

③施設見学（中央放射線部）

35名

馬杉則彦

石井力＞代

佐藤律夫

16．定例臨床検査管理研究会諸般の事情により中止。

17．定例ハウスキーピング研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

２月16曰（木）日病会議室４８施設

「関係諸法令」

厚生省指導課医療関連サービス室長補佐

「病院清掃業務の実態と問題点」

－病院のより良い環境整備を目指して－

東京美装興業㈱取締役営業管理部長

67名

村上茂樹

古橋秀夫
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｢病院清掃の目的」－病院内における安全一

ハウスキーピンツ研究会委員長

｢清潔と不潔・病院感染と清掃」

東京大学医学部感染制御学教室教授

｢骨髄移植と清潔・無菌病室」

日本大学医学部医療管理学教室

（骨髄移植コーディネーター）

井上加代子

小林寛伊

友安直子

18．診療報酬改定説明会

１．開催回数１回

２．開催概要平成６年８月24曰㈱

東京厚生年金会館

参加者1,250名

講師 厚生省保険局医療課

厚生省老人保健福祉局老人保健課

平野雄一郎

山崎晋一朗

19．内科臨床協議会

１．世話人会開催回数１回

２．開催概要

（１）１１月17曰（月）日本病院会事務局８名（幹事長野博）

①「プライマリーケアと予防医学の新しい医学教育ハーバード大学の新しいアプローチ」

聖路加国際病院予防医療センター部長日野原茂雄

②各グループ開催状況の報告および今後の活動について

③来年度の幹事は飯塚哲司・東京警察病院内科部長（１－Ｂグループ)。

世話人会は５月15曰(月)と11月の２回開催。

3．各グループジョイントカンファレンス

（１）１－Ｂグループ（東京逓信病院、東京警察病院、三井記念病院）

①５月17日、東京警察病院

ａ・肝硬変、残胃癌の一例

②７月19日、東京警察病院

ａ・肺ガンの一例

（２）２－Ｃグループ（中野総合病院、東京厚生年金病院、社会保険中央総合病院、河ｺﾞﾋ総合病院）
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①５月24曰、東京厚生年金病院

ａ・電解質異常（黒川教授）

②７月19日、河北総合病院

ａ・皮膚を伴う不明熱の症例：スイート、スティール病（溝口昌子・聖マリアンナ医大皮膚

科教授）

③９月23曰、社会保険中央総合病院

ａ、真菌の関与した肺病変アレルギー性気管肺アスペルギルス病（ＡＢＰＡ）

（蛇沢晶・国立療養所東京病院臨床検査科科長・病理）

4．総評

今後も地道な活動を中心に各病院間との交流をはかりたい。
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第６全国研究会

1．全国診療システム研究会

第44回日本病院学会及び'94国際汎地域会議開催のため休止

2．全国事務管理研究会

本年度の定例研究会は諸般の事情により中止とした

3．全国医事研究会

本年度の定例研究会は諸般の事情により中止とした

4．全国総務研究会

本年度の全国研究会は諸般の事情により中止とした

5．全国人事労務研究会

本年度の全国研究会は諸般の事情により中止とした

6．全国用度研究会

第44回日本病院学会及び'94国際汎地域会議開催のため休止

7．全国施設研究会

今年度は実施しなかった

8．全国会計経理研究会

第44回曰本病院学会及び'94国際汎地域会議開催のため休止

9．全国看護管理研究会

第44回曰本病院学会及び'94国際汎地域会議開催のため休止

10．全国薬事管理研究会

本年度の定例研究会は諸般の事情により中止とした
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11．全国栄養管理・調理合同研究会

第44回日本病院学会及び'94国際汎地域会議開催のため休止

12．全国病院管理総合研究会

本年度の定例研究会は諸般の事情により中止とした

13．全国放射線研究会

本年度の全国研究会は諸般の事情により中止とした

14．全国臨床検査管理研究会

第44回曰本病院学会及び'94国際汎地域会議開催のため休止

15．全国ハウスキーピング研究会

第44回曰本病院学会及び'94国際汎地域会議開催のため休止

全国図書室研究会

1．開催回数１回

2．開催期日平成７年３月３日（金）

3．開催地東京都・サンシャインシティ文化会館

4．参加者数６５施設６７名

５．演題

①講演「学術情報センターNACSIS-IRの利用」

1６．

沢一成曰本科学技術情報センター

②シンポジウム「病院図書室の相互貸借サービスの急増にどう対処するか」

（１）病院図書室の現場から

川崎市立川崎病院篠原寿美江

(2)大学図書館相互貸借担当者から

燭協医科大学図書館小林成江

③実務講座「相互貸借入門」

旭川市立旭川病院直江理子

④文献入手法あれこれ

(1)医学中央雑誌刊行会今井正巳

(2)国際医学情報センター高田宣美
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(3)日本科学技術情報センター

(4)サンメディア

原茂樹

松下茂

6．総評

病院図書室が現在、対応に苦慮している文献検索関連をメインに、「病院図書室の相互貸借サー

ビスの急増」への対応を多方面から討議した。

17．職場リーダー研修会

１．開催回数１回

２．開催概要

第72回（３日間コース）

期曰平成７年２月８曰㈹～10曰（金）

場所京大会館薬友会（京都市）

参加者１８施設２４名

演題(1)職場リーダーのポジションと役割

(2)職場運営のポイント

(3)要求される創意工夫

(4)職場研修のねらい

(5)リーダーシップと相互理解

(6)ケーススタディ

リーダー聖路加国際病院物品管理センター長

元昭和大学病院放射線技師長

武蔵野赤十字病院事務部長

佼成病院臨床検査技師長

佼成病院人事課係長

３．総評

毎年３回開催している研修会だが、今年度は都合

藤
田
方
楽
辺

均
助
市
登
孝

内
神
緒
設
渡

幸
廣
正
修

毎年３回開催している研修会だが、今年度は都合により、１回開催となった。今年は、阪神大

震災の影響もあり、参加者が少なかったが、色々な職種から主に、総務課、医事課、看護婦等の

参加があった。中でも事例研究になると、参加者の緊張もほぐれ、よりよい研修時間を過ごして

いる。

当研修会としては、上司と部下がコミュニケーションをとり、より明るい職場環境になるよう

務めている。
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第７セ ナーご
～

1．病院長・幹部職員セミナー

１．開催回数１回

２．開催期曰平成６年７月30日(土)、３１日(日）

３．開催地東京都ダイヤモンドホテル

４．参加者数159名

５．演題

第１曰目７月30日(土）（１３：００～１７：００）

特別講演Ｉ「これからの診療報酬と医業経営」

岐阜県衛生環境部長

座長：日本病院会副会長

小田清一

登内真

シンポジウムＩ「医療費改定の影響（シミュレーション)」

座長：日本病院会常任理事

①岩手県立中央病院院長小山田惠

②武蔵野赤十字病院事務部長緒方廣市

③廣島総合病院院長高科成良

④織本病院理事長織本正慶

⑤大道病院理事長大道學

⑥長崎記念病院理事長福井順

伊藤研

第２曰目７月31曰(日）（１０：００～１７：００）

特別講演Ⅱ「これからの病院」

医事評論家

座長：日本病院会副会長

水野肇

依田忠雄

特別講演Ⅲ「1994年医療費改定は

「第二次保険・医療改革」のはじまり」

日本福祉大学社会福祉学部教授

座長：曰本病院会副会長

二木立

中山耕作
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シンポジウムⅡ「看護業務の改善」

座長：曰本病院会副会長河北博文

①厚生省健康政策局看護課課長補佐田村やよひ

②虎の門病院看護部長粟屋典子

③天本病院院長天本宏

④日本看護協会常任理事高橋美智

⑤秦病院院長渡辺晃

⑥医療法人大雄会会長伊藤研

６．総評

今年のセミナーは、依田副会長の担当で行われ、医業経営、医療改革、医療費改定の影響、看

護業務など、さまざまな場面でおける医療の問題についての講演、シンポジウムが行われた。

会場を埋めつくした参加者の真剣な聴講のまなざいが印象的であった。

2．幹部医セミナー（病院医療の質を考えるセミナー）

１．開催回数２回

２．開催期曰平成６年７月９曰仕）

平成７年３月25日出

３．開催地東京都・池袋サンシャインシティ

千葉県・亀田総合病院

４．参加者数120名

150名

５．演題

７月９曰出１３：００～１６：００

病院医療の質を考えるセミナー「医薬品情報を中心として」

－医師と薬剤師の対話一

１．医薬品を調剤供給する立場から

国立国際医療センター副薬剤部長

２．医薬品を処方する立場から

日本病院会病院幹部医会前副会長

３．医薬品情報を提供する立場から

日本医薬情報センター理事長

４．医薬品の適正使用と安全I性確保の立場から

厚生省薬務局安全課課長

古泉秀夫

木村明

宅浩之

土井脩
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シンポジウム「医師と薬剤師の接点と役割分担は如何にあるべきか」

座長：病院幹部医会会長牧田総合病院副院長

上記演者・セミナー参加者全員参加討議

５．

笹森典雄

３月25曰仕)９：００～１７：００

特別講演Ｉ1995年度の健康政策一曰本の医療の質的向上に向けて一

寺松尚（前厚生省健康政策局長・社会福祉医療事業団副理事長）

特別講演Ⅱ 病院機能：何を計るか、いかに計るか、そしてなぜ？

クリニカルガイドラインの開発について／ウィリアム・モーレンブロック

(IAMETER副社長）

特別講演Ⅲ 医療管理教育における品質管理教育の重要性／サミュエル・レヴィ（アイオ

ワ州立大学病院管理学教授）

医療の質とコスト

トピック「クリニカルガイドラインの開発、予見定額払方式の導入などが、

医療の質とコストに与える影響を考える」

基調報告／下村健（健康保険組合連合会副会長）

司会／牧野永城（亀田総合病院副院長）

パネラー／池上直已（慶應大学病院管理学教授）

今中雄一（日本医科大学医療管理学）

ウイリアム・モーレンブロック

サミュエル・レヴィ

ジョン・ウォーカー（亀田総合病院副院長）

ジョン・コロトン（アイオワステートワイドヘルスサービス副会長）

高原亮治（厚生省食品保健課長）

坪井栄孝（曰本医師会副会長）

モーリス・エリオット（メソジストへルスシステムズ会長）

５０音順／敬称略

幸田正孝（元厚生省事務次官・財団法人医療経済研究機構副理事長）

パネル

ディスカッション

総括

6．総評

今年度は２回のセミナーを開催した。
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とりわけ２回目のセミナーは、地元亀田総合病院の全面的な企画・立案・協力のもと開催され

た。

亀田総合病院の亀田院長、牧野副院長をはじめ病院職員の皆様には会場提供、準備等大変お世

話になり、深謝する次第である。

3．医療事故防止のためのセミナー

本年度は休止した。

4．病院防災セミナー

本年度は部会活動を主とし、セミナーについては開催をみあわせた。

5．事務長セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成７年３月16日(木)・１７曰(金）

３．開催地東京都・サンシャインシティ文化会館

４．参加者数６０施設６５名

５．演題

①講演「消費税引き上げと病院経営」

医療法人公仁会姫路中央病院理事 東 昇

②特別講演「医療の経済学」

厚生省社会・援護局更生課課長補佐 廣井良典

③講演「付添い廃止と新看護体系」

八王子保健生活協同組合城山病院事務長 佐藤健

④益田啓作の“シリーズ・特別対談,，

今回のテーマ：「食事療養」

ゲスト：東京船員保険病院栄養管理室長

聞き手：⑪日本病院会事務管理研究会顧問

足立香代子

益田啓作

⑤シンポジウム「新・診療報酬体系における病院の対応」

シンポジスト：杏雲堂病院事務長 山下昭雄
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河北総合病院事務本部長

医療法人きっこう会事務局長

竹田綜合病院副理事長

司会：聖隷福祉事業団常務理事

佐々木和男

海北幸男

竹田禿

山本敏博

6．総評

本年度の研究研修会を締めくくる本セミナーが、東京・池袋サンシャインシティ文化会館で開

催された。メインテーマは「新・診療報酬体系における病院の対応」

今回も、厚生省から講師を招き特別後援を一題、そして恒例となった益田啓作の対談シリーズ

まで、現在話題・問題の諸テーマを取りあげた。

6．総婦長セミナー

第44回曰本病院学会及び'94国際汎地域会議開催のため休止

7．患者サービス向上セミナー

１．開催回数１回

２．開催期曰平成７年２月16日(木)、１７日(金）

３．開催地東京都・ＳＬタワー

４．参加者数７施設１２名

５．演題

「PARTNERSＨＩＰ・病院と医療関連サービス」

①講演「医療関連サービスの現状と展望」

側医療関連サービス振興会理事長

②講演「高齢課社会に求められるサービス」

㈱さんいくライフ専務取締役

③講演「共に生きるサービス社会」

河北総合病院事務部長

④講演「ケアレジデンスの医療・介護サービス」

佐分利輝彦

高原敏夫

田信也富

㈱聖路ｶロレジデンス
ヘルスケアコーディネイター

松下和子

⑤施設見学

１）健康増進施設……ＳＰＯＲＴ１０９

２）在宅介護ベッドショールーム……パラマウントベッド
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３）介護用品ショールーム……ヤマシタコーポレーション

6．総評

平成元年を患者サービス元年ととらえて、本セミナーは第７回目を数えた。

今回は、２１世紀の病院医療を取り巻く新しい患者サービスの潮流、特に医療を支えるビジネス

としての医療周辺サービスの動向にスポットをあて、各施設がサービス向上の指針を見出す場と

なるよう本セミナーを企画した。

参加者は、医師、看護婦、事務と多岐にわたり、セミナーを通じて患者サービスのあり方及び

その重要性が再認識させられ、これからは今までに蓄積したノウハウを各病院の実情に合わせて

実践するべき時代であることを痛感した。

また、人事労務・総務各研究会が中心となって、病院における現在の賃金実態をできる限り正

確に把握し、各病院が適正な賃金管理を行っていくうえでの参考に資するため、「'95病院職種別

賃金実態調査資料集」を出版した。調査は国立病院を除く2,366会員病院を対象に行い、回答率

は9.9％であった。

病院賃金に関するデータのうち、特に、経験年数別にみた医師の月額賃金は、経験１年から５

年までの１年当たり上昇額は５万２千円、５年から10年までは２万８千円、１０年から20年は２万

円、２０年から25年は１万２千円であった。

所定外賃金の月額賃金に占める比率をみると、経験１年から３年で最も高く２３％、経験が長く

なるにしたがい比率は低下し、経験25年では15％であった。

以上から、若い時には時間外勤務が多く、年齢が高くなるにしたがい時間外勤務が少なくなる

ことをあらわしていた。

8．放射線技師監督者セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成７年１月19日(木)～21曰仕）

３．開催地東京都・サンプラザ、東京都健康ﾌﾟラザ（ハイジア）

４．参加者数２１施設２１名

５．演題

「良い指導者になるためには」

①「３分間スピーチ」

②講演「病院経済と今後の見通し」

㈱曰本病院会常任理事
織本病院理事長 織本正慶

－１０１－



③講演「インフォームド・コンセント」

㈱日本病院会常任理事
東京都済生会中央病院院長

④全体討議「放射線科におけるインフォームド・コンセント」

⑤全体討議「放射線科における業務の合理化」

～ＫＪ法（カード法）による～

⑥技術講演「撮影フィルムのデジタル化保存について」

富士メディカルシステム㈱

⑦施設見学（都立大久保病院放射線科）

⑧技術講演「ＭＲの最新情報」

東芝メディカル㈱

⑨講演「最新の画像診断」

伊賀六

酒井芳雄

後藤和久

㈱日本病院会放射線研究会顧問
日本医科大学教授

隈崎達夫

⑩「５分間感想文」

6．総評

本セミナーは「良い指導者になるため」を主眼において開催され、今回を含めて延べ785名が

修了証を受けた。

放射線技師の果たす役割が年々重要視されてきたこととあいまって、技術的なテーマのほか、

「病院経済と今後の見通し｣、放射線科における「インフォームド・コンセント｣、「業務の合理化」

をとりあげ、ＫＪ法をつかって曰常業務の見直しをはかった。

又、昨年来「放射線科における保守契約」に関するメンテナンスフィーについて研究会を３回

開催し、その際会員病院のうち600病院にアンケート調査を実施し、205病院から回答を得た（回

答率342％）集計結果を、曰本病院学会で発表した。

集計結果の主要な点は、高額機器、およびその装置数に比例して保守契約件数が多くなってい

た。おもに、ＣＴ、ＭＲＩ、核医学、治療装置の保守契約金で500万円以下が42％、500万円以上に

なると35.6％を示していた。

各病院でこの金額の捻出に苦労していることは、異口同音に研究会での質疑応答を通じてわかっ

た。

正確な診断、治療を行うためには、その精度の維持管理が必須条件で、万一の際、ダウンタイ

ムを最小限にとどめるためにも、保守契約締結により最悪状態を回避しようとする病院の姿が、

今回の調査によって明瞭となった。

このような現況を背景にして、病院内での放射線部門に課せられた重責を再認識し、今後も研

修の実をあげるよう、なお一層の改善に努めたい。

－１０２－



9．臨床検査管理セミナー

諸般の事情により、中止。

10．病院情報センターセミナー

１．開催回数１回

２．開催期曰平成６年７月８日(金）

３．開催地東京都・池袋サンシャインシティ

４．参加者数200名

５．演題

７月８曰(金)１３：００～１６：００

病院情報システム標準仕様についての検討報告と討議

~厚生省の推進する「レセプト電算処理システム」との接点一

１．病院情報システム形成の標準仕様（案）の策定について

曰本病院会病院情報センター委員会委員

２．病院におけるレセプト作成の問題点と対応

社会保険診療報酬支払基金審議役

３．レセプト電算処理システムの推進について

厚生省保険局保険課課長

４．病院情報システムの標準仕様化の問題点

（シンポジューム形式の全体討議）

座長：日本病院会病院情報センター委員長

上記演者・参加者全員参加討議

６．総評

谷口正和

小池将文

渡辺芳樹

宅浩之

昨年完成した「総合的病院情報システムのガイドライン」策定標準機能仕様（経過報告）にも

とづき、また協力病院への報告も兼ねて実施した。

今後も標準化仕様報告、検討のためセミナーを開催して行く予定である。

－１０３－



第８診療録管理課程通信教育

1．入学状況

゜第45期生入学

１）開講月日

２）入学者数

３）受講料

・第４6期生入学

１）開講月日

２）入学者数

３）受講料

平成６年７月１曰

134名（ただし、２年次編入28名含む）

70,000円（年額）（ただし、２年次編入で教科書不要の者は60,000円）

平成７年１月１日

162名（ただし、２年次編入生61名含む）

70,000円（年額）（ただし、２年次編入で教科書不要の者は60,000円）

2．卒業状況

・第４１回卒業

⑩|慧證
２）同会場

・第４２回卒業

⑩|蓑譲
２）同会場

48名（男８名、女40名）

平成６年10月22日出

東京：ダイヤモンドホテル

98名（男15名、女83名）

平成７年４月22曰出

東京：ダイヤモンドホテル

3．受講者人員数状況（７年３月31日現在）

・入学者の総数5,000名

男1,077名

女3,923名

・卒業者の総数2,142名

男380名

女1,762名

｡受講者の総数621名

４２期以前５７名４３期

４５期

103名

134名

44期165名

46期162名

－１０４－



4．集中スクーリング実施状況

第45回集中スクーリング

゜期日（平成６年８月18日(木)～24日(水)）

<会場〉

東京：国際医療管理専門学校（１年次、２年次）

大阪：大阪職業訓練センター（１年次、２年次）

福岡：福岡大学医学部（１年次、２年次）

名
名
名

３
４
７

９
１
５

６
３
１

計1,164名

第46回集中スクーリング

゜期日（平成７年２月16曰(木)～22日(7k）

<会場〉

東京：国際医療管理専門学校（１年次）

：国立オリンピック記念総合研修センター（２年次）

大阪：大阪職業訓練センター（１年次、２年次）

福岡：福岡大学医学部（１年次、２年次）

227名

411名

343名

173名計1,154名

－１０５－

第一年次スクーリング 試験 第二年次スクーリング

第４４．４５期生 第４１．４３期生
第４２．４３期生

第44.45期生の内２年次編入者

１８曰

(木）

１９日

(金）

20曰

(土）

平成６年８月21日

(日）

22曰

(月）

23日

(火）

24日

(zk）

第一年次スクーリング 試験 第二年次スクーリング

第４５．４６期生 第４２．４４期生
第４３．４４期生

第４５．４６期生の内２年次編入者

１６曰

(ﾌ付

１７日

(金）

１８日

仕）

平成７年２月19曰

(日）

20日

(月）

21日

(」I〈）

22曰

(水）



第９事務長養成課程通信教育

1．入学状況

・第１7回生入学

１）開講式

２）入学者数

３）受講料

平成６年７月１曰

19名

480,000（年額）

2．卒業状況

゜第15回生卒業

１）卒業者数

２）卒業式典

同会場

６名（男６名）

平成６年７月23日

東京：ダイヤモンドホテル

3．受講者人員数状況（平成７年３月31日現在）

゜入学者の総数307名

男289名

女１８名

゜卒業者の総数150名

男143名

女７名

・受講者の総数６０名

１６回生４１名（留年生含）

１７回生１９名

4．集中スクーリング及び試験実施状況

１）スクーリング

前期平成６年７月４日(日)～９曰仕）

７月11日(月)～16曰仕）

－１０６－



延出席者数第16回生

第17回生

後期平成７年１月９日(月)～14曰仕）

１月16曰(月)～21日(土）

名
名

８
０

９
２
１
１

８日 １３日１４曰１５曰１６曰

延出席者数第16回生

第17回生

2）試験受験状況

・第１5回生２年次後期

期曰：平成６年６月３日（金）

場所：東京：本願寺築地別院

受験者：６名

合格者：６名

・第１6回生１年次後期

受験者：３０名

合格者：３０名

・第１7回生１年次前期

受験者：１８名

合格者：１８名

・第１6回生２年次前期

受験者：３０名

合格者：３０名

198名

108名

－１０７－

３日 ４日 ５曰 ６曰 ７日 ８日 ９日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５曰 １６日

(日） (月） (火） (7k） (木） (金） (士） (月） (火） (7Ｎ (木） (金） (土）

試験

(＃１６１年次後期）

スクーリング

(＃１６２年次前期）

スク ￣ リング

(＃１７１年次前期）

東京 本願寺築地別院伝道会館

８曰 ９曰 １０日 １１日 １２日 １３曰 １４曰 １５曰 １６曰 １７曰 １８日 １９日 20日 21曰

(日） (月） (火） (水） (木） (金） (土） (日） (月） U〈） (z}〈） (７k） (金） (土）

試験

(#171年liR前111）

スクーリング

(＃１７１年次後期）

試験

(#162領ｸUiiiWD

スクーリング

(＃１６２年次後期）

東京
●

● 本願寺築地別院伝道会館



第１０海外視察研究会

1．中国医療施設視察団

①期曰５月３曰㈹～５月９日（月）７曰間

②訪問先大連医学院、吉林省衛生庁、吉林省病院、白球恩医科大学訪問、黒龍江省衛生庁、

中日友誼医院、北京医院など

③ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ高橋勝三（国際委員会委員長）

④参加者数９施設21名

2．カナダ医療事情視察団

①期曰６月25曰仕)～７月５曰（火）１１曰間

②訪問先トロント大学、オンタリオ病院協会、エドモントン大学病院など（トロント６泊）

（レイクルイーズ３泊）

③ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ高橋淑郎（トロント大学助教授）

④参加者数１３施設19名

3．米国エイズ医療事情視察団

①期曰１１月２曰㈹～11月12曰(土）１１曰間

②訪問先ニューヨーク市・ベスイスラエル医療センター、同市・聖ルカ・ルーズベルト病

院、サンフランシスコ総合病院など

③ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ高柳和江（日本医科大学医療管理学助教授）

④参加者数11施設13名

総評

今年度も好評のうちに無事修了することができた。来年度は更に充実したものにしたい。

－１０８－



第１１医療従事者無料職業紹介事業

1．平成６年度の実績

2．就職件数３人（医師）の内訳

①診療科内科

耳鼻咽喉科

②年齢３０代

５０代

③就職地関東地区

人
人
人
人
人

１
１
１
２
２

外科１人

中部地区１人

3．総評

平成６年度の求職件数は医師が37人、その他事務職９人、合計46人で、求職医師の約６割は内

科医である。

求人件数は医師108人、看護婦23人、その他（放射線技師、理学療法士）６人、計137人であり、

就職決定は４人であった。

現在は医家向け専門誌に医師招へいの広告を掲載し、会員病院からの求人登録を参照して紹介

業務を行っているが、診療科、年齢、勤務地等の需給の関係が－致せず決定に至らないケースが

多い。現在では医師中心の紹介事業として推移している。

－１０９－

求職件数 求人件数 就職件数

医師 ３７ 1０８ ３

看護婦 ０ ２３ ０

その他 ９ ６ １

計 ４６ １３７ ４



第１２病院幹部医会

1）幹事会

2）会場

3）協議項目

平成６年４月22日（金）

ダイヤモンドホテル桐の間

・今後のセミナーの計画について

・病院幹部医会の加入促進について

－１１０－



第１３調査室

本年度も、「病院運営実態分析調査」を実施し「病院概況調査報告書」を発刊した。また、本年度

は診療報酬改定があったため、影響率調査を実施し、分析報告書を発刊の予定である。

◎ 平成６年度

1．病院概況

2．患者状況

3．設備状況

4．職員数

５．部門別業務量

6．外注委託状況

病院概況調査報告書

(病院数、病床数、専用病床保有状況）

(入院一外来、救急比率等）

(ＩＣＵ、ＣＣＵ、未熟児室、医療機器、コンピュータ等）

(職種、病床規模、１病院当り、開設者、常勤、非常勤別）

(診療、薬剤、放射線、検査、給食、事務等）

(寝具、清掃、給食、検査等）

(基準看護、救急告示、手術件数、敷地一建物面積、剖検率、病床利用率、他７．そ の

平均在院日数等）

－１１１－



第１４第44回日本病院学会

1．学会長諸橋芳夫（社団法人曰本病院会会長）

2．テーマ世界に通ずる医療をめざして

－理想と現実－

３．開催期曰平成６年10月４曰(火)～５日㈹

4．開催地神奈川県・横浜市

５．会場パシフイコ横浜会議センター

6．演題

（１）学会長講演１題

「世界に通ずる医療をめざして」

講師第44回日本病院学会学会長

座長第44回日本病院学会副学会長

諸橋

登内

芳夫

真

(2)特別講演２題

「科学する心」

講師東北大学総長

座長神戸市立中央市民病院名誉院長

「保健システムと保健政策一最近の国際動向一」

講師上智大学文学部教授

座長国際親善総合病院院長

西澤

岡本

一
雄

潤
道

保坂

加藤

哲哉

英夫

(3)公開講演３題

「人生に有終の美を－医学の新しい課題一」

講師聖路加国際病院院長

座長東京都済生会中央病院院長

「これからの医療文化」

講師東京大学名誉教授

座長国立小児病院院長

「現代の忘れ物」

講師ノートルダム清心学園理事長

座長副学会長、日本病院会副会長

曰野原重明

伊賀六一

木村尚三郎

小林登

渡辺

依田

和子

忠雄

－１１２－



(4)シンポジウム２題

「病院の危機的現状にいかに対応するか」

司会日本医科大学医療管理学教授

１）財団法人竹田綜合病院副理事長

２）国立医療・病院管理研究所医療経済研究部長

３）聖路加国際病院事務長

４）医療法人若弘会理事長

「医療と看護、その質をどう評価するか」

司会医事評論家

１）厚生連土浦協同病院総婦長

２）厚生省健康政策局局長

３）兵庫県理事

４）㈱厚生科学研究所所長

(5)一般演題302題

崎
田
山
村
合

岩
竹
小
中
川

榮
秀
夫
吾
毅

秀
彰
弘

行
重
寺
安
吉

天
村
松
井
野

良
淳

雄
子
尚
和
雄博

晶

7．医療人の集い (ヨコハマ・グランド・インターコンチネンタルホテル）

8．併設展示会 (パシフィコ横浜、３Ｆラウンジ）

㈱日本経営協会との共催で16社が出展

9．参加者 延べ6.000名

10．プログラム (別掲）
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第44回曰本病院学会曰程表 世界に通ずる医療をめざして－理想と現実一

０９時１１０時１１１時112時１１３時’14時１１５時116時117時１１８時１１９時１２０時,▲I_

１０/３（月）｜インターコンチネンタルホテル

’’第1会場｜ﾒｲﾝﾎｰﾙ
，’（1階）｜（1,00ｏ席）

学会打合せ会

シンポジウム（１）

｢病院の危鮒鰍にいかに対応するか」

「

パ
シ
フ
ィ

ー
１
１
１

看護部門１大会議室

(600席）
第２会場

（3階） 看護管理（lX2)(3X4）｜識臓’

第３会場

（3階）
中会議室

(200席） 登録受付

(１階･エントランスホール）

医療人の集い

(ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ）休憩１０/４(火）
中会議室

(200席）
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第１５第35回日本人間ドック学会

1．学会長笹森典雄（牧田総合病院附属健診センター院長）

2．テーマ多様化する人間ドックへの対応

一総合健康評価の確立－

３．開催期曰平成６年10月20曰(木)～21曰（金）

4．開催地東京都・新宿区

5．会場曰本青年館

６．演題

（１）学会長講演１題

「多様化する人間ドックへの対応」

講師簔雷黒星襄蝋壜健多議会匡院長
座長岡山赤十字病院院長

笹森典雄

依田忠雄

(2)招待講演（一般公開）１題

「生と死一豊かな生きがいを求めて－」

講師上智大学文学部教授

座長牧田総合病院附属健診センター院長

アルフォンス・デーケン

笹森典雄

(3)特別講演３題

「がんの一次予防一ライフスタイルの立場から－」

講師予防がん学研究所所長

座長岩手県立中央病院院長

「脳卒中・心臓病を防ぐために」

講師東海大学医学部名誉教授

座長聖隷浜松病院院長

「骨の老化とその予防」

講師東京大学医学部老年病学教室教授

座長名古屋大学総合保健体育科学センター教授

平山

小山田

雄
惠

五島雄一郎

中山耕作

折茂肇

佐藤祐造

(4)臨床予防医学委員会報告１題

「人間ドック・総合（自動化）健診全国集計成績一平成５年分一」

報告第35回日本人間ドック学会会長 笹森典雄
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座長岡山赤十字病院院長 依田忠雄

(5)シンポジウム２題

「胃・大腸癌スクリーニング方式の転換を目ざして」

司会平塚胃腸病院院長

福岡大学医学部名誉教授

１）Pepsinogenによる胃癌ハイリスクグループのスクリーニング

東京大学医学部第一内科講師

２）胃Ｘ線検査と胃内視鏡検査の使い分け

－スクリーニング用経鼻胄内視鏡の適応一

大腸肛門病センター高野病院総合人間ドック副所長

３）大腸癌スクリーニングは便潜血反応のみでよいのか

東京医科大学内科第四講座講師

４）大腸Ｘ線検査と大腸内視鏡検査の使い分け

癌研究会附属病院総合健診センター所長

５）胃・大腸癌スクリーニングにおける内視鏡の導入

関西労働保健協会附属千里ＬＣ健診センター所長

６）人間ドックにおける大腸検査のあり方

一冑検診との関係について－

平塚胄腸病院内科

平塚秀雄

井上幹夫

木一正

野崎良

竹下俊隆

丸山雅

胄池晟

高橋秀理

特別発言

仙台市医療センター仙台オープン病院院長

「多様化した専門ドックとその問題点」

司会東京警察病院顧問

聖路加国際病院予防医療センター所長

１）脳ドックの立場から

千葉脳神経外科病院院長

２）骨ドックの立場から

牧田総合病院附属検診センター

３）感覚ドックの立場から

神尾記念病院院長

望月福治

鈴木

曰野原

豊
茂

明
雄

水上公宏

杉森裕樹

神尾友和
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4） ストレスドックの立場から

日本大学医学部第一内科講師

シニア・レディスドックの立場から

日本赤十字社熊本健康管理センター所長

村上正人

5）

小山和作

特別発言

1）

2）

3）

東京警察病院循環器センター部長

朝日新聞東京本社科学部編集委員

日本人間ドック学会理事長
岡山赤十字病院院長

井
田
依

上清

辺功

田忠雄

(6)ワークショップ１題

「総合健康評価へのアプローチ」

司会三井記念病院総合健診センター顧問

聖路加国際病院ＳＬクリニック院長

１）問診と現状の問題点

聖マリアンナ医科大学公衆衛生学教室教授

２）検査数値の読み方の現状と問題点

三井記念病院総合健診センター顧問

３）体力測定、指導の現状と問題点

筑波大学体育科学系教授

４）栄養指導の現状と問題点

東京医科大学総合健診部講師

女子栄養大学健康情報科学教授

５）総合健診システムの現状と問題点

秋田赤十字病院健康増進センター部長

６）二次検診の現状と問題点

東北厚生年金病院名誉院長

清瀬闇

安藤幸夫

吉田勝美

清瀬闇

鈴木正成

仲眞美子

武藤志真子

宮下正弘

後藤由夫

特別発言

聖路加国際病院院長

(7)ミニシンポジウム１題

「病診連携から見た今後の「人間ドック』の位置付け」

司会慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室教授

日野原重明

近藤健文
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新潟市民病院院長 木村明

1）健診機関の立場から

聖隷健康診断センター所長 臼田多佳夫

2）企業の立場から

千葉産業保健推進センター所長 荘司榮徳

3）地域保健の立場から

埼玉県坂戸保健所所長 國枝寛

４）健康保険組合の立場から

健康保険組合連合会・保健婦業務室室長飯島美世子

5）情報連携の立場から

東邦大学医学部衛生学教室講師 伊津野孝

(8)ランチョンセミナー４題

「骨粗髭症の予防における骨量測定の重要性」

講師成人病診療研究所所長白木正孝

司会国立健康・栄養研究所健康増進部長太田壽城

「上部消化管Ｘ線検査と診断一二重造影を中心とした－」

講師癌研究会附属病院内科副部長兼放射線診断科副部長

馬場保昌

司会早期胃癌検診協会中央診療所院長池延東男

「新時代に向けたHbA1cの自動化」

１）人間ドックの立場から

講師牧田総合病院附属健診センター高橋英孝

２）糖尿病の立場から

講師三井記念病院糖尿病科科長柴輝男

司会三井記念病院総合健診センター顧問清瀬闇

「ペプシノゲン検査による胄集検」

１）ペプシノゲン検査による胃がん検診の評価

講師曰本赤十字社熊本健康管理センター健診部長三原修一

２）人間ドックにおけるペプシノゲン検査の使い方

講師神奈川県予防医学協会理事・消化器科部長青木誠孝

司会日本鋼管病院副院長大川曰出夫
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（９）一般演題197題

7．併設展示会

医療関係機器等の展示、実演

8．参加者1,800名（招待者、関係者含む）

9．プログラム (別掲）

－１１９－



第35回日本人間ドック学会曰程

第１日１０月20日(木） 第２日１０月21日(金）
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第１６第20回日本診療録管理学会

1．学会長大村一郎（国立呉病院名誉会長）

2．開催期日平成６年９月８日(木)・９曰（金）

3．開催地広島県・呉市

４．会場呉市文化ホール

5．演題

（１）特別講演

「ルネッサンス絵画と解剖学のあけぼの」

大阪大学名誉教授

司会日本診療録管理士協会顧問

「これからの医療体制と保険」

厚生省大臣官房長

司会国立呉病院名誉院長

（２）会長講演

「戦争中の診療録」

国立呉病院名誉院長

司会国立津病院名誉院長

（３）シンポジウムＩ

「看護記録のあり方」

司会聖路加国際病院副院長・看護部長

１診療記録管理の立場から見た看護記録

聖路加国際病院診療記録管理科（科長）

２看護記録の課題と展望

日本赤十字看護大学教授

３看護記録改善への取り組み

聖路加国際病院婦長心得

４情報システムとしての看護記録の実践と展開

国立肥前療養所看護婦長

５チーム医療の中の看護を考える

広島市立安佐市民病院名誉院長

藤田尚男

栗田静枝

岡光序治

大村一郎

大村

岡崎

郎
通

井部俊子

鳥羽克子

橘雅子

中村めぐみ

山崎不二子

岩森茂

－１２１－



予定発言

看護業務支援システムの開発計画

国立呉病院看護婦長

(4)シンポジウムⅡ

「学会創立20年のまとめ」

司会曰本医科大学医療管理学教室主任教授

１診療録管理と医療情報管理

名古屋大学医学部附属病院医療情報部教授

２病院情報の多角的利用と将来

国立がんセンター研究所

３病院の診療記録管理についての現況調査

新潟市民病院院長

４第１２回、１３回学会提言について、その経過と結論、更なる提言

京都私立病院協会立京都保健衛生専門学校講師

５医療行政と診療録管理

厚生省健康政策局医事課長

特別発言公立能登病院院長

国立名古屋病院院長

(5)一般演題41題

演題１～４

管理システムの構築

座長医療法人社団曰鋼記念病院院長

１．パソコンを利用した病歴管理システムの紹介

医療法人聖十字会西曰本病院病歴室

２．院内開発による「病歴室システム」

武蔵野赤十字病院病歴室

３．新棟設立後、順天堂医院の診療録管理について

順天堂大学医学部付属医院診療録管理室

４．大学病院の外来診療録管理

慶応義塾大学病院中央病歴室

富永理子

岩崎榮

山内~信

渡邊

白
白

木村明

大町文子

今
村
安

寛
信
昭

睦
吾

田
本
井

西村昭男

樽山政治

河野牧子

丸林葉子

柳川範子
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演題５～８

コンピュータ利用技術

座長国立病院九州医療センター統計病歴係長

５．リレーショナルデータソフトによる脳神経外科診療録管理

国立横須賀病院脳神経外科

６．診療録管理のための医療データベースの基本構想

川崎医療福祉大学医療情報学科

７．パーソナルコンピュータを使用した診療録管理の試み

（ＦＤを利用して）

国家公務員等共済組合連合会横浜栄共済病院

８．院内電話回線を利用したパソコン通信による病歴情報の伝達システムの

作成とその問題点

国ウ名古屋病院病歴管理室

阿南誠

露無松平

坂東良

武田喜久子

新実光朗

演題９～１３

管理システムの運用

座長高松赤十字病院診療録管理士

９．福井赤十字病院病歴管理検索システムについて

福井赤十字病院医事課病歴室

10．外来フィルムの中央管理

~特にコンピュータによるアリバイ管理一

聖路加国際病院放射線科

11．聖マリアンナ医科大学病院放射線部におけるシネフィルムの管理

聖マリアンナ医科大学病院放射線部フィルム室

12．診療録および診療資料管理規程の遵守一廃棄への取り組み－

杏林大学医学部付属病院病歴室

13．電動式診療録収納棚の損耗更新作業について

東海大学医学部付属病院病歴管理センター

植田千鶴子

渡辺速美

菅谷和代

根本良洋

小林恵

曽我のり子

演題14～１８

指定課題Ｉ「新たな病歴管理室の展望」

診療録管理の現状と改善

座長日本大学医学部医療管理学教室助教授 梅里良正
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14．中小規模・地方病院の診療録管理の実状と課題

一診療録管理室の展望をつくるために－

宮城厚生協会坂総合病院

15．北海道内主要病院における診療録管理の現状

一アンケート調査をもとにして－

曰鋼記念病院中央病歴室

16．病歴室運営と医療情報活用

日生病院病歴図書室

17．当院における病歴業務と病歴情報管理の現状と将来展望

東海大学医学部地域保健学

18．診療録管理室の近未来の展望

一診療録管理システムの改善・開発の視点から－

杏林大学医学部付属病院病歴室

村口 至

佐藤正子

小坂清美

鈴木荘太郎

信川益明

演題19～２４

指定課題Ｉ「新たな病歴管理室の展望」

病歴管理の新たな展開

座長川崎医療短期大学助教授

19．米国がかかえている新たな医療問題

東京衛生病院ＲＲＡ

２０・病歴情報の診療評価への活用

日本大学医学部医療管理学教室

21．当院外来診療録よりみた初診患者動向

東海大学医学部地域保健学

22．救急医療と診療録管理室の関わり

新潟市民病院診療情報部病歴室

23．病歴管理の中での訪問看護記録の実際

日本大学医学部附属板橋病院病歴課

24．安心・安全な医療のためのリスクマネジメント

社会保険小倉記念病院診療録管理室

草信正志

菊池優子

梅里良正

吉岡恵美子

高橋雅代

大澤舅

宅裕子

－１２４－



演題25～２９

診療録管理業務の改善

座長淀川キリスト教病院病歴室顧問

25．診療録管理業務の作業改善の試みとその評価

杏林大学医学部付属病院病歴室

26．診療録管理システムの在り方に関する研究

一運用面からの作業改善について－

杏林大学医学部付属病院病歴室

27．当院における診療録管理の課題

一より完成された診療録を作成するために~

総合病院岡山赤十字病院図書病歴課

28．病歴システムにおける病歴要約出力の効果と問題点

聖隷浜松病院医事課資料係

29．就職後の曰病通教診療録管理士資格取得とその活動状況その２

国際医療管理専門学校

酒井隆子

松岡三番

山川桂子

難波淳子

笹ケ瀬慶造

大槻澄夫

演題30～３４

病歴データの解析

座長北九州市立医療センター医療情報管理室

30．パソコンによる退院診療録管理（第２報）

－過去３年間のデータから－

秋田県厚生連由利組合総合病院

31．入院患者における疾患別在院曰数の検討

川崎医療福祉大学医療技術学部医療情報学科

32．名大病院における疾患別在院曰数の検討

名古屋大学医学部附属病院医療情報部

33．病院機能評価の試み

東邦大学医学部病院管理学研究室

34．診療録の記載上からみた悪性新生物の告知について

北里大学病院中央診療施設系病歴センター部

寺延美恵子

村井智

谷口和夫

水野智

田久浩志

佐藤悦子

－１２５－



演題35～３７

診療録の情報保護（セキュリティ）

座長島根県立中央病院院長

35．診療録管理室の運営上の問題とその対策

東海記念病院診療録管理室

36．診療録のアクセス権についての医師の意識

自治医科大学附属大宮医療センター医療情報部

37．レセプト作成業務外部委託と行政書士法をめぐる法的問題

近畿大学医学部公衆衛生学教室

瀬戸山元

高地均

渡邊亮

岡本悦司

演題38～４１

指定課題Ⅱ「オーダリングと病歴管理」

座長神戸市立中央市民病院小児科部長西尾利-

38．当院におけるオーダリング情報の利用について

曰鋼記念病院中央病歴室竹浪ひとみ

39．病院情報システムに蓄積された診療データの検索依頼内容の分析

自治医科大学附属大宮医療センター医療情報部渡邊亮一

40．新医療情報システムの試み

国立病院九州医療センター上野道雄

41．大阪大学病院におけるオーダリング／レポーティングシステムと診療録管理

大阪大学医学部附属病院医療情報部武田裕

実参加数924名

－１２６－



第20回曰本診療録管理学会曰程表

第２曰９月９曰（金）第１曰９月８曰（木）

9:0０９:００

９:３０ 9:3０

9:４０

１０:００

1１１０

１２:１０ 1２１０

１３:００１３:００

１３:３０
１５:１０

１５:４０

１５:５０

1６２０

１７:３０

１８:３０

併設展示 シティプラザカンコー

３階鳳凰Ｂ

９：３０～１７:００

９：３０～１６:００

８日

９曰

２０:００

－１２７－

受付

開会挨拶

会長講演

｢戦争中の診療録」大村一郎

一般演題(1)

管理システムの構築

一般演題(2)

(演題Ｎｏｌ～４）

コンピュータ利用技術

一般演題(3)

(演題NoL5～８）

管理システムの運用

(演題Ｎｏ９～13）

昼食休憩

総会

指定課題Ｉ

｢新たな病歴管理室の展望」

診療録管理の現状と改善

(演題NoL14～18）

病歴管理の新たな展開

(演題No19～24）

シンポジウムＩ

｢看護記録のあり方」

懇親会

(シティプラザカンコー）

受付

一般演題(4)

診療録管理業務の改善

一般演題(5)

(演題No.25～29）

病歴データの解析

(演題No30～34）

特別講演

｢ルネッサンス絵画と解剖学の

あけぼの」藤田尚男

昼食休憩

シンポジウムⅡ

｢学会創立20年のまとめ」

一般演題(6)

診療録の情報保護

(演題No35～37）

指定課題Ⅱ

｢オーダリングと病歴管理」

(演題No38～41）

特別講演

｢これからの医療体制と保険」

岡光序治

閉会挨拶



第17,94国際モダンホスピタルショウ

医療と生活をつなげる-21世紀への保健、医療、福祉の展開

平成６年７月７曰(木)～９日出

午前10時～午後５時（ただし、入場は午後４時30分まで）

東京・池袋サンシャインシティ文化会館２．３．４階（展示）

東京・池袋サンシャインシティ文化会館５．７階（セミナー）

(〒170東京都豊島区東池袋３－１－４）

会場面積7,000㎡展示面積2,600㎡

社団法人曰本病院会

社団法人曰本経営協会

厚生省外務省通商産業省郵政省自治省消防庁東京都曰本貿易振興会

㈱製品輸入促進協会㈱曰本医師会肋日本歯科医師会㈱日本薬剤師会㈱日本

看護協会㈱医療情報システム開発センター（１Ｍ)日本医薬情報センター（1M)医療機

器センター㈱医療関連サービス振興会㈱全国自治体病院協議会仙全曰本病院

協会拙曰本精神病院協会㈱日本医療法人協会全国公私病院連盟㈱日本病院

薬剤師会㈱日本栄養士会仙日本放射線技師会拙曰本臨床衛生検査技師会㈱

曰本理学療法士協会㈱曰本作業療法士協会㈱全国病院理学療法協会㈱東京都

臨床衛生検査技師会（順不同）

(1)

(2)

マ
期

う
く
室

(3)会 場

積
催

(4)面

(5)主

援(6)後

全国社会福祉協会日本医療機器関係団体協議会肋日本エム・イー学会㈱曰本

放射線機器工業会㈱曰本電子機械工業会日本薬科機器協会曰本医科器械商工

団体連合会曰本医用機器工業会曰本医療器材協会曰本人工臓器工業協会日

本理学療法器材工業会日本医用光学機器工業会曰本分析機器工業会㈱曰本衛

生検査所協会㈹曰本衛生材料工業連合会（助日本医療食協会肋日本ホームヘル

スケア機器工業会㈱曰本病院寝具協会㈹曰本病院建築協会㈱全国消防機器協

会曰本保健医療情報システムエ業会日本在宅医療福祉協会⑪東京都医療社会

事業協会（順不同）

賛(7)協

環境・設備関係

医療機器・医療材料関係

医療情報システム・事務機器関係

院内物流システム関係

(8)展示内容1．

２．

３．

４．

－１２８－



5．ホームヘルスケア・リハビリ機器関係

6．患者サービス関係

7．人材教育・その他

(9)特別企画事業

医療機器・医療情報・ホームケア３部門の委員の合同による企画展示

テーマ：「医療と生活をつなげる-21世紀への保健～医療、福祉の展開」

展示内容：〔保健ゾーン〕個人健康情報管理システムや、セルフチェック機器など

〔医療ゾーン〕在宅医療機器や、医療教育情報システムなど

〔福祉ゾーン〕福祉相談支援システムや、形状記憶ポリマーによる自助

具など

更に、各種の施設、サービス、施策などの紹介、医薬品に関する課題な

どについてもパネル展示

(１０セミナー１．セミナー（主催・(M)日本病院会）

①病院情報センターワークショップ

②病院医療の質を考えるセミナー

２．セミナー（主催・㈱日本経営協会）

①これからの病院を考える－医療と生活をつなげる病院とは

②医療廃棄物問題セミナー

③高齢化社会への動き－在宅ケアの展開

(11）展示規模

※輸入製品展示について

曰本国内で取り扱っている海外製品及び海外直接出展製品が下記の在曰大使館の協力を得て展

示された。

ＵＳトレードセンター・イギリス大使館・オランダ大使館・スウェーデン大使館・デンマーク

大使館・ドイツ商工会議所・イタリア大使館（Ⅱ頂不同）

－１２９－

9４ 157社／7,000㎡（展示面積2,600㎡）

9３ 149社／6,500㎡（展示面積2,700㎡）

9２ 157社／7,700㎡（展示面積3,200㎡）

9１ 176社／7,700㎡（展示面積3,450㎡）



Ⅱ2）来場者数

総入場者数：51,740人（昨年49,150人）

※団体見学（医療専門学校）１７校2,512人（昨年１８校1,682人）

国際モダンホスピタルショウ来場者推移

(単位：人）
６０，０００

５０，０００

４０，０００

３０，０００

２０，０００

１０，０００

０

９……

７４０
●－－－－－－－－－－．÷－－－－－－－=－－●一一一行=＝~＝＝

1１４０４８，８６０４９，１５０５１，…`二一一9TTE､145,110…」Ｚ

.…..……1….……..……...…．．….…．↑…..…･………．.……・…..

・・・・Ｉ

'８９’９０’９１’９２’９３’９４

’9３（第２０口194(第２１回）
１６５３０ ７月８日体） １６２８０第１曰 ７月７曰休

７月８日(金） ２１６６０ ７月９曰(金） １８８００第２曰

第３曰 ７月９曰仕 １３５５０=１０曰仕 １４０７０

合同十５１７４０合計４９１５０

㈹パブリシティ活動・成果

主催者ならびに出展社から、病院関係者、ユーザーに対し40万部の招待状が発送されたほか、種々

の媒体を通じ'94国際モダンホスピタルショウのＰＲ、そしてニュースレリース、各種印刷物を作

成し積極的なパブリシティ活動を展開した。

また、日本テレビによる取材、海外メディアからの取材も受けた。

（１）ポスター（制作部数：3,000部）

全国の病院および出展社・協賛団体を中心に配布。

（２）ポスターの掲示

サンシャインシティ周辺常設掲示板および営団地下鉄７路線20駅

①銀座線……………神田

②丸の内線…………池袋・後楽園・東京・銀座・赤坂見附・四谷・新宿三丁目

③曰比谷線…………曰比谷・六本木

④東西線……………高田馬場

⑤千代田線…………大手町・明治神宮前

－１３０－

，

9４（第２１回） 人数
，

9３（第20回） 人数

第１曰 ７月７曰(７k） 16,530 ７月８日(ﾌﾄﾞ） 16,280

第２曰 ７月８曰(金） 21,660 ７月９日(金） 18,800

第３曰 ７月９日(土） 13,550 ７月10曰出 14,070

合計 51,740 合計 49,150



⑥半蔵門線…………表参道

⑦有楽町線…………営団成増・要町・東池袋・飯田橋・市ケ谷・有楽町

特別招待状（制作部数：1,000部）

出展社、後援・協賛団体、主催団体会員等に配布。

招待状（制作部数：400,000部）

棚日本病院会会員病院、ホスピタルショウ後援・協賛団体、委員会委員、出展社および社会福

(3)

(4)

祉施設・保健所等に配布。

－１３１－



第181994年国際病院連盟汎地域会議

１．会議のテーマ ﾍルスケア－その理想と現実

２．会 期 平成６年10月６日（木）～８日（土〉３日間

３．会 場 バシイフコ横浜

神奈川県横浜市西区みなとみらい一丁目１番１号

４．主 催 社団法人曰本病院会

５．共 催 国際病院連盟（InternationalHospitalFederatiｏｎ）

アジア病院連盟（AsianHospitalFederation）

ｅ・後 援 厚生省

文部省

日本学術会議

日本医師会

神奈川県

横浜市

－１３２－



７．参加者数 ４５３名同伴者６９名計５２２名

（内、海外１５７名同伴者４５名計２０２名）

３７ヶ国８．参加国数

8-2．参加国同内訳

人
６
８
２
２
４
５
１
１
２
７
６
１
５
２
１
８
３
２
船
２

本
１

＊

同伴者

人
１
２
１
８
１
１
１
３
３
１
１
９
４
１
２
２
６
４

本
１

１
１

同伴者

アルゼンチン

オーストラリア

ベルギー

ブラジル

カナダ

中国

キューバ

デンマーク

フィンランド

フランス

ドイツ

ギリシヤ

ホンコン

ハンガリー

インド

インドネシア

イスラエル

イタリア

日本

ケニア

鯉国

モンゴル

オランダ、

ナイジエリア

ノルウェー

パキスタン

フィリピン

ポーランド

ポルトガル

南アフリカ

スペイン

スウェーデン

スイス

台湾

３
１
１
１

６

４

１

１

２

１

３

３

１

１

１

１

２

１

２４

２

アラブ首長国連邦

英国

米国

２
７

計４５３ ６９

注）＊留学生８名を含むも、看護学生296名は含まれていない。

同伴２名は海外参加者の同伴。
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会議曰程表

」
』
』

PＩ全体会務

ｍ
Ｘ
Ⅱ
伽
Ⅱ
Ⅱ
伽
的
Ｎ
Ⅱ
Ⅱ

８
０
２
３
４
５
６
７
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■■■■、
句定

■

登
録
受
付

■■■■、■■■■
句定 ■■■

■

登
録
受
付

登
録
受
付

｜
ボ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
／
ビ
デ
オ
ア
ン
ド
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン

￣￣
■■【IHI沮Cヨー

メインホール(1F）

ＰＬＳ１(9:00-10:00）

PＬ

開会式

灘
10:00-

講演 iiOI45）
RobertJMAXWELL

｢豊かな国の課題」

PＬ

製農幾M5）
諸橋芳夫

｢日本の医療システム」

旨 食

ホスピタルピジット

ウェルカム

レセプション

■■■
Ⅱ■■

登
録受

付

ボ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
／
ビ
デ
オ
ア
ン
ド
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン

■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■

メインホール(1F）

旨 食

ＰＬＳ４(13:15-16:15）
パネルディベート

医療における公的、

私的部門についての

ディベート

PＬＳ５

特膿豊17:15）
藤正雁

｢見えない機械～生体を測る」

バンケット

(ディナークルーズ）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－
Ⅱ■■■■■■■、ｈ■（;副■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

501（5F） 502(5F） 503(5F）

ＣｏｎｃＳ１(9:00-10:30）

医療費抑制：

管理への挑戦

Conc・Ｓ２(9:00-10:30）

ＡＨＦフォーラム：

アジアにおける

医療保険制度

ＣｏｎｃＳ３(9:00-10:30）
Parll：

治療的環境のデザイン

(建築）

ＣｏｎｃＳ６(10:45-12:15）

医療管理者教育

ＣｏｎｃＳ５(10:45-12:15）

伝統医学(漢方)の
現代的役害リ

ＣｏｎｃＳ３(10:45-11:30）
Pa｢１１１：

治療的環境のデザイン.

高齢者のケア

Conc・Ｓ４(11:30-12:15）
看護婦の新しい役害リ

■■■
■■■

登
録
受
付

ボ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
／
ビ
デ
オ
ア
ン
ド
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン

■■■■■■■■■■■■■■
－－万'y必■眉。’

メインホール(1F）

ＰＬＳ６(9:00-9:45）
蟇調講演２

ＳａｎｇＴａｅＨＡＮ
｢健康に老いるには」

ＰＬＳ７(10:00-12:45）
公開シンポジウム

｢あなたの８月日を

誰が看る」

ＰＬＳ８(12:45-13:30）
閉会式



９．会議内容

(１０月６日）

Ｐ１ｅＭｒｙｓｅｓｓｉｏｎｌ開会式９:00～１０:００

アトラクション：雅楽「陪臓」

開会宣言：河北博文絹織委員長

学会長挨拶：諸橋芳夫社団法人曰本病院会会長

ＩＨＦ会長挨拶：JurKlausProssdorf国際病院連盟会長

来賓祝辞：井出正一厚生大臣（代理；寺松尚健康政策局長）

村瀬敏郎日本医師会長

長洲一二神奈川県知事

高秀秀信横浜市長（代理；坂本信夫衛生局長〉

ＰＩｅｎａｒｙｓｅｓｓｉｏｎ２基調講演１１０:００～１０:４５

「豊かな国の課題：医療資源の適正かつ公正な利用｜

座長：ＪＮＣａｌｄｅｉｒａｄａＳｉｌｖａ（NationalSchoolPublicHealtl〕ポルトガル）

講演者：RobertJ・Haxwell（キングス財団最高執行者イギリス）

Plenarysession3学会長講演

「曰本の医療システム」

座長：牧野永城（亀田総合病院曰本）

講演者：諸橋芳夫（社団法人日本病院会長

１１：００～１１：４５

日本）

ホスピタルビジット １２：４５～１７:００

ウェルカムレセプション

アトラクション：狂言「お茶の水」

１８:００～２０:００

－１３５－



(10月７日〉

Cｏ１１ｃｕｒｒｅｎｔｓｏｓｓｉｏｎｌ９:００～１０:３０

「医療費抑制：管理への挑戦１

座長：ＳⅢｅＳｊｏ１ｕｎｄ（StocKholmCareABスウェーデン）

池上直己〈慶応義塾大学医学部曰本〉

講演者：

Ｃ1-1「施設からオープン・ケアへ-2000年までのフィンランドの保健医療制膿

造的変化ｌ

ＪｏｍａＡｎｔｅｒｏＢａｃｋ

フィンランド地方白i合体協会（フィンランド）

Ｃ1-2「韓国全土で実施されたパフォーマンスの分析I

YounOsooShin

韓国医療管理研究所（韓国）

Ｃ1-3「適正な患者数、平均在院曰数と経営戦略」

濃沼信夫

東北大学医学部（日本）

Ｃ1-4「組織の再構築一質と責任の向上」

ＨｉｃｈａｅｌＪａｍｅｓＳｃａｒｌｅｔｔ

クイーン・エリザベス・センター（オーストラリア）

Ｃ1-5「台湾で初めてのインセンティブ方式を採用したグループプラクテイスｊ

Ｃｈｉｎ－ＵｎＣｈａＭ

ＳｈｉｎＫｏｎＯ病院（台湾）

Ｃ1-6「日帰り手術：ホームケアが術後の病院治療に代わる」

［vert-JanVan8eek

TLaMeLand病院（オランダ）

インランドの保健医療制度の横

Concurrentsession2９:００～１０:３０

「ＡＨＦフォーラム：アジアにおける医療保険制度１

座長：ＤｏｏＪｉｎＨａｈｎ（韓国病院協会韓国）

北川定謙（財団法人食品薬品安全センター日本）

講演者：

Ｃ2-1「日本の医療制度の概説一世界最長の平均余命の背景」

本松研一

宮崎県立宮崎病院（日本）

－１３６－



~韓国における漣1柔保険制度の改革」

ＯＫＲｙｕｎＨｏｏＩ）

国立ソウル大学公衆衛生学部（韓国〉

｢台湾の国民健康保険：実施にあたってのこれまでの進捗と問題」

Ｈｉｎ－ＳｈｅｎＹａＭ

中華民国病院協会（台湾）

｢フィリピンの健康保険ｌ

ＴｈｅｌｍａＮＣｌｅｍｅｎｔｅ

フィリピン病院協会（フィリピン）

|インドネシアにおける医療財政改革と病院業界に対する影響」

Ｓａｍｓ１Ｊａｃｏｂａｌｉｓ

インドネシア病院協会（インドネシア）

｢国民皆保険以後：２１世紀の医療の建築に対する影響ｊ

ＧｅｏｒＯｅＪＨａｎｎ

テキサスＭＩＨ大学建築学部（米国）

0２－２

C２－３

C２－４

C２－５

C2-6

Concurrentsession3Partl９:００～１０:３０

「治療的環境のデザイン（建築〉」

座長：ＲＪＳａｈｌ（国際建築家連盟公衆衛生グループドイツ）

伊藤誠（日本病院建築協会日本〉

Ｃ3-1「アスクレピオス神殿の治療環境一古代に学ぶ」

SophiaChatzicocoli-SyraKou

マケドニアテツサロニキ・アリストテリオン大学建築学部（ギリシヤ）

Ｃ3-2「ヘルスケアにおける治療環境の設計と増大するその役割」

ＷａｙｎｅＲｕＯａ

へルス・デザイン・センター（米国）

Ｃ3-3「治療過程を支える適切な病室環境の設計j

Andrzej［dmundGalkowsKi

ボズナニエ科大学（ポーランド）

Ｃ3-4「病棟設計の進展」

ＶｉｒｅｎＳａｈａｉ

建築家、都市設計コンサルタント（イギリス）

Ｃ3-5「積極的な治療環境の保証」

ＤｏｎａｌｄＣＡｘｏｎ

アメリカ建築家協会へルスケア部会（米国）

－１３７－



｢地卸的環境としての病院建築｜

長沢蚕

東京大学Ｊ学部建築学科（日本）

C3-6

Concurrentsession3PartI

「治療的環境のデザイン（建築）・高齢者のケア」

座長：ＷＨＯａｒｌｌｎＯ（SCU[ｈｏｒＴｙｎｅＤＨＡイギリス）

長沢泰（東京大学工学部建築学科日本）

講演者：

Ｃ3-7「治療を助ける建築設計戦略」

ＪａｍｅｓＯＪｏｎａｓｓｅｎ

ＮＢＢＪ社（米国）

Ｃ3-8「病院設計における治療環境l

HosheZarhy

ザーリー建築設計事務所（イスラエル）

Ｃ3-9「高齢者ケアの新しい試みＩ

ＪｏｈｎＪｏｈｎｓｔｏｎ

国際病院連盟（カナダ）

１０:４５～１１：３０

Ｃｏｎｃｕｒｒｅｎｔｓｅｓｓｉｏｎ４

「看護婦の新しい役割」

座長：Haj-LenSundin（AKerHospitalノルウエー〉

荒井蝶子（聖路加看護大学日本）

講演者：

Ｃ4-1「曰本における看護婦の役割と専門性の将来」

竹股喜代子

亀田総合病院（曰本）

Ｃ4-2「看護婦の新しい役割一財政管理者としての看護婦」

ＣｈｏＫｏＳｕｍｉｙｏｓｈｉ

ワシントン・プロビデンス病院（米国）

Ｃ4-3「AnlnterpretiveStudyof［verydayPractices

by［xperiencedPsychiatric

中山洋子

聖路加看護大学（日本）

１１：３０～１２：１５

Nurses」

－１３８－



１０:４５～１２１５ConcurrelltsessioI15

r伝統医学（漢方）の現代的役割１

座長：ＪｕｌｊａｎＤＣｚａｐｓＫｉ

（「edoracaoNacionaldos［ｓｔａｂｃｌｅｃｉｍｃ１)ｔｏｓｄｅＳｅｖｉｃｏｓｄｅ

高橋勝三（武蔵野赤十字病院日本）

講演者：

Ｃ5-1「西欧の近代医学における鍼療法の現状と将来の可能性Ｉ

ＪｅａｎＢｏｓｓｙ

ニーム大学病院センター（フランス）

Ｃ5-2「台湾における漢方と西洋医学の統合に関する発展状況l

Hin-HouHwal1O

ShowChwan記念病院（台湾）

Ｃ5-3「中国における漢方の科学化の試み」

金恩源

中日友好医院中西医結合研究室（中国）

ＣＭ「なぜ曰本人医師は漢方を処方するのか」

小林登

国立小児病院（日本）

Ｃ5-5「中国における漢方医学の現状と展望］

李文瑞

北京医院漢方医科（中国）

Ｃ5-6「現代における伝統医学の役割一鍼灸医学の立場から｜

矢野忠

明治鍼灸大学（曰本）

SaUdOブラジル）

１０:４５～１２：１５Ｃｏｎｃｕｒｒｅｎｔｓｅｓｓｉｏｎ６

「医療管理者教育１

座長：YoungsooShin（韓国医療管理研究所韓国）

紀伊國献三（東京女子医科大学曰本）

講演者：

Ｃ6-1「文化の最前線：医師向け病院経営教育の再編」

Janｅ［ＩｉｚａｂｅｔｈＳｈａｗ

英国子供救済基金パキスタンノース・ウエスト

（パキスタン）

・フロンティア政府保健省

－１３９－



｢中田における医療経.貢教育ｌ

ＺｈｉｘｉｎｑＣｈｅｎ

上海第二医科大学（中国）

｢病院医師に対する管理教育］

大津正典

旭中央病院（日本）

｢ポーランドにおける医療経営教育と改革」

DanutalAliewiora-Pilecka

ワルシャワ大学院医療センター（ポーランド）

｢曰本の病院管理者のマネージメント教育に関する調査」

大道久

日本大学医学部（日本）

｢ChangingHosDitalAdministratioMducation

foraChanqinOHealthcareSystem」

David8StarKweather

カルフオルニア大学バークレー校（米国）

06-2

C６－３

C6-4

C6-5

C6-6

PlenarySession4パネルデイベイト１３:１５

「医療における公的、私的部門についてのディベイト」

座長：ＡｌａｉｎｄｅＮｅｖｅｒ（ＧＩａｘｏＢｅｌＯｉｕｍＳ.Ａ、ベルギー）

河北博文（河北総合病院日本）

講演者：

Ｐ４１「健康的な未来へ向けて」

ＪｏｈｎＮｙｎＯｗｅｎ

（オーストラリア）

Ｐ４－２「インドネシアにおける政府規制と市場競争の最適化と統合」

Ｈ､Soejoga

llHO/インドネシア保健省（インドネシア）

Ｐ４－３「オランダの医療システム：調整の過渡期か中断か」

ＴｏｎＫｒｏＩ

オランダ保健医療団体連合会（オランダ〉

Ｐ４－４「スペインの医療システム：計画と市場の問」

ＲｉｃａｒｄＨａｒｔｉＧｕｔｉｅｒｒｅｚ

カタロニア赤十字（スペイン）

～１６:１５

－１４０－



｢日本の保健医療分野一Ｍ)公私の役割の再定義｜

池上直己

慶応義熟大学医学部（□本）

｢市場に基く改革の例を示す先導者としてｊ

ＦｒｅｄＨｉｌｉｓ

ミズーリ・バプテスト医療センター〈米国）

｢分権化された利益センター組織における費用抑制j

ArneBjornberg

北スウエーデン大学病院（スウェーデン）

「医師への資源管理の分権ｌ

ＹｏｒＫＹＮＣｈｏｗ

クイーン・エリザベス病院（香港）

Ｐ４-５

Ｐ４-６

Ｐ４-７

P4-８

１６:３０～１７：１５PlenarySession5特別講演１ｂ：

「見えない機械・生体を測る」

座長：小林登国立小児病院旧本）

講演者：藤正厳東京大学先端科学技術研究センター教授（日本）

－１４１－



(１０月８日）

Ｐｌ０ｎａｒｙＳｅｓｓｉｏｎ６基調講演２９:00～９:４５

「健康に老いるには：西太平洋地域における新しい試み｜

座長：ＧｕｎｎａｒＳｃｈｉｏｅｌｅｒＮａｔｉｏｎａｌＢｏａｒｄｏｆＨｅａｌｔｈ（デンマーク）

講演者：ＳａｎＯＴａｅＨａｎ 世界保健機構西太平洋地域事務局長（韓国〉

ＰＩｅｎａｒｙＳｅｓｓｉｏｎ７公開シンポジウム１０:００～１２:４５

「あなたの明日を誰が看る」

座長：行天良雄医事評論家（曰本）

講演者：隅谷三喜男社会保障制度審議会会長（曰本〉

RobertN、Ｂｕｔｌｅｒマウントサイナイ医科大学老年学部長（米国）

JohnJohnston 国際病院連盟（カナダ）

Ｎｉ９ｅｌＨａｒｔｉｎ 世界高齢者団体連盟(IＦＡ）事務局長（カナダ）

橋本大二郎高知県知事旧本）

閉会式 １２:４５～１３:３０

座長：ErrolPickerinq（国際病院連盟事務総長）

アトラクション：琴演奏「六段の調べ」

会議総評：［rrolPicKerinO（国際病院連盟事務総長）

挨拶：FerdinandSiemTjamWHO

次期会議

プロモーション：ＩｓｔｖａｎＨｉＫｏｌａ （ハンガリー）

謝辞：ErroIPickerinO（国際病院連盟事務総長）

閉会宣言：牧野永城（学術委員長）

－１４２－



会 式9-2開

1)実施(］時 １０月６日（木）９:００～1():００

(亀田総合病院）
ｌ云いろ

雅楽「陪l虜ｊ＊佼成雅楽会

開会宣言河北博文組織委員長

学会長挨拶諸橋芳夫日本病院会長

挨拶プロスドルフＩＨＦ会長

来賓祝辞井出正一厚生大臣

〈代理；寺松尚健康政策局長）

村瀬敏郎曰本医師会長

長洲一二神奈川県知事

高秀秀信横浜市長

（代理：坂本信夫衛生局長）

第 司会田原ルツ

９:００～９２０

９２５～９:２８

９２８～９:３３

９:３３～９:４０

９:４０～９:４５

2)次

９:４５～９:５０

９:５０～９:５５

９:５５～１０:００

*佼成雅楽会

（舞人）高山欣也（笙〉片山浩利（筆業）植木幹雄（龍笛）寺本恭章

長田明子星野匡男桃沢啓之平原良浩

酒井廣江宮城由章栗山和巳市川泰弘

吉野真代上松利光佐藤師子大谷昌已

内田恭司

（輻鼓）西村身知子（太鼓）村上貢一（鉦鼓〉田中延枝

（その他〉衣装方大槻真一郎進行相沢敦雄

－１４３－



9-3ホスピタルピジット

１０月６日（木）１２:４５～１７Ｍ1)実施曰時

引率者参加者数2)晃学病院

①神奈川県立こども医療センター

②済生会横浜市南部病院

③横浜労災病院

④済生会神奈川県病院

⑤横浜市立大学医学部付属病院

⑥横浜赤十字病院

⑦東芝病院

⑧国際親善病院

小林登

高橋淑郎

紀伊国献三

北原光夫

波多野誠

高橋勝三

長沢蚕

岡本悦司

名
名
名
名
名
名
名
名

９
５
６
３
２
０
３
６

２
２
２
２
４
２
４
２

計234名

9-4．ウェルカムレセプション

１０月６日（木）１８:００～20:0０1)実施曰時

１８:００～１８:４０＊狂言「御茶の水」

１８:４０～ウエルカムパーティ

（開会挨拶）諸橋芳夫学会長

プロスドルフＩＨＦ会長

土屋章神奈川県病院協会長

１９:２５～１９:3０（閉会挨拶〉高橋勝三運営委員長

*狂言「御茶の水」

（住持）善竹圭五郎（新発意）南溢（伊茶〉南徳子

（後見）善竹十郎

2)次第

9-5．バンケット

１０月７日（金）１８:００～21:0０1)実施日時

クルージング（マリーンシヤトル）2)内容

202名（海外142名）

－１４４－

3)参加者数



１０関連プログラム

１２題1）ボスターセッション

大韓病院協会がパネル展示2）ビデオフオトセッション

①（株）トリム

②サービスマスター・ジャパン（株）

③（株）島津製作所

④（株）サンアロー

⑤（株）ビー・エム・エル

⑥（株〉キューアル

⑦東芝メディカル（株）

⑧アロカ（株）

⑨オリンパス光学工業（株）

⑩帝人（株）

1１（株）エム．アンド．シ-

12ジーイー横河メディカルシステム（株）

1３（株）曰立メディコ

1４（株）曰本電子理研

1５（株）開進

1６（株）曰音医理科器械製作所

3)展示１ｓ社１８小間

4)同伴者プログラム

庭園散歩と茶の湯（三渓園）

生花教室

鎌倉一日観光

10月６日

７曰

８日

名
名
名

５
４
７

２
１
１

延べ56名

－１４５－



１１．特記事項

1)シンポジウム「あなたの明日を誰が看る｜を一般公開

申込者351名

出席者202名

公開媒体９月１日付広報よこはま

９月１４日付朝日新聞夕刊

2)スカラーシップの採用

実施範囲 50ケ国の病院協会又は政府機関に依頼①海外

対象者 45歳以下の病院医療の研究者、学生

旅費、宿泊費の一部援助・登録費の軽減内容

参加申込 6名

3名（国別／モンゴル１ケニア１ボーランド１）出席者数

医科大学病院管理学教室、公衆衛生学教室に依頼実施範囲②国内Ａ

対象者 45歳以下の留学生

旅費、宿泊費の実費負担・登録費の不要内容

参加申込 8名

出席者数 8名（国別／チリ１中国３韓国２

タンザニア１米国１）

－１４６－



③国内巳実施範間都内、横浜市内の看護学校ならびに医療秘書学校

対象者学生

内容登録費の不要（授業単位の取得）

出席者数296名（参加者総数には含まれていない）

神奈川県衛生専門学校 84名

横浜赤十字病院付属看護専門学校３６名

河北総合病院看護専門学校 40名

国際医療専門学校 136名

3)一般演題申込数と採択数

申込数 採用数

P'６．４医療における公的、私的部門についてのディベート 1１ ８

Conc.Ⅲ医療費抑制：管理への挑戦 2０ ６

ＣｏｎｃＳｏ２ＡＨＦフォーラム：アジアにおける医療保険制度 ７ ６

Conc.Ｓ３治療的環境のデザイン（建築） 2０ ９

ConcS､４看護婦の新しい役割 ３ ３

ConcS､５伝統医学（漢方）の現代的役割 ８ ６

ConCS､６医療管理者教育 1１ ６

計 8０ 4４

１２．取材媒体 １７社２１名

－１４７－



3．今回の会議にご援助いただいた団体・会社

阿部建設株式会社

株式会社秋山愛生館

アロカ株式会社

アマシャム株式会社

アトム株式会社

株式会社ビーエムエル

カールツァイス株式会社

財団法人化学及血清療法研究所

株式会社千葉興業銀行

株式会社チヤク

千代田メディカル株式会社

中和印刷株式会社

株式会社中薬

財団法人結核予防会第一健康相談所

医療法人同友会

ダイナポット株式会社

株式会社ダスキン

株式会社ダスキンヘルスケア

日本イーライリリー株式会社

富士メディカルシステム株式会社

株式会社フジタ医科器械

フクダ電子株式会社

福神株式会社

財団法人結核予防会福岡県支部

財団法人福岡労働衛生研究所

株式会社福山医科

ＧＥ横河メディカルシステム株式会社

財団法人八戸市総合健診センター

林薬品株式会社

平成薬品株式会社

久光製薬株式会社

株式会社日立製作所曰立総合病院
日立総合健診センター

株式会社日立メディコ

ヘキストジャパン株式会社

北陸製薬株式会社

ホシ伊藤株式会社

財団法人茨城県メディカルセンター

国際医療管理専門学校

岩淵薬品株式会社

岩淵薬品株式会社医療器械部

財団法人岩手県予防医学協会

株式会社岩戸紙店

財団法人日本医療食協会

株式会社自治体病院共済会

医療法人社団裕健会神田クリニック

財団法人関西労働保健協会

キッセイ薬品工業株式会社

有限会社近畿調理機

財団法人高知県総合保健協会

高知検診クリニック

株式会社江東微生物研究所

コニカメディカル株式会社

有限会社興和社

クラヤ薬品株式会社

共立医科器械株式会社

財団法人京都工場保健会

協和醗酵工業株式会社

協和医科器械株式会社

財団法人九州健康総合センター

日本レダリー株式会社

株式会社眼科器械のマキノ

松本薬品株式会社

株式会社松本医科器械

明治乳業株式会社

株式会社三郷興業

株式会社三菱油化ピーシーエル

森永乳業株式会社

株式会社モロオ

－１４８－



村中医療器株式会社

有限会社武蔵野レンズ研究所

名古屋簡易保険総合健診センター

中北薬品株式会社

株式会社ニデック販売

株式会社日本病院共済会

日本光電工業株式会社

株式会社日本トリム

日本ユニシス株式会社

社団法人新潟県健康管理協会

日研化学株式会社

曰機装株式会社

社団法人日本経営協会

日本ロシュ株式会社

株式会社曰音医理科器械製作所

株式会社のいり

お茶の水医療秘書歯科助手専門学校

大森薬品株式会社

大崎衛生材料株式会社

大分県地域成人病検診センター

岡山中央診療所健康管理センター

オリンパス販売株式会社

オリンパスソフトウェア株式会社

株式会社オ'ﾙﾊﾟｽﾒﾃﾞｨｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

株式会社イワケン

大ケ池診療所

大阪医薬品協会

武田薬品工業株式会社

塩野義製薬株式会社

田辺製薬株式会社

藤沢薬品工業株式会社

大日本製薬株式会社

小野薬品工業株式会社

株式会社ミドリ十字

住友製薬株式会社

吉富製薬株式会社

株式会社大塚製薬工場

日本新薬株式会社

扶桑薬品工業株式会社

森下ルセル株式会社

日本ペーリンガーインゲルハイム株式会社

日本シェーリング株式会社

バイエル薬品株式会社

日本チバガイギー株式会社

参天製薬株式会社

ロート製薬株式会社

興和新薬株式会社

マリオン・メレル・ダウ株式会社

日本臓器製薬株式会社

マルホ株式会社

丸石製薬株式会社

藤沢アストラ株式会社

菱山製薬株式会社

東和薬品株式会社

新日本薬品株式会社

シェリング・プラウ株式会社

沢丼製薬株式会社

株式会社小沢酸素

パラマウントベッド株式会社

株式会社サンアイ

株式会社エスアールエル

サンド薬品株式会社

株式会社三清社

株式会社三星堂

参天製薬株式会社

船員保険福岡健康管理センター

生化学工業株式会社

有限会社精工医科器械店

株式会社島津製作所

清水眼科

有限会社進英プリント

昭和薬品株式会社

－１４９－



雪印乳業株式会社

株式会社スズケン

株式会社大正堂

高砂熱学工業株式会社

武田薬品工業株式会社

株式会社田中三誠堂

株式会社帝人バイオ・ラポラト

テルモ株式会社

財団法人日本予防医学協会

株式会社千葉銀行

大東京火災海上保険株式会社

社団法人日本医薬品卸業連合会

株式会社ミドリ十字

全国医療秘書教育協会

株式会社京葉銀行

社団法人東京医薬品工業協会

（左藤製薬洙式会社

昭和薬品化工株式会社

大鵬薬品工業株式会社

大正製薬株式会社

帝国臓器製薬株式会辻

株式会社ツムラ

東京田辺製薬株式会社

鳥居薬品株式会社

富山化学工業株式会社

わかもと製薬株式会社

山之内製薬株式会社

戸田建設株式会社

安田火災海上保険株式会社

東邦薬品株式会社

学校法人秋葉学園東京ｾｸﾚﾀﾘｰ専門学校

東京医薬品株式会社

東京基準寝具株式会社

富田薬品株式会社

東レメディカル株式会社

東芝メディカル株式会社

財団法人告原記念健康医学センター

潮田三国堂薬品株式会社

株式会社バレオ

和光堂株式会社

ワイス・エーザイ株式会社

株式会社八神製作所

ヤリタ医療術材株式会社

ゼネカ薬品株式会社

トリーズ

旭化成工業株式会社

萬有製薬株式会社

中外製薬株式会社

第一製薬株式会社

エーザイ株式会社

グレラン製薬株式会社

岩城製薬株式会社

科研製薬株式会社

鐘紡株式会社

杏林製薬株式会社

協和醗酵工業株式会社

明治製菓株式会社

持田製薬株式会社

株式会社模範薬品研究所

日本製薬株式会社

日本化薬株式会社

大塚製薬株式会社

ファイザー製薬株式会社

エスエス製薬株式会社

三共株式会社

健康保険組合連合会

神奈川県

横浜市

学会主催団体は含んでおりません。

－１５０－



１４．会計報告

1994年国際病院連盟汎地域会議収支決算書

(単位：円）(収入の部）

(支出の部）

－１５１－

事項 金額

１．自己資金

２．会費

３．寄付金

４．雑収入

０
９
２
１

０
２
５
４

０
３
９
７

７
７
７
７

０
６
４
４

０
９
８
３

０
６
８
３

７
７
？

９
７
４

１
６

計 ９１ ， ９１６ ， ０２２

事項 金額

1人件寶（謝金）

2．旅費
■_

父 通費

3．物品實

4．印刷製本贄

5．通信運搬實

6．会場借料

7．会議實

8．業務委託贄

９．その他

０
３
３
５
５
７
６
４
９

０
２
６
９
５
－
０
３
９
９

０
４
２
０
７
２
０
１
９

９
９
７
９
７
７
７
７
７

０
４
０
８
１
２
８
１
９

０
４
８
３
５
２
３
４
９

９
←
０
９
４
８
１
０
０
９

７
９
７
７
７
７
７
７
７

１
０
４
５
６
４
５
８
４

１
１

１
１
１

計 ９１ ７ ９１６ ， ０２２



委員会委員

学会長 諸橋芳夫 (社団法人日本病院会会長）

(千葉・総合病院国保旭中央病院長）

組織委員会 (委員長） 河北博文 (社団法人日本病院会副会長）

(東京・河北総合病院理事長）

(東京・東京女子医科大学客員教授）

(東京・武蔵野赤十字病院長）

(千葉・亀田総合病院診療統括副院長）

(静岡・総合病院聖隷浜松病院長）

(国際病院連盟事務総長）

(茨城・総合病院土浦協同病院長）

(岡山・岡山赤十字病院長）

(東京・厚生科学研究所長）

(副委員長） 紀伊國献三

高橋勝三

牧野永城

中山耕作

Ｄｒ・ErrolPickering

(委員）

内
田
野

登
依
吉

真
雄
雄
忠
晶

牧野永城

紀伊國献三

波多野誠

池上直已

川渕孝一

長澤黍

岡崎通

竹内正也

(委員長）

(副委員長）

(委貴）

学術委員会

(東京・曰経ＢＰ社診療所長）

(東京・慶應義塾大学総合政策部教授）

(東京・国立医療・病院管理研究所研究員）

(東京・東京大学工学部教授）

(三重・国立津病院名竃院長）

(茨城・社会保険いばらき健康管理センター長）

高橋

吉野

川渕

小山

南

許山

岡本

瀬田

高橋

土屋

三
雄
一
夫
溢
隆
司
孝
郎
章

勝
晶
孝
秀

悦
克
淑

(委員長）

(副委員長）

(委舅）

運営委員会

(東京・国立医療・病院管理研究所部長）

(奈良・秋津泊地病院理事長）

(山梨・許山胃腸病院長）

(大阪・近畿大学医学部公衆衛生学講師）

(東京・社会保険中央総合病院長）

(カナダ・トロント大学医学部助教授）

(神奈川・渕野辺総合病院長）

河北

伊藤

牧野

中山

岡崎

大道

高橋

文
研
減
作
通
學
三

博
永
耕

勝

(委員長）

(委貴）

財務委員会

(愛知・医療法人大雄会会長）

(大阪・医療法人大道会理事長）

(アルファベット順）
－１５２－



第１９アジア病院連盟

1．理事会開催1994年10月７日(金）

２．同会議議事録

パシフィコ横浜

ＭＩＮＵＴＥＳＯＦＴＨＥＡＨＦＢＯＡＲＤＯＦＧＯＶＨＩＮＯＲｏＳＭ皿TＩＮＧ

WFIDINYoKoHAMAIAPANoNFRIDAY70croBER1994ATPAcIFICoYoKOHAMA

lMeInberspresent

DrJacobalis,Samsi

DrHan,DooJ1n

D｢Cho,Ｗｏｏｎ－Ｈａｅ

Ｄｒ･Ｈａ,ＨｏＵｋ

Ｄｒ・C1emente,Ｔｈｅｌｍａ

Ｍｒ・chang,ＣｈｉｎＵｎ

ＤＴＰ・ＹａｎｇＭｉｎＳｈｅｎｇ

Ｄｒ･ＣｈａｎＣＳｔｅｖｅ

Ｍｒ.Ｍing,WangYou

ProfYangSze-Piao

Dr､Morohashl,Yoshlo(President）

DrKawakitaHirobumi

Dr・Takahashi,Katsumi

Dr･Ｋｉｉｋｕｎｉ,Kennzo

Dr・EikiMakino(secretaryGeneral）

Indonesia：

Korea：

Philippines：

Taiwan,RＯＣ

Japan：

Observers：Mrs･Desales,Carmina

Dr・Nakayama,Kosaku

DrTonouchi,Ｓｈｉｎ

Ｄｒ･Yoda,Ｔをldao

(Philippines）

(Japan）

(Japan）

(Japan）

Ｚ Calltoorder

Dr・Morohashi，thePresiclentofAHF,canedthemeetmgtoorderand

adressｅｄｔｈｅｗｅｌｃｏｍｅｒｅｍａｒｋｓｔｏｔｈｅｍｅｌｎｂｅrspresentand

lndlcatedthatDr・Makino,theSecretaryGeneraloftheAHFwould

concluctthemeetmgasactingchairInanonhisbehalfThe
proposalwassupportedwithoutobjection．

３ Theactingchairmanthencolnmentedthatthesituationofthe

Boardremａｍｓｔｌｌｅｓａｍｅａｓｌａｓｔｙｅａｒｕｎｔｉｌｔｈｅｒevisedconstitution

comesintoeffect・Ｔｈｅｎ,itwasproposedthatifasituationarisesto

needvotmgfOrdecision,ｔｈｅｓａｍｅｐｒｏｖｉｓｉｏｎａｌｒｕｌｅａｓｏｆｔｈｅｌast

year，aUowingthreevotingrightsmcludlngproxyvotesforeach

memberstateistobefoUowed・Theproposalwasagreed
unanimously、
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MinutesoftheprevlousMeedng，

TheminutesoftheBoardofGoverners'MeetingheldinMorioka，

Japanonl8Junel993hadbeensenttoeachmemberstateshortly

aftertheMeetmg・Themmuteswereconnrmedwithout
amenClment．

４

Financialreportfor(Dec)1993-(Nov)l994

TotalincomehasbeenUS＄2000,includingtheUS$500annualfees

fromfourmemberstates・DrJacobalisstatedthatfeeforlndonesia

wouldbepaidshortlyafterthisMeetingwasover・

ExpenditureamountedtoUS＄ZSOO,spentmostlyforthetourofAHF

memberdelegatesandBoardofGovernor'ｓMeeting、Thereport
wasnoted．

５

６Finalapprovaloftherevisedconstitutionａｎｄｔｈｅｄａｔｅｏｆｃｏｍｉｎｇ
ｉｎｔｏｅｆｆｅｃｔ・

ThedraftamendmentoftheConstitutionpreparedbytheSecretary
Generalhadbeendiscussedandapprovedafterrevisingseveral

polntsattheBoardMeedngheldinMoriokalastyear、

TheflnaldraftwaspresentedandrevlsedpartoftheConstitution

wasconfirmedandwasfinallyapprovedunanimously・

ＴｈｅａｃｔｉｎｇｃｈａｉｒｍａｎｔｈｅｎｐｒｏｐｏｓｅｄｆorthenewConstitutionto

comelntoｅｆｆｅｃｔａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅＹｏｋｏｈａｍａｌＨＦPan-Reglonal

ConferencewhichwaｓｔｏｃｌｏｓｅｏｎｔｈｅｎｅｘｔｄａｙｏｆｔｈｉｓＢｏａｒd

Meetmg,eightthofOctober,l994Theproposalwassupported
unanimously・

Ｄｒ､C1ementethencommentedthatadocumentstatingtheprocess
oftheamendmentshouldbeattachedtotheConstitutionand

undersignedbytherepresentativesofthedelegateswho

particlpatedtheamendInent,Therewasnoobjection．

1994IHFPan-RegionalConferenceinYokohama・

Awordofappreciationwasexpressedbytheactingchairmanfor
thecooperationsandassistanceofthememｂｅｒｓｔａｔｅｓｅｘｔｅｎｄｅｄｔｏ

ｔｈｅｌ９９４１ＨＰＰan-RegionalConferencewhichwasbeinghostedby

theJapanHospitalAssociation．

７

８ ＮｏｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｎｅｗＰｒｅｓｉｄｅｎｔｏｆｔheAsianHospitalFederation・

ＴｈｅａｃｔｌｎｇｃｈａｉｒｍａｎｓｔａｔｅｄｔｈａｔＤｒ・Morohashiospresidentialterm

istｏｅｎｄｏｎｔｈｅ３０ｔｈｏｆＯｃｔｏｂｅｒ,l994andanewpresldentlstobe

nommatedatthismeetlng、Ｔｈｅｎｓｔｏｆｔｈｅｎａｍｅｓｏｆｔｈｅｐａｓｔ

ｐｒｅｓｉdentswasdlstliljutedfOrconsiderationinnominatingthe
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incomingpresident・Ｔｈｅａｃｔｉｎｇｃｈａｉｒｍａｎｔｈｅｎｃｏｍｍｅｎｔｅｄthatin

reviewingthelistofthepastpresidents,itappearedthatTaiwan，
ＲＯＣｈａｄｔｈｅｒｉｇｈｔｔｏｃｌａｉｌｎｆＯｒｔｈｅｎｅxtpresidentlaloffice，ｉｆｔｈｅ

ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌｔｕｒｎｗａｓｔｏｂｅｆＯ１ｌｏｗｅｄ、However,inactualact，nosuch

sequentialturnhadbeeｎｆＣ１１ｏｗｅｄｉｎthepasthistoⅣofthe

organization,ａｌｂｅｉｔｉｔｗａｓｓｏｓｔａｔｅｄｉｎｔｈｅｅｘｌｓｔｉngconstitution・

Moreover，ｉｔｈａｄｂｅｅｎｔｈｅｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇｏｆｔｈｅKoreandelegates

thatKorea1sturｎｗａｓｔｈｅｉｍｐｌｉｃｉｔｃｏｎｓｅｎｔａｍｏｎｇｔｈｅdelegatesof
memberstates・

ViewsfrombothTaiwanandKoreandelegateswereexpressedon

thismatter､Aftertheexchangeofsomediscussion8frombothsides，

Ｄｒ・JacobalisproposecltosettlethematterbyvodnganclDr・

ClementeseconCledthis・Theproposalwassupportedunanimaously・

Theactingchairmanthenexpressedhisdesirethatthefriendship

whichhadbeenlnalntainedfirmlyamongthememberstates

throughoutthehlstoryofAHFshouldnotbelnjuredbysucha
trMalmatter、

ImmediatelybefOrethevotingslipsweredistributed,Ｄｒ・Chang

eXpresseclthewishofTaiwanROCtowithdrawtheirclalminthe

interestoffriendshlpamongthemembercountries、A11the

memberspresentwereverygratefultothedelegatesofTalwan,ROC

fOrtheirgenerousandcourageousdecision・ＴｈｅｎＤｒ､Ｈａｎｗａｓ

ｎｏｍｉｎａｔｅｄａｓｔｈｅＰｒｅｓｉｄｅｎｔＤｅｓｉｇｎａｔｅｂｙｕｎａｎｌｍｏｕｓｓｕｐｐｏｒｔ．

９ Ｄｒ､ＨａｎａｄｒｅｓｓｅｄｈｉｓｇｒｅｅｔｉｎｇｓｔｏｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓａｓｔｈｅＰｒｅｓｌｄｅｎｔ

ＤｅｓｉｇｎａｔｅａｎdeXpressedhishopetoincreasememｂｅｒｓｈｉｐｓｔｏＡＨＦ

ｄｕｒｉｎｇｈｉｓｔｅｎｕｒｅ．

ｌ０Ｄｒ・Morohashiexpressedhisdeepappreｃｌａｔｉｏｎｔｏａｌｌｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓ

ｆＯｒｔｈｅｃｏoperationsandsupportsgiventohi、duringthetenure

ofhisPresidency．

Themeetingadjourned．
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Ｃ○ＮＳＴＩＴＵＴＩＯＮ
ｏｆｔｈｅＡｓｉａｎＨｏｓｐｌｔａ」Ｆｅｄｅｒａｔｉｏｎ

Ａｒｔｉｃｌｅｌ，Ａｉｍｓａｎｄ○biectlves

１．TheAslanHospitalFede｢atlon（hereinafterrefer｢ｅｄｔｏａｓｔｈｅ

Ｆｅｄｅ｢ation）isanindependent，non-politlcalbody，organlzedby

nationalhospltalassoclatlonslnAsla，ｗｈｏａｒｅｃｏｎｃｅ｢nedln

pursuanceofthefollowingobjectlves．

ａ・Ｍａｌｎｔｅｎａｎｃｅｏｆａｎｅｆｆｌｃｌｅｎｔｌｌａｓｏｎａｍｏｎｇｔｈｅｍｅｍｂｅ｢ｓａｎｄｔｈｅ

ｏｔｈｅｒｈｏｓｐｌｔａｌａｓｓｏｃｌａｔ１ｏｎｓｌｎｔｈｅｒｅｇｌｏｎ･

ｂＣｏｏｒｄｌｎａｔｊｏｎｏｆｔｈｅａｃｔＭｔｊｅｓｏfhospl[ａｌａｓｓｏｃｉａｔｌｏｎｓｌｎＡｓｌａ

ｆｏｒｔｈｅａｔｔａｉｎｍｅｎｔｏｆａｈｌｇｈｓｔａｎｄａｒｄｏｆｈｅａｌｔｈｃａｒｅ・

ｃＥｓｔａｂｌｌｓｈｍｅｎｔａｎｄｐｒｏｍｏｔｌｏｎｏｆａｓｙｓｔｅｍｆｏｒａｎｅｘｃｈａｎｇｅｏｆ

ｉｎｆｏ｢ｍａｔｌｏｎｏｎｅｖｅｒｙａｓｐｅｃｔｏｆｈｏｓｐｉｔａｌｓｅ｢ｖｉｃｅｓｖａｎｄｐａｔｌｅｎｔｃａ｢ｅ

and［ｈｅｌａｔｅｓｔｍｅｄｉｃａｌｌｎｆｏ｢ｍａｔｌｏｎ．

２．Ｔｏｅｎｄｅａｖｏｒｔｏａｃｈｌｅｖｅｔｈｅｈｌｇｈｅｓｔａttainablestanda｢ｄｏｆ

ｈｏｓｐｉｔａｌａｄｍｌｎｌｓｔ｢ａｔｉｏｎ．

〕ＴｏｐｒＯｍｏｔｅａｎｄｍａｌｎｔａｌｎｆ｢lendlyrelatlonsandmutual

assisｔａｎｃｅａｍｏｎｇｔｈｅｐｅｏｐｌｅｏｆｍｅｍｂｅｒｃｏｕｎｔｒｉｅｓｉｎｔｈｅｒｅｇｉｏｎ．

Ａ｢ｔｊｃｌｅｌ．Ｍｅｍｂｅ｢shlp

ｌＴｈｅ｢ｅｓｈａｌｌｂｅｔｈｒｅｅｃａｔｅｇｏｒｉｅｓｏｆｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅＦｅｄｅ｢ａｔｌｏｎａｓ

ｆｏｌｌｏｗｓ：

Ｃａｔｅｇｏ｢ｙＡ．－Ａｎｙｎａｔｌｏｎａｌｈｏｓｐｌｔａｌａｓｓｏｃｌａｔｉｏｎｄｕｌｙ

ｃｏｎｓｔｌｔｕｔｅｄｉｎａｃｃｏｒｄａｎｃｅｗｌｔｈｔｈｅｌａｗｓｏｆｔｈｅｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅ

ｃｏｕｎｔｒｙｗｈｅｒｅｌｏｃａｔｅｄａｎｄｔｈｅＭｌｎｌｓ[｢ｙｏｆＨｅａｌｔｈｏｒｌｔｓ

ｅｑｕｌｖａｌｅｎｔ・

Ｃａｔｅｇｏ｢ｙＢ．－Ａｎｙｈｏｓｐｉｔａｌｌｎｃｏｕｎｔ｢ｌｅｓｏｒａ｢eａｓｏｆＡｓｉａ

ｗｈｅｒｅｎａｔｌｏｎａｌｈｏｓｐｌｔａｌａｓｓｏｃｌａｔｌｏｎｓａ｢ｅｎｏｔｙｅｔｏｒｇａｎｌｚｅｄ

ＣａｔｅｇｏｒｙＣ－Ａnynatlonalorganlzatlonallledtｏａｎｄ/ｏｒ

ｄｌｒｅｃｔｌｙｃｏｎｃｅｒｎｅｄｗｌｔｈｈｏｓｐｌｔａｌａｃｔＭｔｌｅｓｗｈｌｃｈｍｅｅｔｔｈｅ

ｑｕａｌｌｆｌｃａｔｌｏｎｓｔａｎｄａｒｄｓｓｅｔｕｐｂｙｔｈｅＢｏａ｢ｄｏｆＣｏｖｅｒｎｏ｢ｓｏｆｔｈｅ

Ｆｅｄｅ｢ａｔｉｏｎ

２．Ａ１１ｍｅｍｂｅ｢shlpsgpftheFede｢ａｔｌｏｎｓｈａｌｌｓｕｂｉｅｃｔｔｏｔｈｅａｐｐｒｏｖａｌ

ｏｆｔｈｅＢｏａ｢ｄｏｆＣｏｖｅｒｎｏｒｓ．

Ａ｢tlclem・Ａｄｍｌｎｌｓｔ｢atlon

1．ＢｏａｒｄｏｆＣｏｖｅｒｎｏｒｓ

ａ・ＴｈｅＦｅｄｅ｢ａｔｉｏｎｓｈａｌｌｂｅａｄｍｌｎｌｓｔｅ｢ｅｄｂｙｔｈｅＢｏａ｢ｄｏｆＣｏｖｅ｢ｎｏ｢ｓ

(herelnafterrefer｢ｅｄｔｏａｓｔｈｅＢｏａｒｄ)，whlchconslstsofthree

｢ｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｌｖｅｓｎｏｍｌｎａｔｅｄｂｙｅａｃｈｍｅｍｂｅｒｃｏｕｎｔｒｙａｎｄａｐｐｒｏｖｅｄｂｙｔｈｅ
Ｂｏａｒｄ．

－１５６－



Ｔｈｅｍｅｍｂｅ｢ｓｏｆｔｈｅＢｏａ｢ｄｓｈａｌｌｓｅ｢ｖｅｆｏｒａｔｅｒｍｏｆｆｏｕｒｙｅａ｢ｓｅａｃｈ

ａｎｄｓｈａｌｌｂｅｅｌｉｇｌｂｌｅｆｏｒｒｅａｐｐｏｌｎｔｍｅｎｔａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｈｌｓ/herｔｅｒｍ．

ｂｌｆａｖａｃａｎｃｙｌｎｔｈｅＢｏａｒｄｏｃｃｕｒｓｏｔｈｅｒｔｈａｎｂｙｅｘｐｌ｢ａｔｉｏｎｏｆａ

ｍｅｍｂｅｒＩｓｔｅｒｍｏｆｏｆｆｉｃｅ，ｔｈｅＢｏａ｢ｄｓｈａｌｌｆｌｌｌｉｔｂｙｃｏ－ｏｐｔｌｎｇａ

ｍｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅＦｅｄｅ｢ａｔｌｏｎｏｆｔｈｅｓａｍｅｎａｔｌｏｎａｌｉｔｙ・Ｔｈｅｃｏ－ｏｐｔｅｄ

ｍｅｍｂｅｒｓｈａｌｌｈｏｌｄｏｆｆｌｃｅｆｏ「ｔｈｅｔｅ｢ｍｏｆｆｏｕ「ｙｅａ｢s、

ｃ，ＴｈｅＰｒｅｓｉｄｅｎｔｓｈａｌｌｂｅｃｈｏｓｅｎｆ｢ｏｍａｍｏｎｇｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅ

Ｂｏａ｢ｄａｎｄｔｈｅＰｒｅｓｉｄｅｎｃｙｓｈａｌｌｂｅｒｏｔａｔｅｄａｍｏｎｇｔｈｅｍｅｍｂｅ「Count｢ｉｅｓ

ｌｎａｎｙｓｅｑｕｅｎｃｅｏｎｂｌｅｎｎｉａｌｂａｓｉｓ・Ｔｈｅｐ｢ｅｓｉｄｅｎｔｍａｙｓｅｒｖｅｌｏｎｇｅｒ
ｗｉｔｈｔｈｅａｐｐ｢ｏｖａｌｏｆｔｈｅＢｏａ｢ｄ，ｂｕｔｎｏｔｔｏｅｘｃｅｅｄｆｏｕｒｙｅａ｢ｓ

ｌｎｃｌｕｄｉｎｇｔｈｅｆｉｒｓｔｔｅ｢、．

。、ＴｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅＢｏａｒｄｏｆＣｏｖｅ｢ｎｏ｢ｓｓｈａｌｌｍｅｅｔａｔｌｅａｓｔｏｎｃｅ

ａｙｅａｒａｔａｔｉｍｅｔｏｂｅｄｅｔｅ｢ｍｌｎｅｄｂｙｔｈｅＢｏａ｢。，ａｎｄａｔａｎｙｏｔｈｅｒ

ｔｌｍｅｗｈｅｎｃｏｎｖｅｎｅｄｂｙｔｈｅＰ｢esldentorrequestedbyamajo｢ｉｔｙｏｆ
ｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅＢｏａ｢。．

ｅ・ＴｈｅＰｒｅｓｉｄｅｎｔｏｆｔｈｅＦｅｄｅｒａｔｌｏｎｓｈａｌｌｐ｢ｅｓｌｄｅａｔｔｈｅｍｅｅｔｌｎｇｏｆ
ｔｈｅＢｏａｒｄｏｆＣｏｖｅ｢nors-lnhlsabsence，ｔｈｅｃｈａｉ｢ｍａｎｓｈａｌｌｂｅｃｈｏｓｅｎ

ａｍｏｎｇｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅＢｏａｒｄ・

ｆＴｈｅｑｕｏｒｕｍｆｏｒａｍｅｅｔｌｎｇｏｆｔｈｅＢｏａ｢ｄｓｈａｌｌｂｅｔｗｏｔｈｌ｢ｄｓｏｆ

ｔｈｅｃｏｕｎｔｒｉｅｓｐｒｅｓｅｎｔａｔｔｈｅｍｅｅｔｌｎｇａｎｄｐｒｏｘｙｖｏｔｅａｍｏｎｇｔｈｅ

ｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅｓａｍｅｃｏｕｎｔ｢ｙ，ａｌｌｏｗｌｎｇｔｈ｢ｅｅｖｏｔｌｎｇｒ１ｇｈｔｓｆｏｒｅａｃｈ

ｍｅｍｂｅｒCount｢ｙｔｏｂｅａｃｃｅｐｔｅｄ

ｌｔｓｄｅｃｌｓｌｏｎｓｓｈａｌｌｂｅｔａｋｅｎｂｙａｓｌｍｐｌｅｍａｉｏｒｉｔｙｖｏｔｅ、

8．Theheadqua｢tｅｒｏｆｔｈｅＦｅｄｅｒａｔｌｏｎｓｈａｌｌｂｅａmoblleone，

｢ｏｔａｔｌｎｇａｍｏｎｇｔｈｅｃｏｕｎｔ｢ｌｅｓｗｈｅｒｅｔｈｅＰ｢esidentlives．

２．ＴｈｅＳｅｃｒｅｔａ｢ｙＣｅｎｅｒａｌｓｈａｌｌｂｅａｐｐｏｌｎｔｅｄｂｙｔｈｅBoard

concu｢｢ｅｎｔｌｙｗｊｔｈｔｈｅａｐｐｏｌｎｔｍｅｎｔｏｆｔｈｅＰｒｅｓｌｄｅｎｔ・Ｔｈｅｔｅｒｍｏｆｈｌｓ

ｏｆｆｉｃｅｓｈａｌｌｂｅｔｈｅｓａｍｅａｓｔｈａｔｏｆｔｈｅＰｒｅｓｌｄｅｎｔ･

ＴｈｅＳｅｃ｢ｅｔａｒｙＣｅｎｅ｢ａｌｓｈａｌｌｂｅｒｅｓｐｏｎｓｌｂｌｅｆｏｒｔｈｅａｆfai｢ｓｏｆｔｈｅ

Ｆｅｄｅ｢ａｔｌｏｎ，ｔｈｅｐ｢ｏｐｅｒｅｘｅｃｕｔｌｏｎｏｆｔｈｅｐｏｌｌｃｉｅｓｏｆｔheBoa｢ｄｏｆ

Coverno｢s，ａｎｄｓｕｃｈａｃｔＭｔｉｅｓａｓｈｅｍａｙｂｅｒｅｑｕｌｒｅｄｏｒａｕｔｈｏ｢ized

toundertake・Ｈｅｓｈａｌｌａｌｓｏｂｅｒｅｓｐｏｎｓｉｂｌｅｆｏｒｋｅｅｐｌｎｇｒｅｃｏ｢ｄｓｏｆ

ｔｈｅｍｅｅｔｌｎｇｓｏｆｔｈｅＦｅｄｅ｢ａｔｌｏｎ・

Ｈｅｓｈａｌｌｒｅｃｅｉｖｅａｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎｔｏｂｅｄｅｔｅ｢ｍｌｎｅｄｂｙｔｈｅＢｏａ｢．．

Ａ｢ticlelV・Ｓｕｂｓｃｒｌｐｔｌｏｎ

１．ＴｈｅａｎｎｕａｌｓｕｂｓｃｒｌｐｔｌｏｎｏｆｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅＦｅｄｅｒａｔｌｏｎｓｈａｌｌ

ｂｅｄｅｔｅ｢ｍｌｎｅｄｂｙｔｈｅＢｏａｒｄｏｆＣｏｖｅ｢ｎｏｒｓ、
２．Ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｌｏｎｓａ｢ｅｄｕｅｏｎａｄｍｌｓｓｉｏｎｏｆｍｅｍｂｅ｢ｓｈｌｐａｎｄ

ｓｕｂｓｅｑｕｅｎｔｌｙｏｎｔｈｅｌｓｔｏｆＪｕｌｙｅａｃｈｙｅａｒ．
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ＡｒｔｉｃｌｅＶ．Ａｍｅｎｄｍｅｎ[ｓ

ＴｈｌｓＣｏｎｓｔｉｔｕｔｌｏｎｍａｙｂｅａｍｅｎｄｅｄａｔｔｈｅＭｅｅｔｉｎｇｏｆｔｈｅＢｏａ｢ｄｏｆ
Ｃｏｖｅｍｏ｢ｓｂｙｔｈｅｔｗｏｔｈｌｒｄｓｍａｊｏ｢ｉｔｙｖｏｔｅｏｆｍｅｍｂｅ｢ｓｐ｢esentand
en[itledtovote，ｐ｢ｏｖｉｄｅｄｔｈａｔａｎｙｐ｢oposaltoalterthls
ConstltutlonｍｕｓｔｂｅｓｕｂｍｌｔｔｅｄｔｏｔｈｅＳｅｃ｢ｅｔａｒｙＣｅｎｅｒａｌｉｎｗ｢ｉｔｌｎｇ
ａｔｌｅａｓｔｔｈｒｅｅｍｏｎｔｈｓｂｅｆｏ｢ｅｔｈｅｍｅｅｔｊｎｇ．

Ａ｢tｌｃｌｅＶＬＡｃｃｏｕｎｔｓ

Ｔｈｅ５ｅｃ｢ｅｔａ｢yCene｢ａｌｓｈａｌｌｓｕｂｍｌｔａｃｃｏｕｎｔｓｏｆｔｈｅＦｅｄｅｒａｔｌｏｎｔｏ

ｔｈｅＢｏａ｢ｄｏｆｔｈｅＣｏｖｅｒｎｏｒｓａｎｎｕａｌｌｙ・

Ｗｈｅｎａｂａｌａｎｃｅｏｎｌｎｃｏｍｅａｎｄｅｘｐｅｎｄｌｔｕ｢ｅａｃｃｏｕｎｔｓｐ｢ｏｄｕｃｅａｓｕ｢ｌ
ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｔｅｎｕ｢ｅｏｆＰｒｅｓｌｄｅｎｃｙ，ｊｔｓｈａｌｌｂｅｄｅｐｏｓｉｔｅｄｂｙｔｈｅ
ｏｆｆｉｃｅｏｆｉｎｃｕｍｂｅｎｔｐｒｅｓｌｄｅｎｔ．

ｓｕ｢ｐｌｕｓ

Ａ｢ｔｉｃｌｅＹｌ○fflclalLanguages

ＴｈｅｏｆｆｌｃｌａｌｌａｎｇｕａｇｅｏｆｔｈｅＦｅｄｅ｢ａｔｌｏｎｓｈａｌｌｂｅＥｎｇｌｉｓｈａｎｄｓｕｃｈ
ｏｔｈｅｒｌａｎｇｕａｇｅｓａｓｍａｙｂｅａｕｔｈｏｒｉｚｅｄｂｙｔｈｅＢｏａｒｄｏｆＣｏｖｅ｢ｎｏｒｓ．

ＡｒｔｉｃｌｅＫＶｏｔｌｎｇｂｙＣｏ｢respondence

Ｗｈｅｎａｄｅｃｊｓｌｏｎｊｓｒｅｑｕｊｒｅｄｏｎａｍａｔｔｅｒｗｈｌｃｈｃａｎｎｏｔｂｅｄｅｌａｙｅｄ
ｕｎｔｌｌｔｈｅｎｅｘｔｍｅｅｔｌｎｇｏｆｔｈｅＢｏａ｢ｄ，ｔｈｅＳｅｃｒｅｔａｒｙＣｅｎｅｒａｌｍａｙｂｅ
ａｕｔｈｏ｢ｉｚｅｄｂｙｔｈｅＰ｢ｅｓｌｄｅｎｔｔｏａｓｃｅ｢ｔａｌｎｂｙｃｏｒ｢eｓｐｏｎｄｅｎｃｅｔｈｅ

ｏｐｌｎｌｏｎｓｏｆｔｈｅｍｅｍｂｅ｢ｓｏｆｔｈｅＢｏａ｢ｄａｎｄｔａｋｅａｎｙｎｅｃｅｓｓａｒｙａｃｔｌｏｎ
ｌｎａccordancewiththemajo｢ityoplnlon．

ＡｒｔｉｃｌｅＸ・Ｃｏｍｌｎｇｌｎｔｏｅｆｆｅｃｔ
■

ThlsrevlsedConstitutlonreplacestheexlstingConstitutlonof
Z6ｔｈｏｆＳｅｐｔｅｍｂｅｒ’１９７１ａｎｄｃｏｍｅｓｉｎｔｏｅｆｆｅｃｔｏｎｔｈｅｅｌｇｈｔｈｏｆ
○ｃｔｏbe｢，１９９４．

Ｎｏｔｅ：

Ｂｅｃａｕｓｅｏｆｔｈｅｐｒｅｓｅｎｃｅｏｆａｎｕｍｂｅ｢ｓｏｆｌｔｅｍｓｌｎｔｈｅｅｘｌｓｔｌｎｇ
Ｃｏｎｓｔｌｔｕｔｌｏｎｗｈｌｃｈａｒｅｉｍｃｏｍｐａｔｉｂｌｅｗｉｔｈｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｓｔａｔｕｓｏｆｔｈｅ
ＡｓｌａｎＨｏｓｐｌｔalFederatlon，ｒｅｖｌｓｉｏｎｏｆｔｈｅＣｏｎｓｔｉｔｕｔｌｏｎｗａｓｄｅｃｌｄｅｄ

ａｔｔｈｅＢｏａｒｄｏｆＣｏｖｅｒｎｏ｢ｓ１Ｍｅｅｔｌｎｇｈｅｌｄｌｎ○saka，Ｊａｐａｎ，ｏｎｔｈｅ
ｎｌｎｅｔｅｅｎｔｈｏｆＪｕｎｅ,１９９２．ＡｄｒａｆｔａｍｅｎｄｍｅｎｔｏｆｔｈｅＣｏｎｓｔｌｔｕｔｉｏｎｗａｓ

ｐｒepa｢ｅｄｂｙｔｈｅＳｅｃ｢ｅｔａ｢ｙＣｅｎｅ｢ａｌａｎｄｗａｓｄｌｓｃｕｓｓｅｄａｔｔｈｅＢｏａ｢ｄ
ＭｅｅｔｌｎｇｈｅｌｄｉｎＭｏｒｉｏｋａ，ＪａｐａｎｏｎｔｈｅｅｌｇｈｔｅｅｎｔｈｏｆＪｕｎｅ,Ｉ９９３ａｎｄ
ｓｅｖｅ｢ａｌｒｅｖｌｓｌｏｎｓｗｅｒｅｍａｄｅ・Ｔｈｅｆｉｎａｌｄ｢ａｆｔｗａｓｐ｢ｅｓｅｎｔｅｄａｔｔｈｅ
ＢｏａｒｄＭｅｅｔｌｎｇｈｅｌｄｌｎＹｏｋｏｈａｍａｏｎｔｈｅｓｅｖｅｎｔｈｏｆ○ｃｔｏbe｢,Ｉ９９４ａｎｄ
ｗａｓａｐｐｒｏｖedunanimously．
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第２０他団体との連絡協議及び連合

〔全国病院団体連合〕

1．総会

期曰

場所

出席者

平成６年４月27日

ダイヤモンドホテル

役員７名、会員19団体31名

来賓（職能団体）３名

①平成５年度事業報告及び決算報告について

②平成６年度事業計画(案)及び予算(案)について

③今回の診療報酬改定と今後の対応について

④消費税について

⑤その他

議題

2．常任幹事会

期日

場所

出席者

議題

平成６年11月25日

日本病院会会議室

７名

①全病団連の今後の活動の進め方について

②消費税問題について

③病院機能評価機構について

④医療費・医薬品について

⑤医療法の一部改正について

⑥診療報酬改定後の病院経営について

⑦その他

期日

場所

出席者

議題

平成７年２月16日

東條会館

６名十病院大会関係者６名

病院大会の運営について
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3．要望書

①臨床研修病院の医療法位置付け、診療報酬の大幅引上げ、消費税の病院負担解消など５項目を

要望（５月12曰、厚生省当局へ）

②平成７年度予算に関する要望（社会保険診療報酬の改定、病院の増改築（医療施設近代化施設

整備）に対する国庫補助金の増額と確保）及び消費税に関する要望について、平成６年８月23日

関係当局へ

4．病院大会

名
主
曰
会
次

「国民医療を守る全国病院大会」

全国病院団体連合

平成７年２月16曰（木）午後２時～３時30分

東條会館１階ホール

１．開会

２．開会あいさつ

３．協賛団体紹介

４．来賓紹介

５．来賓祝辞

６．祝電披露

７．議長団選出

８．協議

（１）診療報酬について

（２）阪神大震災について

（３）民間病院に対する助成について

（４）病院が負担している消費税について

９．決議

10．陳情

陳情団代表あいさつ

11．閉会あいさつ

一般参加者397名

来賓２７名

報道関係１５名

来賓内訳

称
催
時
場
第

●
●

●
●

●

勺
■
Ⅱ
ユ
（
叩
〃
】
（
辺
『
傘
〉
△
｜
扣
巴
ユ
Ｆ
，
【
空
〉

6．参加者数
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各党代表

自由民主党衛藤晟一

日本社会党今井澄

新党さきがけ荒井聰

新進党石田祝稔

本人出席代理出席

稲垣実男衆議院粟屋敏信

高橋辰夫衆議院小沢辰男

竹内黎一衆議院越智伊平

福島豊衆議院小野晋也

堀之内久男衆議院斎藤十朗

前島英三郎参議院塩崎恭久

桝屋敬!悟衆議院鈴木俊一

森丼忠良衆議院戸井田三郎

柳田稔衆議院松浦功

山口俊一衆議院三浦朝彦

宮下創平

持永和見

森英介

衆議院

衆議院

衆議院

衆議院

祝電

網岡雄

岩垂寿喜男

大島慶久

大浜方栄

勝木健司

五島正規

清水嘉与子

塚田延充

宮崎秀樹

山本孝史

衆議院

衆議院

衆議院

衆議院

参議院

衆議院

衆議院

衆議院

参議院

衆議院

衆議院

衆議院

衆議院

衆議院

衆議院

参議院

参議院

参議院

衆議院

参議院

衆議院

参議院

衆議院

〈玄
●

Ｆ
Ｄ

一

貝

平成７年３月末現在25団体（中央12、地方13）

〔医療法人制度に関する懇談会〕

５月１９日（木）第５回医療法人制度に関する懇談会

。医療法人制度について

８月26日（金）第６回医療法人制度に関する懇談会

◎医療法人制度について

９月20曰（火）第７回医療法人制度に関する懇談会

◎医療法人制度について

10月14日（金）第８回医療法人制度に関する懇談会
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◎医療法人制度について

11月28曰（月）第９回医療法人制度に関する懇談会

。医療法人制度について

１月13日（金）第10回医療法人制度に関する懇談会

。医療法人制度について

２月23日（木）第11回医療法人制度に関する懇談会

。医療法人制度について

３月22日(zk）第12回医療法人制度に関する懇談会

◎医療法人制度について

いずれも伊藤研常任理事が出席

厚生省の医療法人制度検討委員会が12月１曰報告書をまとめたが、

改正に向けて引続き病院団体代表による懇談会を持つこととした。

医療法
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第２１日本病院会政治連盟会務報告

平成６年
６月29日

８月26曰

10月26曰

第129通常国会会期末、村山政権誕生。自民・社会．さきがけの連立新政権

衆院・小沢辰男議員が名古屋で懇談会。曰病愛知県支部役員等地元から４人が出席

日本医師連盟から参議院選挙の対応について、曰医会館で会合招集、大浜議員の辞退表明

など説明

新党（新進党）結成大会がパシフィコ横浜で開かれ、諸橋会長が招待、出席

諸橋会長、中山・河北副委員長が年末挨拶に旧顧問議員団（自民15名、新進２名）を訪問

日本医師連盟が参議院選挙の対応について、武見敬三氏の推せんを説明、曰医会館にて

自民党から統一地方選における東京など激選区の知事選支援要請を受け、６候補に推せん

12月10曰

12月21日

２月27日

３月30日

状交付
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四
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
厳
会
（
中
医
協
）
に
病
院
団
体
の
代
表
を
参
加
さ
せ
る
こ
と

五
、
医
療
保
険
審
蟻
会
委
員
に
病
院
代
表
委
員
を
任
命
す
る

、
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と

、
医
療
法
に
臨
床
研
修
病
院
を
位
置
付
け
る

今
回
の
診
療
報
酬
の
改
定
に
つ
い
て
、
我
々
は
療
養
環
境
整
備
や
建
て
替
え
な
ど
拡
大
再
生
産
の
費
用
（
キ
ャ

ピ
タ
ル
コ
ス
ト
）
を
含
め
て
一
○
・
一
％
の
要
求
を
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
質
二
・
七
％
で
は
病
院
騒
員
の
人
件
費
増
も
賄
え
な
い
。
少
な
く
と
も
人
件
費
分
ぐ
ら
い

は
毎
年
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
「
病
院
か
か
り
つ
け
医
」
の
二
百
床
ま
で
の
制
限
。
平
均
左
院
日
数
を
短
く
せ
よ
と
い
っ
て
お
き
な
が

ら
特
一
一
一
類
の
要
件
を
二
五
日
か
ら
三
（
）
日
に
延
ば
し
、
平
均
在
院
日
数
が
短
い
も
の
へ
の
評
価
が
な
い
。
そ
し
て

公
立
病
院
の
室
料
差
額
二
割
制
限
、
な
ど
問
題
点
も
多
い
。

さ
ら
に
、
患
者
給
食
の
一
部
負
担
の
導
入
な
ど
は
、
先
進
国
で
は
例
が
な
く
、
病
院
は
少
し
も
潤
う
と
こ
ろ
が

な
い
ば
か
り
か
、
患
者
の
誤
解
を
生
む
だ
け
で
あ
る
。
仮
に
財
源
が
な
い
と
い
う
の
な
ら
ば
、
医
療
周
辺
産
業
が

膨
大
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
矛
盾
し
た
構
造
を
早
急
に
改
め
る
ぺ
き
で
あ
る
。

今
後
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
国
民
の
求
め
る
、
よ
り
質
の
高
い
病
院
医
療
の
提
供
を
行
う
た
め
に
、
さ
ら
な
る

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

臨
床
研
修
病
院
は
、
設
備
・
人
員
等
非
常
に
厳
し
い
指
定
基
準
か
ら
み
て
、
病
院
の
機
能
は
、
特
定
機
能
病
院

と
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
と
思
わ
れ
る
。
医
師
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
蔑
床
研
修
病
院
を
医
療
法
上
明
確
に
し

臨
床
研
修
医
の
待
遇
を
改
善
し
て
、
臨
床
研
修
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
元
年
度
に
導
入
さ
れ
た
潅
安
稜
は
、
本
来
最
終
消
費
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
特
例
と
し
て
医

療
費
の
う
ち
社
会
保
険
診
療
報
酬
分
野
が
非
繰
涜
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
医
薬
品
な
ど
の
材
料
費
、
経
費
、

委
託
費
な
ど
が
消
費
者
で
あ
る
患
者
に
転
嫁
で
き
な
い
仕
組
み
で
病
院
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
の
一
点
単
価
に
消
費
税
率
ア
ッ
プ
分
を
明
ら
か
に
上
乗
せ
し
、
患

者
へ
の
例
外
な
き
課
税
を
行
う
（
現
状
で
は
一
点
一
○
・
三
円
と
す
る
）
か
、
ま
た
は
病
院
負
担
と
な
る
消
費
税

の
全
額
還
付
を
行
う
か
ど
ち
ら
か
の
方
法
を
露
じ
る
｝
」
と
。

消
費
税
が
病
院
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
な
措
置
を
謙
ず
る
こ
と
。

医
療
費
の
中
の
七
○
％
を
占
め
る
病
院
の
代
表
が
中
医
協
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
際
、
委
員
の
定
数
増
を
図

り
特
に
高
度
医
療
、
医
師
の
卒
後
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
病
院
の
代
表
を
中
医
協
に
参
加
さ
せ
、
ま
た
審
議
を

公
開
す
べ
き
で
あ
る
。

現
在
、
医
療
保
険
審
護
会
に
学
識
経
験
者
と
し
て
病
院
団
体
よ
り
参
加
し
て
い
る
委
員
を
引
き
続
き
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
。

平
成
六
年
五
月
十

日

要

と

望』
、
、

と

全
国
病
院
団
体
連
合

代
表
幹
事
諸

橋
土
万

一
六

書



鰯
平成ⅢＩｚＧｌｌ２（）１１

政府税制調査会
会長ノ)Ⅱ膝寛殿

’
社１１１法人’１本１１ｉｊｌ塊

会艮諸橘芳

医旅櫛ＩＨＩをめぐる消費税IILびにその負Il1に|H1する要望書

ｌ|:会保険医療は、国民皆保険というlIlのljMIに』い;き、棚めてi脚i1qiな公ＪＷｌﾐとIlill約

性をイノしており、Ｍ吹医.擁機関は、杜会保険診療報Ⅳ'１というⅡＭＩＭ､つ公>ｉｆ(,llilfM)＝しと

に匡|民に対し必嬰な医臓を提(｣（しております。

平成元ｆＭＨに導入・実Ｉｊｕさオした消費税法では、社会政鞭的なハil慮に韮づき社会保

険医療を非課税１Ｍ｜とし、妓終消費者･への祝のl匪嫁を行っておりません。仕人オＬに係

わる消費税分は、社会保険診療報酬に」二乗ｕされているといわ」しておりますが、医旅

搬関としては継営’二0)負'１１になっているといわざるを得ません。

高鮒化に伴う社会保障負}１１増や直１１１１比率０)兇１画し等に対処するた｡ﾉ)、消費税率のり｜

き上げが予想さオしており、このままでは松嫁さオしない消費税が１Ｍ政過ｉｎに'111っている

医旅機関の綴営を一段と鯛地に追い込むこととなります。

」邑記０)実I11iをご'111解]r〔き、囚１Ｍ)lAu服に係」）る地域医旅及びlIillE医ＤＭ)質的低］<を

'1ﾉjll:するたﾊﾉ)に＝し、底lyX職|Ｈ１をめぐる消Z1fl兄)Ⅱiびにその負111に|H1し次にＩ１ｉｌげる哩釧1lv

Illの災j)Aをljll<望みます`，

［聖望］

○J|ﾐ課税とさオしている社会保|I仇医旅をiiIMuとし、ゼロ.パーセント税AII(を週Ⅲ１－る

こと（いわ}))るゼロィ兄率ilill皮）。

○消費税法の改ilきが行わオしず、ｉl:会保|吹医旅のＪＭＭＭｌｆｌ麓がｲﾉ腕するのでＪＭＬば、

楽Allll牌入、委託費、継費等０)支払い、建物・医療器械等の'１阿人等(l:人ｵＬに係ｲ）る

消費税分を社会保険診採報酬に｣〕いて負I1lしていることをlﾘＭにすること。

｝し体的には、診療iW1111に」二乗せさ)11,るⅡ:人オLに係オ)る消州;Ｍ)撹定|川処のI)川j化

当赦部分のｌＩｌｌ処】'|払い(lillO)導入。

以
１．

１．

－１６６－



平成６年６月２０Ⅱ

､－－つ－－

噸lｌ１１１ｂ 〉ｉｆ野ｲＩI殿

社Ｍ法人１１本ブ,ｊｉｌ塊

会長諸橋芳

医療槻関をめぐる消費税並びにその負ｌｌｌｌこ関する要望書

ド|:会保険医療は、国民皆保険という国の施策に基づき、極めて高度な公共性と制約

性を有しており、保険医療機関は、社会保険診療報酬という低廉かつ公塵hlii格のもと

に国民に対し必i要な医療を提供しております。

平成元年４月に導入・実施された消費税法では、社会政簸的な配慮に）,(づき社会保

険医療を非課税取引とし、最終消費者への税の転嫁を行っておりま-１Ｍﾉ。仕入オＬに係

わる消費税分は、社会保|喚診療報酬に」二乗せされているといわオしておりますが、医療

機関としては経営上０)負担になっているといわざるを得ません。

高齢化に伴う社会保障負担増や直ill比率の見直し等に対処するため、消費税率のり｜

き」二げが予想されており、このままでは転嫁さオLない消費税がI町政辿迫に陥っている

医療機関の経営を一段と窮地に追い込むこととなります。

」二記０)実情をご理解頂き、国民のILM(に係わる地域医療及び国民医療の質的低下を

防I上するためにも、医療機関をめぐる消費税並びにその負Ｈ１に関し次に掲げる要望:|「

項の実現を強く望みます．

［要望］

○非課税とさオしている社会保険医採を課税とし、ゼロ．パーセント税率を週川する

こと（いわし))るゼロ税率制度）。

○消費税法の改正が行われず、社会保lljt医療の非課税措置が存続するのであオしば、

薬（ＩｌＭ偉入、委託費、経費等の支払い、｛&上物・医探器械等の購入等仕入れに係わる

消費税分を社会保険診療報酬において負担していることをIﾘ｣'際にすること。

具体的には、診療報酬に上乗せされるｲl:入れに係わる消費税の算定根拠の開示と

当該部分(ﾉ)HIlilLBll払い(lillO)導入。

以上

－１６７－



)|/１Ｍ〕イ'三〔ｉｊｌ２４１１

１tlijl法人「１本医ｉｌｌｌｉ金

言会こそ'三三二イこ寸測奴 ｢u文良1s欧 皀
甫
脈
血
圧

胴
、
繭
協
同

雪
房
廻
置l］本私、:医卜|大学凶

ｊＪｊｌ１ｄｌ！〈l：

祉川法人

会長

。■

社団法人［Ｉ本ｊ１ｉｉｌ院

会艮蒲｜,、労離農

医旅lill供|をﾑﾉ)ぐる消費机並びにそり)負１１１１こｌＭｌ－る典型劃

社会保険医搬は、囚}込皆Ｍｊ典という国(ﾉ)施鞭に｣Aiづき、極めて高度な公」(Ｉ化とflillﾙ<ｊ

Ｉ化を有して｣〕I）、Ｍｌｊｌ(医１MK槻IHlは、社会(1ｨL|吹診嫌*ＭｊｌＩというⅢＬＩＭ､つ公定(lIi格(ﾉ)lf｣と

に凶I込に対し必典な医旅をＵＭ（しておりｉｆﾂｰ。

平成元年４」１に導入・災施さオした消費脱法では、社会政簸的な配脳に基づき社会保

険隆雄を非課税取引｜とし、賦終消費者ﾉ、の祝の岻嫁を行っておりません`」早生省は（上

人オしに係わる消費税分は、社会保険診巌報酬に」二采-tlしているといイ)オしてj〕りま~４－が

不'川iiiで、医旅機関としてはlYi`菖上の貝111になっているといイ）ざるを得ません。

ｉﾄﾖilAlh化に伴う1('二会保障負l1ljWiP1嵐'1ⅡI上率(ﾉ)兇iﾋﾞ[し等に対処~ｌｂたり)、ｉ'|当|賀ｌ;).率Ｕ)ｌｌ

さ」二ｌＭＦＬ１ＭＵＩさオして』ゴリ、このままでは転嫁さオＬない消費税がI|ｲ政過ｉｎに'1(i1つ‐〔いる

医療磯側の職営を一段と蝋地に追い込むこととな}」まり-．

」二部(ﾉ)災↑月をごl1l1lWlf〔さ、’てKllM)他1J(に(ﾉⅢ)る地域医jIWM〔びI1illME1yX(ﾉ)'‘〔〔|`I〈jIln「を

lvjllﾆするたり)にも、ｌ送雌槻|典|をﾑﾉ)ぐゐ消劉ｲｸ).)Ⅲびにイァ(ﾉ）（４）111こ|典'しiukに｜いける典型ＡｌＩ

ｊｌ１の実l兇を弧く望みまり－．

ljAll型

OJliij1MAとさ」している1【|:会保|<山|差ｌｌｉＸをii1MAとし、ｌハルパーセント脱Ji紙をjfiiノルｌ－る
こと（い）l）Ifいるｌ」1三]祝卒Ilill1Ilt）．

○消費税法の改11ﾐが行わオしず、社会保険医厳０)ＪｌﾐiillMIl1・措|墜が存枕する０)であイしば、

薬（'111＃入、委託費、IML費等０)支払い、１１処吻・医搬器械等０)'１脚人等仕入れに(ﾉ１Ｍ)る

消費税分を1Ⅱ:会(loLll典診１１K*M酬仁Ｊ〕いて負|ｕしていることを|ﾘllM(にﾘｰること“

具体的には、診搬*M酬に」二来世ざオＬゐ(｣:人ｲしに(ｊＭ）る消費枕の算定根拠Ｏ)|｣}|ホと
当該部分の))'|処)]'１払いiIjllO)導入．

以上
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二
、
病
院
の
増
改
築
に
伴
う
資
本
的
費
用
に
対
す
る
公
共
投
資
を
含
め
た
公
的
補
助
金
の
増
額
・
確
保
に

つ
い
て

、
社
会
保
険
診
療
報
酬
の
改
定
に
つ
い
て

社
会
保
険
診
療
報
酬
は
、
医
療
機
関
の
経
営
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
医
療
法

改
正
付
則
に
医
療
機
関
の
経
営
基
盤
安
定
化
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
適
正
な
医
療
を
確
保
す
る
た

め
に
医
療
機
関
が
果
た
し
て
い
る
社
会
的
な
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
医
療
機
関
の
経
営
基
盤
の
安
定

・
業
務
の
円
滑
な
継
続
を
図
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

然
る
に
今
年
四
月
一
日
に
医
療
費
の
改
定
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
病
院
経
営
の
現
状
は
、
各

病
院
の
懸
命
な
る
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
医
療
の
高
度
化
、
週
休
二
日
制
実
施
に
よ
る
人
件
費
増
、
医

療
廃
棄
物
処
理
、
エ
イ
ズ
・
肝
炎
・
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）
な
ど
の
感

染
症
予
防
対
策
費
、
医
療
の
質
及
び
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
よ
る
経
費
の
増
、
新
薬
価
制
度

に
よ
る
影
響
も
あ
っ
て
、
特
に
民
間
病
院
は
倒
産
・
廃
院
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
要
求
が
強
く
な
る
で
あ
ろ
う
「
良
質
な
医
療
と
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療
の
根
幹
を
構
成
す
る
「
人
件
費
」
「
物
品
費
」
「
復
本
的
費
用
」
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
は
診
療
報
酬
制
度
の
原
点
に
戻
り
、
原
価
を
補
償
す
る
方
式
と
す
べ
き
で
あ
る
。
人

件
費
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
に
そ
っ
た
改
定
の
実
施
、
物
品
費
・
資
本
的
費
用
に
つ
い
て
は
、

整
備
基
準
と
消
費
者
物
価
指
数
に
そ
っ
た
改
定
を
別
途
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

生
活
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い
療
養
環
境
の
整
備
及
び
国
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
多
様
性
に
伴
い
、
今
後

拡
大
す
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
分
野
に
対
応
す
る
た
め
の
病
院
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
に
は
多
額
の
投
資

が
必
要
で
あ
る
。

人
件
費
の
増
大
、
建
築
費
の
高
騰
し
て
い
る
現
在
、
現
行
の
診
療
報
酬
で
は
資
本
的
費
用
を
ま
か

な
う
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

病
院
の
増
改
築
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
公
共
投
賓
を
含
め
た
公
的
補
助
を
増
額
・
確
保
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。 平
成
七
年
度
予
算
に
関
す
る
要
望

ｌ
忌
む
Ｉ



自
由
民
主
党
全
国
組
織
委
員
会

委
員
長
平
沼

国
民
生
活
局
長
松
浦

、
看
護
婦
等
養
成
所
に
係
る
補
助
金
の
増
額

病
院
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
の
拡
大
、
労
働
時
間
短
縮
と
週
休
二
日
制
の
導
入
、
老
人
保
健
施
設
の

整
備
、
地
域
ケ
ア
活
動
に
伴
う
訪
問
看
護
事
業
の
推
進
な
ど
の
た
め
に
、
看
護
職
員
の
不
足
は
一
層

激
化
し
て
お
り
、
増
員
対
策
は
焦
眉
の
急
務
と
考
え
る
。

看
護
婦
等
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
国
立
及
び
公
・
私
立
の
医
療
機
関
等
が
鋭
意
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
こ
れ
ら
養
成
に
要
す
る
経
費
は
、
一
部
貴
重
な
診
療
報
酬
の
中
か
ら
賄
わ
れ
、
健
全

な
病
院
経
営
が
損
な
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

看
護
婦
等
養
成
に
係
る
補
助
金
を
大
幅
に
増
額
・
確
保
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

平
成
六
年
・
入
目

日

魁
・
夫
殿

孝
治
殿

確
保
に
つ
い
て

１
１

社団鍬人長歸諸＊鮒院藝篝’

」
『
つ



社
会
保
険
医
療
は
、
国
民
皆
保
険
と
い
う
国
の
施
策
に
基
づ
き
、
極
め
て
高
度
な
公
共
性
と
制
約
性
を

有
し
て
お
り
、
保
険
医
療
機
関
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
と
い
う
低
廉
か
つ
公
定
価
格
の
も
と
に
国
民
に

対
し
必
要
な
医
療
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
元
年
４
月
に
導
入
・
実
施
さ
れ
た
消
費
税
法
で
は
、
社
会
政
策
的
な
配
慮
に
基
づ
き
社
会
保
険
医

療
を
非
課
税
取
引
と
し
、
最
終
消
費
者
へ
の
稜
の
転
嫁
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
仕
入
れ
に
係
わ
る
消
費

税
分
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
医
療
機
関
と
し
て
は

経
営
上
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
負
担
増
や
直
間
比
率
の
見
直
し
等
に
対
処
す
る
た
め
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
転
嫁
さ
れ
な
い
消
費
説
が
財
政
逼
迫
に
陥
っ
て
い
る
医
療
機
関

の
経
営
を
一
段
と
窮
地
に
追
い
込
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

右
記
の
実
情
を
ご
理
解
頂
き
、
国
民
の
健
康
に
係
わ
る
地
域
医
療
及
び
国
民
医
療
の
質
的
低
下
を
防
止

す
る
た
め
に
も
、
医
療
機
関
を
め
ぐ
る
消
費
税
の
負
担
に
関
し
次
に
掲
げ
る
要
望
事
項
の
実
現
を
強
く
望

み
ま
す
。

自
由
民
主
党
全
国
組
織
委
員
会

委
員
長
平
沼
赴
夫

国
民
生
活
局
長
松
浦
孝
治

○
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険
医
療
を
課
税
と
し
、
ゼ
ロ
．
パ
１
セ
ン
ト
税
率
を
適
用
す
る
こ
と

（
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
税
率
制
度
）
。

平
成
六
年
八
月
二
日

消
費
税
に
関
す
る
要
望

殿殿

￣

－．
－

社
団
法
人
日
本
病
院

会
長
諸
橋
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一
一
一
、
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
事
業
税
に
関
す
る
特
別
法
人
と
し
て
事
業
税
の
軽
減
措
置
を
存
続
す
る
こ

と
。

二
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
対
す
る
事
業
税
課
税
の
特
例
措
置
を
存
続
す
る
こ
と
。

五
、

四
、

六
、
医
療
法
人
の
承
継
時
の
軽
減
措
置
（
一
般
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
て
い
る
類
似
業
種
比
準
方
式
の

適
用
）
を
す
る
こ
と
。

七
、
医
療
施
設
に
関
す
る
相
続
税
制
度
の
改
善
及
び
納
税
猶
予
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

十
、
事
業
基
盤
強
化
税
制
の
対
象
と
な
る
医
療
機
器
を
追
加
す
る
こ
と
。

九
、
病
院
・
診
療
所
用
の
建
物
、
付
属
設
備
及
び
医
療
機
器
の
耐
用
年
数
を
短
縮
す
る
こ
と
。

八
、
休
日
・
夜
間
等
の
救
急
医
療
・
予
防
接
種
・
乳
幼
児
検
診
等
各
種
検
診
へ
の
報
酬
に
つ
い
て
、
非

課
説
と
す
る
こ
と
。

、
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
公
益
法
人
の
収
益
事
業
と
同
様
の
法
人
税
率
を
適
用
す
る
と
と
も
に
、

特
定
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

法
人
成
り
し
た
場
合
の
税
制
上
の
軽
減
措
置
（
中
小
医
療
法
人
の
医
療
施
設
構
造
改
善
準
備
金
制

度
の
創
設
ま
た
は
特
別
償
却
制
度
の
創
設
。
医
療
関
係
者
が
、
医
療
に
関
す
る
高
度
の
知
識
及
び

技
能
の
研
修
の
た
め
に
要
す
る
費
用
の
額
が
増
加
し
た
場
合
等
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
の
創
設

を
す
る
こ
と
。

個
人
が
法
人
化
す
る
場
合
の
軽
減
措
置
（
土
地
や
建
物
を
一
人
、
ま
た
は
二
人
医
療
法
人
設
立
の

た
め
に
、
現
物
出
資
し
た
場
合
の
現
物
出
資
分
に
係
わ
る
譲
渡
所
得
の
軽
減
処
置
の
創
設
）
を
す

る
こ
と
。

平
成
七
年
度
税
制
に
関
す
る
要
望

ｌ
冒
図
Ｉ



十
二
、
医
師
の
研
修
、
研
究
費
に
つ
い
て
、
必
要
経
費
の
範
囲
の
拡
大
及
び
所
得
税
額
の
特
別
控
除
制
度

を
適
用
す
る
こ
と
。

十
一
、
老
人
保
健
施
設
に
係
わ
る
税
制
上
の
特
例
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

十
五
、
へ
き
地
医
療
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
へ
き
地
医
療
を
担
う
医
師
に
特
別
控
除
等
の
税
制
上
の
配

慮
を
行
な
う
こ
と
。

十
四
、
医
療
法
人
に
企
業
法
人
に
認
め
ら
れ
て
い
る
試
験
・
研
究
費
の
特
別
控
除
制
度
の
適
用
を
す
る
こ

と
。

十
三
、
生
涯
教
育
制
度
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
経
費
の
範
囲
の
拡
大
を
す
る
こ
と
。

十
六
、
看
護
婦
等
の
人
材
確
保
の
た
め
次
の
措
置
を
行
う
こ
と
。

①
給
与
所
得
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
。

②
夜
勤
手
当
の
非
課
税
措
置
。

③
看
護
婦
養
成
施
設
に
対
す
る
寄
付
金
に
係
わ
る
措
置
の
適
用
範
囲
の
拡
大
。

十
七
、
病
院
・
老
健
施
設
等
に
設
置
さ
れ
た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
固
定

資
産
税
の
非
課
税
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

十
八
、
民
間
病
院
の
直
接
そ
の
用
に
供
す
る
固
定
筏
産
に
つ
い
て
は
、
保
健
医
療
が
公
共
性
が
高
い
事
業

で
あ
る
点
に
鑑
み
、
公
的
医
療
機
関
と
同
様
に
固
定
資
産
税
の
非
課
税
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

自
由
民
主
党
全
国
組
織
委
員
会

委
員
長
平
沼
赴
夫
殿

国
民
生
活
局
長
松
漬
孝
治
殿

平
成
六
年
八
月
二
日

ｌ
ご
い
Ｉ

社
団
法
人
日
本
病

会
長
諸
橋
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社
会
保
険
医
療
は
、
国
民
皆
保
険
と
い
う
国
の
施
策
に
基
づ
き
、
極
め
て
高
度
室
公
共
性
と
制
約
性
を
有
し
て
お

り
、
保
険
医
療
機
関
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
と
い
う
読
制
・
公
定
価
格
の
も
と
に
国
民
に
対
し
必
要
な
医
療
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
元
年
四
月
に
導
入
・
実
施
さ
れ
た
消
費
税
法
で
は
、
社
会
政
策
的
な
配
慮
に
基
づ
き
社
会
保
険
医
療
を
非
課

税
取
引
と
し
、
最
終
消
費
者
へ
の
税
の
転
嫁
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
仕
入
れ
に
係
わ
る
消
費
税
分
は
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
実
に
は
医
療
機
関
の
淫
営
上
の
負
担
に
な
っ
て
お

高
鈴
化
に
伴
う
社
会
保
障
負
担
増
や
直
間
比
率
の
見
直
し
等
に
対
処
す
る
た
め
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
予
想

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
転
嫁
さ
れ
な
い
消
費
税
が
医
療
擬
関
側
の
負
担
と
ち
り
、
そ
の
経
営
を
一
段
と
窮
地

に
追
い
込
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

右
記
の
実
情
を
ご
理
解
頂
き
、
国
民
の
建
康
に
係
わ
る
地
域
医
療
及
び
国
民
医
療
の
質
的
低
下
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
医
療
機
関
を
め
ぐ
る
消
費
税
の
負
担
に
関
し
次
に
掲
げ
る
要
望
事
項
の
実
現
を
強
く
望
み
ま
す
。

り
ま
す
。

○
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険
医
療
を
課
税
と
し
、
ゼ
ロ
・
パ
ー
セ
ン
ト
税
率
を
適
用
す
る
こ
と

〈
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
税
率
制
度
）
。

平
成
六
年
八
月
二
十
一
一
一
日

叩
泊
、
裁
曹
只
禦
Ⅳ
ｗ
い
Ⅱ
Ｌ
顕
凹
内
十
０
７
７
ハ
Ｕ
布
尋
〆
掬
Ⅵ
玉

．
△
土
［
凶
］
岸
墹
瞠
川
口
川
］
込
胆
叩
庸
遥
ム
ロ

ｌ
ミ
ニ
Ｉ

日
本

病
院

ム
ヱ

全
国
公
毬
病
院
連
盟

全
国
自
冶
体
病
院
協
議
会

全
国
公
立
病
院
連
翌

全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

日
本
赤
十
字
社
病
院
長
連
盟

全
国
済
生
会
病
院
長
会

日
本
毬
立
病
院
協
会

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

日
本

医
学

協
△
云

日
本
浩
核
病
院
協
会

全
国
病
院
栄
蓑
士
協
議
会

神
奈
川
県
病
院
協
会

新
潟
県
病
院
協
会

富
山
県
公
的
病
院
長
協
議
会

静
岡
県
病
院
協
会

愛
知
県
病
院
協
会

蛍
賀
県
私
立
病
院
協
会

京
都
府
病
院
協
会

京
部
私
立
病
皖
協
会

奈
良
県
病
院
協
会

岡
山
県
病
院
協
会

愛
援
県
病
院
協
会

横
浜
市
病
院
協
会

川
埼
市
病
院
協
会

代
表
幹
事

諾
僑
芳



二
・
病
院
の
増
改
築
（
医
療
施
設
近
代
化
施
設
整
備
）
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
の
増
額
・
確
保
に
つ
い
て

一
、
社
会
杲
険
診
療
報
酬
の
改
定
に
つ
い
て

本
年
四
月
に
医
療
費
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
病
院
経
営
の
現
状
は
、
週
休
二
日
制
の
実
施
・

袷
与
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
る
人
件
費
増
、
診
療
材
料
の
値
上
げ
、
各
種
維
持
管
理
費
の
増
、
医
療
の
質
及
び
患

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
よ
る
径
費
の
増
等
が
あ
っ
て
、
特
に
民
間
病
院
は
昨
年
一
年
間
で
一
五
九
病
院
が
廃

皖
と
ぢ
る
な
ど
径
営
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
国
民
か
ら
「
、
良
質
な
医
療
と
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
の
要
求
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
す
が
、
自
由

経
済
社
会
に
あ
っ
て
国
民
皆
保
険
制
度
の
下
で
医
療
費
は
統
制
、
公
定
価
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
、
診
療
報
酬
は

そ
の
原
価
を
補
償
す
る
方
式
と
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
病
院
費
用
の
約
半
分
を
占
め
る
人
件
費
の
増
大
は
、
人
事
院
勧
告
及
び
定
期
昇
給
分
を
含
め
る
と
今
後

の
二
年
間
で
は
医
療
費
改
定
額
以
上
の
額
と
な
り
病
院
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

こ
の
際
、
病
院
の
人
件
費
相
当
分
に
つ
い
て
は
、
二
年
に
一
回
の
医
療
費
改
定
と
は
別
に
毎
年
改
定
を
実
施
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

わ
が
国
の
病
院
の
療
養
環
境
は
、
先
進
諸
国
に
比
し
余
り
に
も
劣
悪
で
あ
り
ま
す
．
経
済
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い

療
養
環
境
の
整
備
充
実
を
因
る
た
め
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
診
療
報
酬
に
は
こ
の
た

め
の
資
本
的
費
用
（
キ
ャ
ピ
タ
ル
コ
ス
ト
）
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

公
私
の
病
院
と
も
、
病
院
は
国
民
の
大
切
な
社
会
資
本
で
あ
り
ま
す
の
で
療
養
環
境
改
善
の
た
め
の
増
改
築
に

要
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
大
福
参
増
額
を
要
望
し
ま
す
。

平
成
六
年
八
月
二
十
一
一
一
日

市
－
１
糸
Ｗ
い
‐
杉
ｕ
岸
庁
十
虚
偽
残
７
市
ｊ
皆
日
オ
レ
Ｌ
仏
頭
照
川
上
０
Ｊ
７
ハ
リ
海
巽
〆
扣
Ⅵ
王

Ｉ
弓
、
Ｉ

’
△
工
一
阿
山
岸
朽
帖
」
川
［
而
山
４
四
Ｔ
」
個
匡
△
口

日
本

病
院

〈
云

全
国
公
私
病
院
連
盟

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

全
国
公
立
病
院
連
盟

全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

日
本
赤
十
字
社
病
院
長
連
盟

全
国
済
生
会
病
院
長
会

曰
本
私
立
病
院
協
会

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

日
本

医
学

協
今
云

日
本
拮
核
病
院
協
会

全
国
病
院
栄
養
士
協
議
会

神
奈
川
県
病
院
協
会

新
潟
県
病
院
協
会

富
山
県
公
的
病
院
長
協
議
会

静
岡
県
病
院
協
会

夏
知
県
病
院
協
会

逆
賀
県
私
立
病
院
協
会

京
都
府
病
院
協
会

京
都
私
立
病
院
協
会

奈
良
県
病
院
協
会

岡
山
県
病
院
協
会

愛
媛
県
病
院
協
会

横
浜
市
病
院
協
会

川
埼
市
病
院
協
会

代
表
幹
事

諾
僑
芳
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祉阻法人

会長

｢Ｉ本illfi

諸橋

院
芳

平成７年度税制に関する要望

消費税については、非課税とされている社会保険医療を課税とし、ゼロ.パーセン

ト税率を週)Ⅱすること（いわゆるゼロ税率Ilill)IＩ）。

１．

医療法人については、公彼法人の収益事業と|司様の法人税率を適川するとともに、

特定医療法人については、非課税とすること。

２．

社会保険診療報酬に対する事業税課税の特例'1ﾄﾄﾞ瞳を存続すること。３．

医療法人については;事業税に関する特ｶﾞﾘ法人として事業税の軽減措置を存続するこ

と。

４．

個人が法人化する場合の軽減措置（土地や建物を一人、または二人医,療法人設立の

ために、現物'１１資した｣易合のｊＨ物111資分に係わる訂ilill)ｉｊ１Ｍ｝の軽減処置のill設）をす

ること。

５．

法人成りした場合の税Njll上の軽減措置（中小医療法人の医療施設構造改善準伽金制

度の創設または特Hll償｣il1fljll度の（'|設・医採供|係者-が、医縦に関するi高)1Ｗ)釘1識及び

技能の研修のために要する費川の額が増加した場合等の法人税額の特】１１控除の創設

をすること。

６．

医療法人の承継IMFの軽減措置（－Ｍ'１１小法人に適)１１されている頬似業種比孔((ノア式の

適用）をすること。

７．
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医旅施設に関する111統税｛ljll)虹の改善及び納税猶予制度を創設すること。８．

体ロ・夜|('１等の救急医療・予防接種・乳幼児検診等各種検診への報酬について、非

課税とすること。

９．

ｿ丙|塊・診療所１１]の建物、付屈設Ml1及び医擦機器の耐用年数を短縮すること。●

ハエ叩ｕ〉

□
■
Ⅱ
ユ

事業埜盤強化税制の対象となる医療機器を追加すること。11.

老人保IIL施設に係わる税制上の1時例措置を創設すること。1２．

医師の研修、研究費について、必要経費の範囲の拡大及び所得税額の特別控除制度

を週川すること。

1３．

生涯教育制度を推進するため、必要経費の範囲の拡大をすること。1４．

医療法人に企業法人に認められている試験・研究費の特剛|控除｛ljI度の適)'１をするこ

と．

1５．

へき地医療を確保する観点から、へき地医療を担う医師に特lIIl控除等の税flill上の配

虚を行なうこと。

1６．

看護婦等の人材確保のたり)次の措置を行うこと。

①給与所得の非課税.限度額のり｜き」こげ。

②夜勤手当の非課税措置。

③看護婦養成施設に対する寄付金に係ｵ）るlff置の適川fllMIの拡大。

１７．

病院．老健施設等に設置さオした在宅介護支援センターの盤OIliを促進するため、固定

資産税の非課税措置を創設すること。

１８．

民'１１１病院の直接その)11に供する固定資産については、保健|天療が公共性が,闘い事業

である点に鑑み、公的医療機関と同様に固定資産税の非課税措置を創設すルヱと。

1９．
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ロ病会発鮪２２９号

平成６年１０月２８日

自給省消防庁予防課

課長／jへ木ﾉﾄこｊｦＬＪリヨ殿

社団法人ロ木病院会
一一・ｎＣ－￣＿

防iiii鰍;雛’
夫見ｆ別糸菱禾｢】（二Ｆ巽］す一るう意ミ匡包一竪冨二饗（=－つし、￣て

（はじめに）

貴諜よりの依頼について、本来なら十分検討のうえ意見・要望を提出すべきですが、急

適当部会に諮り、意見の集約に努め下記にまとめました。

意見・要望内容が法flt用語と一般)Ⅱ語が混在し、全休の論旨に一貫性が乏しく趣意がお

汲み取りにくい点もあろうかと存じますがよろしくご高覧頂き、弊会が防火対象物（六）

のイ（病院）に該当する特殊事情についても(ルせてご賢察頂きたくお願い中し上げます。

記

1Ⅲ11度竿についての総括的意見

(1)今［1、諸ﾀﾄ国（特に欧米）から求められている規制緩和は各法律において、基本法の

みとし施行令、施行規則、条例、省令、各繍基瀧、通知、通達などは廃止すべきとの

基本的なスタンスがあるとされている。

条例、省令、各柿雑地、通知、通達などは国民生活の安全を確保し・保障に大変役立

っているのは理解するが、より解りやすく周知徹底するためには主要な部分は「基本

法」に取り入れるなり整理すべきである。

また実際問題として、消防行政には通達および内規類が多く、消防行政庁の行為（指

示）が当会会員の端ばしまで消化されないのが実情であり、この際通達等の普及策を

国においても考察すべきと考える。

(2)地方公共団体機関が行う処分で、法の規定に基づいて行うものは法を適川するが、条

例または規ｌｉＩｌの規定による処分等は法の趣旨を生かした措置を識ずる努力をすること

となっている。消防の場合、国は火災予防条例を準【(１１で示し地方公共団体機関を事実

一上統べている。この際準1111を廃l上するか、最小限に止め、病院など特ＨＩｌＩ坊火対象物か

らの願|ル届出の多きを削除されたい。また届'11は文書様式からＦＡＸ受]9Mを可とし

省力化すべきと考える。
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(3)|Ｗ災に関するiiliは（法律一義聯一遮反一N１１１('１）ではなく（法ｆｌ１－１Ｚｆ発一適合一評価）

に、法の趣旨・Ｊ１'1念を政bﾉ〕るべきと考える｡

例えば、スプリンクラーの設圃義務１０''１１１－つをとっても、ifllyj行政は地域によって異

なり、また各地力公共卜11体によってもIIiliIﾘﾉ金もしくは(ub利融資の絡差が歴然としてい

る現状から一ｉｌｌにlUIIll1を決定せず、各地域0)実情を考慮すべきと考える。

特に病院は営利|］的では設立できず、極めて公共性が高く、しかも収入は殆どが診療

報WlI（公定価格）に依存していることから、聯発＝税法上の恩ﾘ(L等が必要上考える。

２制度等について

（')ｲF21UIの消防訓l)１W保守点検について

llnlはUlj火管H11者の点検・報告（11視弊）を認め、年１１[Ｉの総f2T点検と()「せて年２回

に緩和すること。

(2)IVj炎シール表示ＩｌｉＩ度の再検討について

例えば、消防法施行ルL1(''第ＩｊｌＩ１条の四の'1/j炎表示はシールでなく、製I1iiilに刻｢|Ｉするなど

の簡舳化をすること。（製I1iMI11i格のり|下効果）

また、商)ＭＩＭＩ誘尊灯の認定マークは、他の表示に例えば「製避者、製造ｲ'二月|］等」に

（)トゼ_て記救すること。（柵器の低(111i格効果）

次に、カーテン等はクリーニングをしてもlVj炎効果が減退しないも())か、できればデ

ータを示して頂きたい、他に救助袋の布寿命も同様にデータを示して頂きたい。

（３）「消火設備等にかかる技術」この規格を定める省令」に基づく基準等は省令によらず、

例えば、公lMi人または民''１１Ｍ体竿により技術｣二の標準規格を定めるiliIl度とする．

(4)irillﾉj)１１槻械器fL等の検定(IilI度をＷｉ素化（IiTill1化等）し、梨jfil仮売価格を低額化すると

共に諸ﾀﾄ国のljlj災機器が輸入しやすいように}lill腹を改めること。

3.その他について

(1)洲'1/J法施行令の１１<(/|:'１６３イ'三４ノ１(ﾉ)改1［により３，（）（）０㎡以上の病院にはスプリンク

ラー設|圏が義務付けられ、）０１限は平成８イＩｉ３ノ１３１１１までとされるが、「平成８年３

）１３１１１までに改築・大修繕]二噸計iimが提11lさオした場合は、当該JxL11が完成される［｜

までⅢＷ１することができる」と付記すること。

(2),yj炎マスクと消火栓では、）１r管が「'１本消火設(ｉＩｉ安htzンター」と「１１木消'yj検定協
会」に分かオしている。合()｢して一本化したほうが''１W入者・利川者にオ)かI（)すいと考
える。

(3)消火器の失効による負担を経減するため、リース等も'ﾘ)示すること。

(4)消'1/j設MlI点検と火災保険料の割り|について
ヅi)i院が火災保|<ｊｂ)|(;'０)割り｜を受けるためには、（ﾀﾞ'|えば|<1動火災報知設|)ll11W1リ’（５ツ<)リＩ）
を週｢()する場合は、損害保険協会が定めた｣似鰻（ｲ1二４回保守点検）を満たさなければ
ならず、法定点検（年２１画1）と著しくﾉ'１１通する。ifilvj1i:予防課にて調継して頂くこと。

４現(Ijll緩和とは別の意見として

身体不日１１]者等いわゆる災害弱者（入院患者）がjllt難するためには、医療職員はもとよ
り近隣消防団員、居住者の献身的な協力が不可欠であるため、自治会、町内会等が一体
となって「1噸から避難．救１１１.搬送などの訓練を継続実施して、病院と地域ぐるみの人
命安全協力体制を法令化し、協力者の補償制度を1ﾘ]らかにすること。
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平成６年１１月１１］

念三三二カマ（ナ

11文貧ﾋﾞﾖ丘言)門三杳三全で殿

楽ﾉｆ琵琶

社団法人「１本病院

会長諸橋芳

平成７年度税制に関する要望

消費税については、非課税とされている社会保険医療を課税とし、ゼロ．パーセン

ト税率を適)Ｉ)すること（いわゆるゼロ税率制度）。

1．

医療法人については、公益法人の収益事業と同様の法人税率を適用するとともに、

特定医療法人については、非課税とすること。

２．

社会保険診療報酬に対する事業税課税の特例措置を存続すること。３．

医療法人についてはI|｢業税に関する特別法人として１１V業税の軽減措置を存続するこ

と。

４．

個人が法人化する場合０)軽減措置（土地や建物を一人、または二人医療法人設立の

ために、現物出資した場合0)現物'11資分に係わる諏渡所得の鰹減処瞳の創設）をす

ること。

５．

法人成りした場合の税制」二の軽減措置（''''１，医療法人の医療施設構造改善準術金制

度の創設または特Ｈ１|償却flill艇のハ１１設。医療関係者が、医療に関する高度の知識及び

技能0)研修のために要する費IT1の額がj竹ﾉⅡ1した場合等の法人税額の特)ﾘﾘ控除の創設

をすること。

６．

医療法人の承継時の軽iMi措置（一般中小法人に適川さオしている類似業祇比準方式の

適川）をすること。

７．
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医療施設に関するｌＩｌ統税ilill1Qiの改善及び納税i1WnP制度を創設すること。８．

体１１．夜|Ｍ１等の救急医療・予防接種・乳幼児検診等各種検診への報酬について、非

課税とすること。

９．

病院・診療所用の建物、付属設備及び医擦機器の耐用年数を短縮すること。1０．

事業基盤強化税制の対象となる医療機器を追加すること。1１．

老人保健施設に係わる税iljll上の特例措置を創設すること。1２．

医師の研修、研究費について、必要経費の範ＤＩＩの拡大及び所得税額0)特別控除制度

を適用すること。

1３．

生涯教育iIill度を推進するため、必蝶経賛の範囲の拡大をすること。1４．

医療法人に企業法人に認められている試験・研究費の特別控除制度の適用をするこ

と．

1５．

へき地医旅を確保する観点から、へき地医療を１１１つ医師に特別控除等の税制」二の配

慮を行なうこと。

1６．

看護婦等の人材確保のため次の措置を行うこと。

①給与所得(ルル課税限度額のり|き上げ。

②夜勤手当の非課税措憧。

③看護婦養成施設に対する寄付金に係わる措置の適川llidUtlの拡大。

1７．

病院・老健施設等に設置された在宅介護文援センダーの整伽を促進するため、’1111足

資産税の非課税措置を創設すること。

]８．

民間病院の直接その川に供する固定資産については、保健医旅が公共性が高い蝋業

である点に鑑み、公的医旅搬関とⅢ様にｌｈｌ定if2Mi税のＪ１当課税ｌＨｒ瞳を８１１設すること“

1９．
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二
、
病
院
の
増
改
築
に
伴
う
資
本
的
費
用
に
対
す
る
公
共
投
資
を
含
め
た
公
的
補
助
金
の
増
額
・
確
保
に

つ
い
て

、
社
会
保
険
診
療
報
酬
の
改
定
に
つ
い
て

社
会
保
険
診
療
報
酬
は
、
医
療
畿
関
の
経
営
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
医
療
法

改
正
付
則
に
医
療
機
関
の
経
営
基
盤
安
定
化
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
適
正
な
医
療
を
確
保
す
る
た

め
に
医
療
機
関
が
果
た
し
て
い
る
社
会
的
な
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
医
療
機
関
の
経
営
基
盤
の
安
定

業
務
の
円
滑
な
継
続
を
図
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

然
る
に
今
年
四
月
・
十
月
に
診
療
報
酬
の
改
定
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
病
院
経
営
の
現
状
は

各
病
院
の
懸
命
な
る
努
・
刀
に
も
拘
ら
ず
、
医
療
の
高
度
化
、
週
休
一
一
日
割
実
施
に
よ
る
人
件
費
増
、

医
療
廃
棄
物
処
理
、
エ
イ
ズ
・
肝
炎
・
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）
な
ど
の

感
染
症
予
防
対
策
費
、
医
療
の
質
及
び
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
よ
る
径
費
の
増
、
新
薬
価
制

度
に
よ
る
影
響
も
あ
っ
て
、
特
に
民
間
病
院
は
倒
産
・
廃
院
の
危
擬
に
直
面
し
て
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
要
求
が
強
く
な
る
で
あ
ろ
う
「
良
質
な
医
療
と
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
「
｜
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療
の
根
幹
を
溝
成
す
る
「
人
件
費
’
一
「
物
品
費
」
三
資
本
的
費
用
」
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
は
診
療
報
酬
制
度
の
原
点
に
戻
り
、
原
価
を
補
償
す
る
方
式
と
す
べ
き
で
あ
る
。

「
人
件
費
‐
｜
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
に
そ
っ
た
改
定
の
実
施
、
「
物
品
費
」
・
「
資
本
的
費

用
一
に
つ
い
て
は
、
整
備
基
準
と
消
費
者
物
価
指
数
に
そ
っ
た
改
一
仁
を
別
途
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
一
す
る
。

生
活
大
国
に
ふ
さ
わ
し
い
療
養
環
境
の
整
備
及
び
国
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
多
様
性
に
伴
い
、
今
後

拡
大
す
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
分
野
に
対
応
す
る
た
め
の
病
院
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
に
は
多
額
の
投
資

が
必
要
で
あ
る
。

人
件
費
の
増
大
、
建
築
費
の
高
騰
し
て
い
る
現
在
、
現
行
の
診
療
報
酬
で
は
資
本
的
費
用
を
ま
か

な
う
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

病
院
の
増
改
築
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
公
共
投
資
を
含
め
た
公
的
補
助
を
着
額
，
確
保
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。 平
成
七
年
度
予
算
に
関
す
る
要
望

ｌ
」
、
国
Ｉ



、
看
護
婦
等
養
成
所
に
係
る
補
助
金
の
増
額

改
革 病
院
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
の
拡
大
、
労
働
時
間
短
縮
と
週
休
二
日
制
の
導
入
、
老
人
保
健
施
設
の

整
備
、
地
域
ケ
ア
活
動
に
伴
う
訪
問
看
護
事
業
の
推
進
な
ど
の
た
め
に
、
看
護
職
員
の
不
足
は
一
層

激
化
し
て
お
り
、
増
員
沖
対
策
は
焦
眉
の
急
務
と
考
え
る
。

看
護
婦
等
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
国
立
及
び
公
・
私
立
の
医
療
機
関
等
が
鋭
意
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
一
一
れ
ら
養
成
に
要
す
る
経
費
は
、
一
部
貴
重
な
診
療
報
酬
の
中
か
ら
賄
わ
れ
、
健
全

な
病
院
経
営
が
損
な
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

看
護
婦
等
養
成
に
係
る
補
助
金
を
大
幅
に
増
額
・
確
保
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

平
成
六
年
十

政
策
委
員
長

厚
生
部
会
長

担
当
主
・
査

月
十
七
日

中
野
寛
成
殿

野
呂
昭
彦
殿

石
田
祝
稔
殿」
、
四

社
団
法
人
日
本
病
院

会
長
諸
橋
華

確
保
に
つ
い
て

霧



二
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
対
す
る
事
業
税
課
税
の
特
例
措
置
を
存
続
す
る
こ
と
。

三
、
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
事
業
税
に
関
す
る
特
別
法
人
と
し
て
事
業
急
の
軽
減
措
置
を
存
続
す
る
こ

と
。

五
、

四
、

七
、
医
療
施
設
に
関
す
る
相
続
稜
制
度
の
改
善
及
び
納
涜
猶
予
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

六
、
医
療
法
人
の
承
継
時
の
軽
減
措
置
（
一
般
中
小
岳
人
に
適
用
さ
れ
て
い
る
類
似
業
種
比
準
方
式
の

適
尾
）
を
す
る
こ
と
。

九
、
病
院
・
診
療
所
用
の
建
物
、
付
属
設
備
及
び
医
療
機
器
の
耐
肩
年
数
を
短
縮
す
る
こ
と
。

入
、
休
日
・
夜
間
筆
》
の
救
急
医
療
・
予
防
接
種
・
乳
幼
児
検
診
等
各
種
検
診
へ
の
報
酬
に
つ
い
て
、
非

課
税
と
す
る
こ
と
。

十
、
事
業
基
獲
強
化
税
制
の
対
象
と
な
る
医
療
機
器
を
追
加
す
る
こ
と
。

、
医
療
按
人
に
つ
い
て
は
、
公
益
法
人
の
収
益
事
業
と
同
様
の
法
人
稜
率
を
適
用
す
る
と
と
も
に
、

特
定
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
非
課
稜
と
す
る
こ
と
。

法
人
成
り
し
た
場
合
の
説
制
上
の
軽
減
措
置
（
中
小
医
療
法
人
の
医
療
施
設
構
造
改
善
準
備
金
制

度
の
創
設
ま
た
は
特
別
償
却
制
度
の
創
設
。
医
療
関
係
者
が
、
医
療
に
関
す
る
高
度
の
知
識
及
び

技
能
の
研
修
の
た
め
に
要
す
る
費
用
の
額
が
増
加
し
た
場
合
等
の
法
人
涜
額
の
特
別
控
除
の
創
設

を
・
す
る
こ
と
。

個
人
が
法
人
化
す
る
場
合
の
軽
減
措
置
（
土
地
や
建
物
を
一
人
、
ま
た
は
二
人
医
療
法
人
設
立
の

た
め
に
、
現
物
出
資
し
た
場
合
の
三
物
崖
資
分
に
係
わ
る
譲
渡
所
得
の
軽
減
処
置
の
創
設
）
を
す

る
こ
と
。

平
成
七
年
度
税
制
に
関
す
る
要
望

ｌ
］
の
』
Ｉ



十
四
、
医
療
法
人
に
企
業
法
人
に
認
め
ら
れ
て
い
る
試
験
・
研
究
費
の
特
別
控
除
制
度
の
適
用
を
す
る
こ

と
。

十
一
一
一
、
生
涯
教
育
制
度
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
経
費
の
範
囲
の
拡
大
を
す
る
こ
と
。

十
二
、
医
師
の
研
修
、
研
究
費
に
つ
い
て
、
必
要
経
費
の
範
匿
の
拡
大
及
び
所
得
説
額
の
特
別
控
除
制
度

を
適
用
す
る
こ
と
。

十
一
、
老
人
保
健
施
設
に
係
わ
る
税
制
上
の
特
例
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

十
五
、
〈
き
地
医
療
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
へ
き
地
医
療
を
担
う
医
師
に
特
別
控
除
等
の
税
制
上
の
配

慮
を
行
な
う
こ
と
。

十
六
、
看
護
婦
等
の
人
材
確
保
の
た
め
次
の
措
置
を
行
う
こ
と
。

①
給
与
所
得
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
。

②
夜
勤
手
当
の
非
課
税
措
置
。

③
看
護
婦
養
成
施
設
に
対
す
る
寄
付
金
に
係
わ
る
措
置
の
適
用
範
囲
の
拡
大
。

十
七
、
病
院
・
老
健
施
設
等
に
設
置
さ
れ
た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
固
定

資
産
税
の
非
課
税
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

十
入
、
民
間
病
院
の
直
接
そ
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、
保
健
医
療
が
公
共
性
が
高
い
事
業

で
あ
る
点
に
鑑
み
、
公
的
医
療
機
関
と
同
様
に
固
定
資
産
稜
の
非
課
税
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

一
：
改
革
」
政
策
委
員
長

厚
生
部
会
長

担
当
一
一
一
萱

平
成
六
年
十
一
月
十
七
日

石野中

田呂野

祝昭寛

稔彦成ｌ
］
ｍ
ｍ
ｌ

社
団
法
人
日
本
病

会
長
諸
橋

殿殿殿

院

二達一一一
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社
会
保
険
医
療
は
、
国
民
皆
保
険
と
い
う
国
の
施
策
に
基
づ
き
、
極
め
て
高
度
な
公
共
性
と
制
約
性
を

有
し
て
お
り
、
保
険
医
療
機
関
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
と
い
う
低
廉
か
つ
公
定
価
格
の
も
と
に
国
民
に

対
し
必
要
な
医
療
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

エ
ー
成
元
年
四
月
に
導
入
・
実
施
さ
れ
た
消
費
税
法
で
は
、
社
会
政
策
的
な
配
慮
に
基
づ
き
社
会
保
険
医

療
を
非
課
税
取
引
と
し
、
最
終
消
費
者
へ
の
税
の
転
嫁
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
仕
入
れ
に
係
わ
る
消
費

税
分
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
医
療
機
関
と
し
て
は

経
営
上
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
負
担
増
や
直
間
比
率
の
見
直
し
等
に
対
処
す
る
た
め
、
消
費
羨
率
の
引
き
上

げ
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
転
嫁
さ
れ
な
い
消
費
税
が
財
政
逼
迫
に
陥
っ
て
い
る
医
療
機
関

の
経
営
を
一
段
と
窮
地
に
追
い
込
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

右
記
の
実
情
を
ご
理
解
頂
き
、
国
民
の
健
康
に
係
わ
る
地
域
医
療
及
び
国
民
医
療
の
質
的
低
下
を
防
止

す
る
た
め
に
も
、
医
療
壌
関
を
め
ぐ
る
消
費
税
の
負
担
に
関
し
次
に
掲
げ
る
要
望
事
項
の
実
現
を
強
く
望

み
ま
す
。

○
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険
医
療
を
課
税
と
し
、
ゼ
ロ
．
パ
ー
セ
ン
ト
税
率
を
適
用
す
る
こ
と

（
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
税
率
制
度
）
。

一
改
革
」
政
策
委
員
長

厚
生
部
会
長

担
当
一
一
一
査

平
成
六
年
十
一
月
十
七
日

消
費
税
に
関
す
る
要
望

石野中

田三野

根昭寛

稔彦成

Ｉ
］
ｍ
ｍ
ｌ

社
団
法
人
日
本

会
長
諸

殿殿殿

橋病

院霞



平成７年２月８日

自由民主党政務調査会

社会部会長１桁Ｗｚｌ目ミノ詞９ 殿

箆蝿
一、、●・■●ＣＱ●ワーー

社団法人日本病

会長諦橘

要望書

士山1,1とIZ室振淀のＴ垂Jご〕Ｂ２韮壱Eごめざして

木年１月１７１]未Iﾘ]、兵庫県南部を興った阪神大爲災は、２月７日現在、死者・不Iﾘ)者

５，２７９名、負傷者２６，８１５名、例・損塊家屋１０９，４６４棟に｣こり、被害総額

は９兆５千億111を越える史上空前、戦後最大の大惨ﾘﾄﾞとなった。

その中で摘院の被害状況は２ノ）６日現在、３４２調査病院のうち「全半塊・焼失等の大

被害」が１３病院、「軽度被害」が１９０病院に及び、診療所にいたっては「診療不可能」

が９６１箇所に及んでおり（厚生省調査）、地域医療を担う民Ⅱ１１医療機関は壊戚的打撃を

崇った゜

また、病院被害概算総額は３００億円に上っており、医療機関は激甚災害法の補助対象

にも入っておらず、政府はじめ諸機関は財源をどこから手当てするか識論百出とのことで

未だ方針らしいものがでてこないのは誠にiHl憾である。

このようなrijで、医師をはじめ医療関係者は被災患者を１人でも多く救けようと獅子奮

迅の努力を続けているが、一方で民1111病院の施設復興の展望は、未だ全く見出だされない

のが現状である。

以_このことにより、霞災復興のため、新聞で報道されている建設国債の発行、所得減税

の圧縮、消費税率の見直し等による復興財源の検討を含め、早慰な特別立法を強く要望し、

下記事項の早急な実現を要望するものであり、いまこそ２１世紀にむけた、「民あるがゆ

えに国あり」という原,点に立った政治を望むものであります。

記

1.激濫災害法の一部改正を行い、社会資本である医療機関は公私を問わず指定し、補助対

象にすること。

2.医療施設復111は急務であり、１１］でも早い地域医療体制の確立が望まれるKIiで、医療施

設近代化施設弛淵事業費の枠を拡大し、被災地域民間医療施設に振り分け、補助条件を

大幅に緩和すること。

また、地震に強い建築工法を採用することを新たに条件にする。

３被災地域の医療機関に対し、社会福祉・医療事業団等は復興に要する全額を無利子融資

すること（５年間据え置きの３０年の年賦償鼠等）。

４被災地域の医療機関に対し、社会保険診療報酬について、１月診療分の舗求時期を遅ら

せ、また翌月概算払い郭行うなど特H1]のnil廟を行うこと．

－１８７－



５医療機関特に、被災民間病院が順調な経営に達するまで、税制面の優遇措置を識ずるこ

と。

(1)被災した減価償却資産に関する特別償却および税額控除制度の創設（国税）

被災した病院建物等を建て直した場合、あるいは、破損した医療用機器等を買い替え

た場合には、一定期間・一定率の特別償却および税額控除を適用すること。

(2)被災病院の繰越欠損金については、損金の額に算入できる期間を延長すること。

(3)被災した減価償却資産および敷地に対する特例措置

①登録免許税の免除（国税）

被災した病院建物等を建て直した場合の登記に要する登録免許税を免除すること。

②不動産取得税の免除（都道府県民税）

被災した病院建物等を建て直した場合の不動産取得税を免除すること。

③固定資産税の免除（市町村民税）

被災した病院建物等の建直しにより取得した家屋、破損した医療用機器等の買い替

えにより取得した償却資産、被災した病院の敷地に関する固定資産税を一定期間免

除すること。

(4)被災した病院等の移転に伴う土地の譲渡所得の免除

被災した病院等の移転に伴い譲渡した、病院等の敷地に係る譲渡所得を非課税とす

ること。

(5)被災病院の寄付金収入については非課税とすること。

同様に、被災病院に対する寄付金は全額損金とすること。

６将来の地震災害に備えるため、政府は医療機関の「地震保険制度」「地震共済制度」等

早急に確立すること。

７自衛隊、警察、消防、医療機関が共通の情報にて活動できる災害医療体制を早急に確立
すること。

以上

-188-



L卓ミドプョブ声ｒＨ完ＣＤ*皮亨写＞l犬沙已と王見曾(犬

芦屋市５３１

伊丹市9９’－－－
－－－宝塚市５３

口■尼崎市２８２８

全半墳・焼失等大被害：病院あるいは病棟が使用できない状態にある施設

軽度被害：壁の、裂や高架水槽の破掴等被密の比校的軽い施設

兵庫県医師会の調査による

※

※

－１８９－

区域 病院数 調査病院数

被害状況

全半塊

焼失等大枝書

軽度被害

診疲実施病院

入院 外来

神 Ｐ 市 １１２ １０２ １０ ８８ ９３ ９６

区
区
区
区
区
区

湿
区
央
田
廠
磨
水
区
区

東
滋
中
長
兵
須
垂
西
北

５

８

２２

１２

１２

１２
●●●●●●■●●●●●ＣｏＧら●●●の●●●●●●●●●■●●■●●●●勺

７

１６
●●●のＤＣ●●①●●■●｡●ｃ●●●ﾛ●●●●●｡●●●●●●●●の●●■

１８

４

５

１９

１２

１１

１２

７

１５

１７

１

１

１

３

２

１

１

３

４

１８

９

１０

８

７

１３

１６

３

４

２１

７

９

１１

７

１５

１６

３

４

２２

９

９
●●｡●□●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●□●●●

１０
●､●●q●●●●●●ｅ●●●●●■●□●●●●●の●■丘会=

７

１５

１７

西宮市 ２２ ２２ １ ２１ ２１ ２１

芦屋市 ５ ３ １ １ ３ ３

伊丹市 ９ ９ １ ５ ９ ９

宝塚市 ５ ３ ３ ３ ３

尼崎市 ２８ ２８ １５ ２８ ２８

川西市

川辺郡

９ ９ ４ ９ ９

三田市 ８ ７ ７ ７

明石市 ２１ ２１ ２１ ２１

高砂市 １ １ １ １

加古川

加古郡

１７ １７ １５ １７ １７

西脇市

多可郡 ４ ４ ３ ４ ４

小野市

加東都 ６ ６ ４ ６ ６

三木市

美嚢郡 ６ ６ ２



－
国庄劃■■■■■■－－~￣
田囲■■■■．－
匹皿一■￣

－１９０－

区域 病院数 飼査病院数

被害状況

全半壇

焼失等大被害

軽度被害

診疲実施病院

入院 外来

加西市 ２ ２ １ ２ ２

姫路市 ４６ ４６ １５ ４６ ４６

神崎郡

飾磨郡 ４ ４ ２ ４ ４

竜野市

揖保郡

９ ９ ９ ９

作用郡 ３ ３ ３ ３

宍粟郡 １ １ １ １

赤漣市 ４ ４ ４ ４

相生市 ５ ５ １ ５ ５

豊岡市 ３ ３ １ ３ ３

出石郡 １ １ １ １ １

城崎郡 ２ ２ ２ ２

朝来郡

妥父郡 ５ ５ ２ ５ ５

美方郡 ４ ４ ４ ４

氷上郡 ４ ４ １ ４ ４

多紀郡 ３ ３ ３ ３

洲本市 ２ ２ ２ ２ ２

津名郡 １ １ １ １ １

三原郡 ５ ５ ２ ５ ５

合計 ３５７ ３４２ １３ １９０ ３２６ ３２９



兵庫県南部地震に伴う医療施設被災状況台躯

所在地

神戸市東漣区

中央区

」
①
］

攻押

地区名 番号 医療施設名 所在地 開設者 病床数 被災内容等 現状

神 Ｐ 1

２

３

４

５

６

７

８

宮地病院

金沢病院

上田病院

荻原みさき病院

中山病院

高橋病院

神戸市立西市民病院

相信病院

神戸市東滋区

麓区

中央区

兵庫区

兵庫区

長田区

長田区

須磨区

医疫法人明倫会

医痘法人愛和会

上田緑郎

医療法人一輝会

医療法人社団大有会

高橋諄

神
￣

Ｐ 市

医療法人紫明会

199

188

5２

120

6８

112

370

101

半壊。倒壊の恐れがあり、全休使用不能

倒壊のおそれあり、入院患者全員避難

同上

同上

全焼

半焼

半壊

倒壊のおそれあり、入院患者全員避睡

近日中に、 ￣部

外来・入院再開
予定

救
応
急ﾀﾄ来のみ対

阪神 ９

10

11

1２

1３

上ヶ原病院

西宮渡辺病院

芦屋セントマリア病院

渡辺産婦人科病院

常岡病院

西宮市

西宮市

芦屋市

芦屋市

伊丹市

医療法人財団樹徳会

医疫法人高明会

登根孝之

渡辺二三男

常岡豊

116

192

7０

2２

111

全壊

半壊。検査部門等全面使用不可

倒壊のおそれあり、入院患者全員避難

倒壊のおそれあり、入院患者全員避難

半壊。本館は使用不能

部、外来・入
院実施

￣

部、外来・入
院実施



兵庫県南部震災による病院の被害状況調査報告

兵庫県私立病院協会の調べによる

－１９２－

区分

１１'１戸市

被宙

病院敵

】０２

６
￣つじ●●●ﾛ●●－－－．Ｄ

Ｂ
~●●●●●-●●･･●・・

１８
●△●●●･●Ｐ●ﾛ●－－■

１２

1８

ｌ２
ｑＤ０●●０ｃ●●■００●●

10
■ｓｏ●●●C●●●Ｏ●●●

７

１２

lDIil施股のMi害状況

楓獄金額

百万円

1４ ０ ９８８

２０１７５
Ｐ●●●ＣＤ●－●●－－－●ＣＤ●●－の●■□●●●●●-

７８７
●●●●●●●●●ＤＯＤ●●●●COOODo●ＤＣ●●●●

２０８９４

３０２８８
の゛●●---c●●・････■１．．－■●ｏ・・の｡.。．

０００

８
●ａＯＰＯ●●●の●｡●●

０

●｡●

４９１
●￣●￣￣●●－●■－－－

１，２０４
●●●●●●●●●●●■●●●●-●－●●●－－■

７７

●、口■

●

４２７

股傭０M冊の被害状況

股備慨算金8N

百万19

､1冊概算金額

百万円

Ｉ ０ ０１４ qＤＯ７ｐ１

ＩＯ
Ｃ●■●●■■●●●●●ＱＯ●□ＤＣ－●

８０

９１
●のロ■q●●●●￣●●●Ｃ●●●●●●□

２５
００･●●●ｂＯ●00･~･●･□●●●

９１
｡￣●●●●●・●●0●ＣＤ０００．口.

６

１５２

８０
￣●￣●●句●■●ＣＢＯ●●Q●Ｏ●●●

５２９

０００
●●●－■一・●Ｃ￣⑤●■■●－●｡、・

８８８
●●●●●●●●０，･●の■●□勺の・・

１，２９７

２１１１
■●●￣c￣‐￣●ｂＰ●●■●●●●●●

１８０

１，４４６
￣●●●ＣＯＤ－●●●●●●●●●●●●

５６０
●

￣●●●●Ｏ●●●●０■●のＣＯ－－●.

０

０

被害収合Ｅト

概算金額

百万円

２０ ● ６１９

２．８４５
~●●●●●●００●一・一

￣■■￣●●●●●□●ｃｃ●－｡●

１，１８０
●●■●●●●のｃ■￣●￣●●●－●●●－●●●●●●●の－

４
￣■￣￣￣ﾛ●●00●●●

０

●●－

２８２
●●●ロ●●－●￣●●●●

８．４７６
0０００□●●●0●●■､｡●●●●●

ＣＤ●●●●●●●□

８２４
０●･●●●・●ｏ●■･－－・・0－．．－．．．－－．．．

４０９４８
・ｏ－Ｃ－Ｃ－Ｃ●●･･･－．．－●●ＧＯＯ●●｡．、。－口

８０００６
￣￣￣●●●●￣￣●●￣●Ｃ０Ｃ－●●●●●●●●●・●●

１６７
￣●●ＣＯ●●●･●●－●c････・●･･､｡一・・℃､

９５０

西宮巾 ２１ ８ ０ ８６９ ２１５ ６８０ ４ ０ ２１４

芦屋市 ５ ３０５ ２４ 1８５ 5．７４

伊丹市 ８ ５７８ 1５０ 111 ８３８

宝塊市 ５ 1２０ ４５ 104 ８８５

尼崎市 ２８ １ ０ ２０８ １９６ ３０ １ ０ ４２９

ﾉ１１西市 ４ ３０ ７ ８ ４０

淡 閉 ５ １１ １０８ I １２０

合ロト 1７８ ８０ 、 ６１０ 】 ０ ７００ ５ 、 ７０６ ２８ ０ ）８９



蝿
平成７年３月２２日

l1jI41ﾐ大lIi

ジIニノ１１ 11三 殿

－－－ｃｍ出■■已戸一●－－－－･

社団法人日本病院

会長諸橋芳

阪IⅡ'１.淡FII大震災に係るjUlljI1i医療のｉｎ1｢１Ｍf保について（喪望）

戦恢、未曾有の人惨事となっ/こ阪１１１１．淡IMI大震災い、発生後２月が過ぎようとしている

にも)(りらず、いまな(|）１０万人に近い市民が避難所生活を余儀なくされている｡

不自山な生活からくる肉体的・精神的苦痛は被災者に様々な変調をきたし、更には、未

だかって経験のない災害のショックを基囚として、今慢、予想だにしない精神的障害を誘
発する恐れがある。

これらに対処するためにも、一日も早く完全な医療体Ⅲ１１の復旧、確保をし、地域住民の
健康の維持、増進に務めなければならない。

Tlj民生活の根幹となる病院の復ＩUのため、次の事項について、より一層の}3眉を早急に
iMUられるよう強く要望する。

喪望事項

１．無利子長Ｗ]融資を実施されたい。

２．民間医療施設を社会資本として認識され、圧l1i1Illli肋の拡充を図られ/こい。

－１９３－



重網繩）（ 01頂不同）

平成７年３月31日現在

曰本病院会役員名簿社団法人

顧問・参与

連絡 先住 所 TEL

O3-3359-8941

役職名

顧問 左奈田幸夫｜システム総合開発研究所顧問’１６０ 東京都新宿区大京町２９

御苑プラザビル402号

東京都世田谷区代田４－１０－１６

東京都練馬区中村南３－２４（自宅）

大阪府大阪市住之江区東加賀屋

１－１８－１８

大阪府大阪市住吉区帝塚山中１－８－９

三重県津市南新町17-22

京部府京都市山科区御陵封じ山町３－２２

愛知県春日井市廻間町字大洞681-47

愛知県名古屋市東区泉１－１７－３

第２オレンジビル８Ｆ－Ａ

長野県南佐久郡臼田町大字臼田l97

長野県南佐久郡臼田町大字臼田2211-2

滋賀県彦根市大薮町225-143（自宅）

神奈１１１県横浜市神奈川区入江２－１９－１

神奈|||県横浜市中区石川町２－７８

東京tiB文京区本駒込２－２８－１６

東京都千代田区永田町２－１－１

参議院議員会館733号室

東京都千代田区永田町２－１－２

衆議院議員第２議員会館231号室

東京都千代田区永田町２－１－１

参議院議員会館313号室

東京都新宿区戸山１－２１－１

束京都練馬区旭ケ丘ｌ－４３－４０

神奈川県横浜市保土ケ谷区桜ケ丘1-5-22

（自宅）

神奈川県横浜市栄区庄戸５－１７－２

（自宅）

三重県津市渋見町７７０－３５（自宅）

愛知県瀬戸市西追分町l60

埼玉県浦和市東岸町18-18

パークハイム浦和511号（自宅）

東京都文京区千駄木ｌ－１－５

東京都足立区六月’-36-20-306

東京都渋谷区神宮前５－８－２

東京都渋谷区渋谷２－１２－１５

長丼記念会館304号

東京都文京区本郷５－２９－１３－７０４

（自宅）

大阪府大阪市西区境川ｌ－２－３１

総合病院多根病院内

兵皿県神戸市中央区港島中町６－１４

自宅

iiijiijiilii
155

176

559

03-3328-0830

03-3990-9589

06-685-0221

ﾉノ

ノノ

06-673-4130

0592-27-6171

075-581－3327

0568-88-0568

052-951－２４２０

558

５１４

６０７

４８７

４６１

''

ノノ

lJllLljiHJjli;１１
自宅

自宅

384-03

384-03

５２２

２２１

２３１

１１３

１００

0267-82-3131

0267-82-2045

0749-26-2277

045-401-2411

０４５－６４１－４８７９

03-3946-2121

03-3581-3111

内５７３３

０３－３５８１－５１１１

内7231

０３－３５８１－３１１１

内5313

03-3202-7181

03-3953-9833

０４５－３３１－２９３８

ﾉノ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ｸﾞﾉ

ﾉﾉ

目見圧三郎ｌ衆議院議員’１００ｸﾞﾉ

宮崎秀樹｜参議院議員’１００ﾉノ

自宅:蓑:|§立国:医iir≦;口総：
1６２

１７６

２４０

参与

ノノ

牧野水城｜元聖路川国際病院院長’２４７ 045-894-0672ﾉﾉ

国立津病院名誉院長

公立陶生病院名誉院長

前聖路加国際病院副院長

岡崎通

寺田守

内田卿子

514

489

336

0592-25-4030

0561-82-5101

048-886-3745

〃

ﾉノ

ノノ

副iWLiHM医織
'13

121

150

150

03-3822-2131

03-3860-2747

03-3400-8331

03-3406-0485

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

高橋政騏｜元杏林大学医学部教授１１１３ 03-3814-3027ﾉﾉ

海北幸男｜医療法人きっこう会事務局長’５５０ 0６－５８１－１０７１ﾉノ

自宅’６５０ 078-302-8927

-194-



几
又
子
１

一

員

病院名役職名 病院所在地 ＴＥＬ

千葉県｜猪橋芳夫ｌ総合病院国保旭中央病院｜市町村’289-25 旭市イのｌ３２６

ＦＡＸ

旭市イのl863

目黒区中目黒’－１－１７

恵比寿苑21l

浜松市住吉２－１２－１２

ＦＡＸ

浜松市幸２－１７－ｌ

土浦市真鍋新町ｌｌ－７

ＦＡＸ

新宿区中落合３－２９－６

岡山市青江65-1

ＦＡＸ

岡山市丸の内２－１－２８

杉並区阿佐谷北ｌ－７－３

ＦＡＸ

武蔵野市吉祥寺南田Ｔ３－４－ｌ２

室蘭市新富町ｌ－５－ｌ３

ＦＡＸ

室蘭市母恋北ＨＪ２－９－ｌ４

盛岡市上田１－４－１

ＦＡＸ

盛岡市上田１－６－２０

川口市大字西新井宿ｌ８０

ＦＡＸ

東京都文京区小石ｌｌｌ２－５－９

世田谷区太子堂３－３５－３１

ＦＡＸ

世田谷区瀬田５－１－９

武蔵野市境南町ｌ－２６－ｌ

ＦＡＸ

小金井市東町1-15-13

港区三田ｌ－４－ｌ７

ＦＡＸ

渋谷区広尾ｌ－７－７－３０７

新宿区百人町３－２２－１

ＦＡＸ

目黒区鷹番l-l3-20-206

清瀬市旭か丘ｌ－２６１

ＦＡＸ

練馬区東大泉３－３８－１Ｏ

相模原市渕野辺３－２－８

ＦＡＸ

相模原市渕野辺１－８－７

拍崎市赤坂町３－５２

ＦＡＸ

福井市和田中町舟橋７－１

ＦＡＸ

福井市大宮２－１０－５

（
二 長 0479-63-8111

0479-62-0330

0479-62-0368

03-3711-6604東巽lＷ

静岡県｜中山耕作｜総合病院聖隷浜松病院’（の他法人’４３０副会長 053-474-2222

053-475-7596

053-474-6867

0298-23-3111

0298-23-1160

03-3951-1982

086-222-8811

086-222-8841

086-222-4628

03-3339-0330

03-3338-2005

0422-43-4253

０１４３－２４－１３３１

0143-24-1064

０１４３－２４－１３３１

0196-53-1151

0196-53-2528

0196-22-0401

048-287-2525

048-280-1566

03-3811-5937

03-3414-8121

03-3419-0381

03-3700-6286

0422-32-3111

0422-32-3525

0423-83-1968

０３－３４５１－８２１１

03-3457-7949

03-3407-6794

03-3364-0251

03-3364-5663

03-3710-1615

0424-91-2121

0424-94-1441

03-3922-1271

0427-54-2222

0427-57-4170

0427-52-5193

０２５７－２２－２１２６

0257-24-9812

0776-23-1111

0776-28-8527

0776-21-2033

…|⑤。＆|総合病院土浦協同病院|厚屋|;:：′'

肌県|〆Ⅷ＄"|総合病院岡山赤十字病院|･琴l１ｉＩ〃

鯨都|ﾛ川,川Ⅷ：㈱院|医療蚕|i:：ﾉノ

JfWlm1
1８０

０５１

０５１

０２０

常任理事

''

020

333ﾉﾉ

1１２

１５４ｸﾞノ

」&㈲,Wに|武蔵野赤十字病院|・・。':：ﾉノ

,川賑一|東京都済蛤中央病院|済崖|M；ﾉノ

“｜㈱“Ⅲ\|社会保…蛤病院|全川:；ノノ

,,｜M畑慶'㈹＊＆㈱|医療蚕|;：ﾉノ

神奈川県|土＆＝|渕野辺総合病院|医療蚕に;；ﾉノ

新潟県|小儘二|国立繍所新潟病院|査宅ｌｉｉ：ﾉノ

馴県1…清'福井県済生会病院|済養に＄
〃

－１９５－



病院名 病院所在地役職名 ＴＥＬ

伊藤研｜総合大雄会病院｜医療法人’４９１愛知県｜伊藤研常任理事 一宮市桜ｌ－９－９

ＦＡＸ

－宮市東島町２－４０

大阪市城東区東中浜ｌ－３－ｌ７

ＦＡＸ

芦屋市三条町２３－５

大阪市北区兎我野町４－１２

ニューナショナルビル５Ｆ

ＦＡＸ

西宮市愛宕山l5-42

尼崎市杭噸本町２－１９－１５

ＦＡＸ

伊丹市鈴原町７－４９－２

廿日市市地御前ｌ－３－３

ＦＡＸ

広島市佐伯区吉見園23-1ｌ

防府市お茶屋町２－１２

ＦＡＸ

防府市三田尻ｌ－３５

長崎市深堀町ｌ－ｌｌ－５４

ＦＡＸ

長崎市江川町448-7

那覇市安里ｌ－７－３

ＦＡＸ

那覇市繁多川５－３－３

グランシャトレ繁多ｌｌｌ３０５

北見市北６条東二丁目

北見市幸町１－３－８

秋田市中通ｌ－４－３６

秋田市高陽青柳町１４－２

横手市駅前町１－３０

横手市旭ｌｌｌ３－３－３１

白河市横町114

白lpI市昭和町２４９－３

会iLlK宕松市fII賀町ｌ－ｌ

会津若松ｉｈ日新ＨＪ６－ｌ７

与野市上落合903

浦和市曲本ｌ－６－ｌ５

千葉市中央区長iilll2-21-8

千葉市中央区長けｌｌ２－２１－ｌ６

千代田区九段南２－１－３９

0586-7jl211

0586-71-0017

0586-73-6110

06-967-7111

06-963-2233

0797-34-0126

06-315-0576

大ビルビ㈱㈱|医療蚕|:＃大阪府｜大道學''

中〆㈱|医療法人愛仁会本部|医療蚕|::：大阪府｜中後勝ﾉノ

06-315-6186

0798-73-7278

06-488－'851

06-488-1854

0727-81-1785

0829-36-3111

0829-36-5573

0829-21-4829

0835-22-2310

0835-25-'675

0835-22-3888

0958-71-1515

0958-71-1510

0958-78-3512

098-866-5171

098-864-1874

098-835-1882

ｌにJＩＴ
662

660兵庫県ｌ北村行彦ﾉノ

664

738広島県ｌ高科成良′'

7３１－５１

７４７山ロ県｜村田寿太郎'′

７４７

８５１－０３

８５０

９０２

長崎県｜福井順ﾉノ

沖縄県｜贋田耕ﾉノ

自宅１９０２

■三
北海道｜芝木秀俊理事

０
０
０
０
３
３
１
１
５
５
８
６
０
０
２

９
９
１
１
１
１
６
６
６
６
３
３
６
６
０

０
０
０
０
０
０
９
９
９
９
３
３
２
２
１

0１５７－２４－３１１５

0157-23-3365

0188-34-3361

0188-24-4484

0182-32-5121

0182-32-1725

0248-22-２２１１

０２４８－２２－１６５９

０２４２－２５－l515

0242-27-9087

048-852-llll

O48-861-9277

043-227-8366

043-222-3759

03-3262-9191

秋田県｜竹本吉夫''

〃｜林雅人ﾉノ

福島県ｌ達藤良″

〃Mjdllli(之助''

埼玉県ｌ横田修ﾉﾉ

千葉県｜柏戸正英ﾉノ

東京都｜中川三与三ノノ

国分寺市富士本ｌ－３１－ｌ

葛飾区金町３－４－５

松戸市二十世紀ケ丘萩町l96-2

葛飾区東金町ｌ－３５－８

葛飾区東金ＭＴ６－ｌ８－ｌ６

横浜市中区根岸ＨＪ２－８５

横浜市磯子区洋光台４－５－３

横浜市泉区西がllrill-28-l

東京都世田谷区上用賀2-5-1-707

'８５

１２５

２７１

１２５

１２５

２３１

２３５

２，１５

１５８

0425-72-4687

03-3607-3260

0473-62-0655

03-3600-9001

03-3608-0016

045-622-0101

045-833-7616

045-813-0221

03-3420-4879

〃｜高山螢'ノ

〃｜頂藤祐司''

神奈川県｜宗雪武〃

〃ｌＤＵ藤英夫''

－１９６－



0７６４－２４－６

「１

Ｌ」

〕５８

4048

Bl-］００

０

J６－３７Ｚ－Ｃ

0６－８

)６－５５２－００

､-５５－０４６

)７９８－３６－６００（

[)７２３－６６－６

D７８－４３１－ｌＯ８８

]７９牛２３－５６１９

J７４５６－２－２０５８

)0

O７３４８－Ｚ－８Ｃ

)８６８－２２－６

0８６８－２２－３４９６

､８２－２５４－(】

D８Ｚ－Ｚ５１－０６

)８８８

８８８－２２－７６６〔】

－１９７－

職名

ﾉノ

ﾉノ

''

ﾉﾉ

ノノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

′'

〃

′'

ﾉノ

ノノ

ノノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

ノノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

/'

事

ＴＥＬ

025-211-5151

025-379-1385

025-273-2251

025-223-3741

0764-24-1531

0764-24-6775

0552-33-5107

0552-23-0534

0582-46-1111

0582-42-0459

0574-25-2181

0574-25-2181

0569-22-9881

0587-32-1975

052-991-3111

052-914-4048

0594-22-1211

0594-22-5897

075-561-1121

075-781-1003

075-572-6331

075-371-2765

O6-372-0333

06-831-ll45

O6-552-OO91

0７２０－５５－０４６１

06-351-5381

0798-36-6000

0725-41-1646

0723-66-6555

078-451-1221

078-431-1088

0794-23-2123

079上23-5619

07456-2-2058

07456-2-2765

0734-44-1600

07348-2-8035

0734-31-0331

0734-22-5138

0868-22-6111

0868-22-3496

082-254-0311

082-251-0633

0899-47-1111

0899-71-5716

0888-22-1201

0888-22-7660

都道

府県名
氏名 病院名 経営主体

｜
〒 病院所在地

新潟県

ﾉノ

富山県

山梨県

岐阜県

〃

愛知県

ﾉﾉ

三重県

京 都府

/'

大阪府

ﾉﾉ

ﾉﾉ

〃

兵庫県

ﾉﾉ

奈良県

和歌山県

ﾉノ

岡山県

広島県

愛媛県

高知県

木村明

桑名昭治

舘野政也

許山陸

須原邦和

木犀影

六鹿直視

福田浩三

安保喜久郎

橋本舅

武田隆男

豊島正忠

武田惇

加納繁美

岸口 繁

宮地知男

荒尾幸次

南溢

遠 藤 香苗

中村了生

上野英高

伊
-←←

腺 剛

重松授

長崎彬

新潟市民病院

桑名病院

富山県立中央病院

許山胃腸病院

岐阜県立岐阜病院

木犀記念病院

半田市立半田病院

上飯田第一病院

山本総合病院

京都第一赤十字病院

武田総合病院

中津医療福祉センター

大阪府済生会泉尾病院

総合加納病院

府中病院

宮地病院

はりまｈ対院

秋津鴻池病院

和歌浦中央病院

中村病院

津山中央病院

伊 藤 胃腸科病院

愛媛県立中央病院

高知赤十 字 病院

市町村

自宅

医療法人

自宅

市町村

自宅

医療ii去人

自宅

都道府県

自宅

医療法人

自宅

市町村

自宅

医療法人

自宅

医療ii去人

目宅

日赤

自宅

医療法人

自宅

済生会

自宅

済生会

自宅

医療法人

自宅

医療法人

自宅

医療法人

自宅

医療ｉ去人

自宅

医療法人

自宅

医療法人

自宅

医療法人

自宅

公益法人

自宅

個人

自宅

都道府県

自宅

日赤

自宅

ｎ
Ｊ

９
』
ｏ
』

１
１

１
２
２

１
３

０
５
１
３
１
２
４
９
８
８
５
５
－
－
１
２
０
０
８

０
－
０
１
０
０
０
１
０
’
５
５
５
２
２
２
１
１
５
６
’
０

３
６
５
７
３
６
９
８
５
５
７
７
９
９
４
４
４
４
０

５
０
５
５
３
３
０
６
０
１
０
０
７
９
６
６
１
１
０
０
１
０

５
５
５
５
５
６
５
５
６
６
６
６
３
３
６
６
６
６
７

９
５
９
９
９
９
４
９
５
０
５
５
４
４
４
４
５
５
６
６
０
６

９
５

６
６
６

８
４
４

０
３
３

７
７
７

０９７

０９７

０
０
８
８

７
７

新潟市紫竹山２－６－１

西蒲原郡黒崎町大字金巻966-1

新潟市寺古|||町６－４

新潟市二葉町１－８２０

富山市西長江２－２－７８

富山市長江新町４－１－２３

甲府市中央ｌ－ｌ２－６

甲府市中央１－１２－６

岐阜市野一色４－６－１

岐阜市静が丘町1４

美濃加茂市古井町下古井59O

美濃加茂市古井町下古井590

半田市東洋町２－２９

稲沢市正明寺２－５－１４

名古屋市北区飯田北町２－７０

名古屋市北区山田｣上町２－２８－５

桑名市寿町３－１１

桑名市船馬町1１

京都市東山区本町15-749

京都市左京区下鴨東森ヶ前町10-1

京都市伏見区石田森南町2８－１

京都市下京区木津屋橋通油好事

東入南町507番地

大阪市｣上区芝田２－１０－３９

吹田市古江台１－２０－１０

大阪市大正区北村３－４－５

枚方市楠葉美咲３－１２－２０

大阪市北区天神橋７－５－２６

西宮市霞町４－１７

和泉市肥子町ｌ－ｌＯ－ｌ７

大阪狭山市大野台２－２５－６

神戸市東灘区本山中町４－１－８

神戸市東灘区岡本６－１－２６

加古川市尾上町長田525

加古川市尾上町池田769-1

御所市大字池の内1064

御所市大字柏原1604

和歌山市塩屋６－２－７０

海南市日方1188

和歌山市友田町２－３２

和歌山市新内217

津山市二階町６７

津山市椿高下1６

広島市南区皆実町６－１５－７

広島市南区皆実町６－１８－３１

松山市春日町8３

松山市土居田町6００－１

高知市新本町２－１３－５１

高知市薊野2018
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代議員

都道

府県名
受職名 氏名 病院名 経営主体 病院所在地 ＴＥＬＴ

代議員

ノノ

″

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉ／

ノノ

ノノ

ノノ

原
田
嶋
村
谷
山
木
、
水
部
一
Ｐ
科
宿
辺
澤
岡
良
川
崎
日
上
原
山
橋
田
根
畠
地
藤
上
原
山
丼
沢
岸
岡
井
野
滝

須
々

谷

南
幸
津
中
金
遠
佐
富
岸
瀬
仁
本
渡
會
石
奈
長
長
山
春
井
漆
森
奥
三
早
中
高
金
加
村
荏
小
荒
平
川
杉
仲
向
大
守

口

県
県
県
県
県
県

７
Ｊ

道
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県

割

海
〃
森
〃
手
〃
城
〃
田
〃
形
島
〃
城
〃
木
〃
馬
〃
玉
〃
〃
葉
〃
〃
〃
一
泉
〃
〃
〃
〃
刺
潟
〃
〃
山
川
〃
丼
〃
梨

北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千

束
神
新
富
石
福
山

一
男
輔
雄
之
知
郎
弘
陞
士
章
尚
光
孝
春
治
夫
洋
学
男
－
彰
志
雄
稔
敏
晃
弘
夫
弘
次
夫
眞
弘
平
郎
郎
雄
榮
穂
三

喜

浩
和
恵
登
春
美
陸
忠

泰
盛

正
国
昌
嗣

善
寿

博
武

正
亮
正
義
光

奥
由
一
五
信

秀
亮

砂川市立病院

釧路赤十字病院

国立弘前病院

中村整形外科病院

北上済生会病院

運山病院

宮城健康保険病院

仙台オープン病院

｣上秋中央病院

中通病院

三友堂病院

公立藤田総合病院

渡辺内科胃腸科病院

大洗海岸病院

総合病院水戸協同病院

足利赤十字病院

自治医科大学附属病院

前橋赤十字病院

慈光会病院

社会保険埼玉中央病院

上福岡総合病院

大宮共立病院

国立千葉病院

船橋市立医療センター

習志野第一病院

山之内病院

都立梅ヶ丘病院

部立台束病院

金地病院

江戸川病院

日暮里上宮病院

高田中央病院

県立新発田病院

長岡赤十字病院

信楽園病院

万葉病院

国立金沢病院

辰口芳珠記念病院

福井赤十字病院

大滝病院

大月市立中央病院

市町村

日赤

国

個人

済生会

医療法人

全社連

公益法人

厚生連

医療法人

公益法人

市町村

医療法人

医療法人

厚生連

日赤

学校法人

日赤

医療法人

全社連

医療法人

個人

国

市町村

医療法人

医療法人

都道府県

都道府県

医療法人

((､他法人

その他法人

個人

都道府県

日赤

(の他法人

医療法人

国

医療法人

日赤

個人

市町村

砂川市西四条北２－６－ｌ

釧路市新栄mJ21-l4

弘前市大字冨野町ｌ番地

五所川原市字一ツ谷160

北上市花園町ｌ－６－８

盛岡市下／橋ＨＪ６－ｌ４

仙台市太白区長ＨＪ２－４－ｌ８

仙台市宮城野区鶴ケ谷５－２２－ｌ

北秋田郡鷹巣町花園町ｌＯ－５

秋田市南j囲みその町３－１５

米沢市中央６－１－２１９

伊達郡国見町大字塚野目字三本木１４

福島市北町１－４０

束茨城都大洗町大賞HJ915

水戸市宮町３－２－７

足利市本城３－２１０O

河内郡南河内町薬師寺3311-ｌ

前橋市朝日町３－２１－３６

高崎市上佐野町７８６－７

浦扣市北浦和４－９－３

上福岡市大字福岡931

大宮市大字片柳1550

干葉市中央区椿森４－１－２

船橋市金杉ｌ－２１－ｌ

習志野市津田沼５－５－２５

茂原市町保３

世田谷区松原６－３７－１０

台束区干宋3--20-5

北区中里ｌ－５－６

江戸川区東小岩２－２４－ｌ８

荒川区東日暮里２－２９－８

横浜市港北区高田日J342

新発田市大手町４－５－４８

長岡市日赤町２－６－ｌ

新潟市西有明町ｌ－２７

高岡市西海芝坂字大坪362

金1尺市石弓ｌ３－ｌ－ｌ

能美郡辰口町字下開発ルｌｌ－ｌ

福井市月見２－４－ｌ

福井市日光１－１－１

大/l市大月町花咲1225

０７３－０１

０８５

０３６

０３７

０２４

０２０

９８２

983

018-33

０１０

992

969-17

９６０

３１１－１３

３１０

326

329-04

３７１

３７０

３３６

３５６

３３０

２６０

２７３

２７５

２９７

l５６

ｕｌ

ｌｌ４

１３３

１１６

２２３

９５７

９４０

９５０－２１

９３３

９２０

923-12

９１０

９１０

４０１

01255-4-2131

0154-22-7171

0172-32-4311

0173-34-3315

0197-64-7722

0196-51-2111

022-248-0161

022-252-1111

0186-62-1455

０１８８－３３－１１２２

0238-24-3700

0245-85-2121

0246-22-4421

0292-67-2191

0292-67-2371

０２８４－２１－０１２１

０２８５－４４－２１１１

0272-24-4585

０２７３－４７－１１７７

048-832-4951

0492-66-0111

048-686-7151

043-251-5311

0474-38-3321

０４７４－５４－１５１１

０４７５－２５－１１３１

03-3323-1621

03-387`1７４４１

03-3821-6433

０３－３６７３－１２２１

03-3891-5291

045-592-5557

0254-22-3121

0258-35-3600

025-267-1251

0766-24-2163

0762-62-4161

０７６１－５１－５５５１

0776-36-3630

0776-23-3215

０５５４－２２－１２５１

－１９９－



病院名 病院所在地役職名 ＴＥＬ

加納岩総合病院

諏訪赤十字病院

相犀病院

岐阜赤十字病院

松波総合病院

冨士市中央病院

静岡赤十字病院

総合病院聖隷三方原病院

豊橋市民病院

碧南市民病院

青山病院

八千代病院

柳鮪病院

大津赤十字病院

琵琶湖病院

公立南丹病院

山科病院

京都四条病院

山梨市上神内川l309

諏訪市小和田ｌ９－５

松本市本庄２－５－ｌ

岐阜市岩倉町３－３６

羽島郡笠松町田代ｌ８５－ｌ

富士市高島町５０

静岡市追手町８－２

浜松市三方原町3453

豊橋市松葉町３－ｌ

碧南市平和町３－６

加戸市南山町ｌ－５３

安城市東栄町ｌ－ｌＯ－ｌ３

津市乙部５－３

大津市長等１－１－３５

大津市坂本ｌ－８－５

船井郡八木町大字八木小字上野２５

京都市山科区竹島四丁野町１９－４

京都市下京区東堀川通四条下ル

四条堀lllmT272-6

豊中市岡上の町２－１－１

大阪市天王寺区筆ケ崎町５－５３

大阪市浪速区日本橋東３－１－１ｌ

大阪市旭区新森４－１３－１７

束大阪市若草町ｌ－６

神戸市長田区一番町２－４

姫路市龍野町５－３０－ｌ

神戸市西区北山台３－１－１

姫路市御国野町国分寺l43

奈良市百楽ｂｍ５－２－６

１ＨｌＨ(市見加町ｌｌ－ｌ

海南市日方l272-3

和歌山市吹上２－４－７

和歌山市小松原通ｌ－３

倉吉市瀬崎町2714-ｌ

松江市母衣町200

松江市上乃木町３－４－ｌ

岡山市天瀬６－１Ｏ

新見市新見８２７－ｌ

倉敷市神田２－３－３３

広島市安佐北区可部南２－１－１

呉市本通６－２－４

小野[１１市大字東高iilfll863-l

古WkllllII1知額Ⅲ｢4211-4

中澤

島田

前田

井戸

松波

荻原

福田

新居

鈴木

吉丼

青山

佐藤

柳瀬

藤田

加藤

藤田

大川原

中野

明
墓
雄
彦
一
雄
栄
紀
男
司
夫
郎
範
仁
明
一
夫
進

忠
恒
豊
英
正

昭
一
才
鍵
太
恒

洋
康

医療法人

日赤

医療法人

日赤

医療法人

市町村

日赤

(の他法人

市町村

市町村

医療法人

医療法人

個人

日赤

医療法人

市町村

公益法人

医療法人

代議員

″

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノﾉ

ノノ

ノノ

ノノ

0553-22-2511

0266-52-6111

0263-33-8600

0582-31-2266

05838-8-Olll

O545-53-ll31

054-254-4311

05３－４３６－１２５１

０５３２－５２－６３１１

０５６６－４８-5０５０

０５６１－２１－１１１８

0566-97-8518

0592-27-5585

０７７５－２２－４１３１

0775-78-2023

０７７１４－２－２５１０

075-594-2323

075-361-5471

４０５

３９２

３９０

５０２

５０１－６１

４１７

４２０

４３３

４４０

４４７

４８９

４４６

５１４

５２０

520-01

629-01

６０７

６００

〃

長野県

〃

岐阜県

〃

#ザ岡県

〃

〃

愛知県

〃

ノノ

ノノ

三重県

舷賀県

″

京都府

〃

ノノ

市立豊中病院

大阪赤十字病院

愛染橋病院

中野小児病院

若草第一病院

神戸市立西市民病院

姫路赤十字病院

広野高原病院

０匝路第一病院

西奈良中央病院

巽病院

海南市民病院

浜病院

月山病院

野島病院

松江赤十字病院

松江記念病院

岡山市立市民病院

新見中央病院

水島第一病院

広島市立安佐市民病院

博愛病院

小野田市立病院

ｌｌｑＩ知須同仁１１１ｉ院

木村

内野

辻本

中野

川合

塩見

岡田

安田

松浦

松本

巽

藤田

漬

月山

野島

高橋

杉原

ii戈野

木田

滝沢

岩森

高杉

波多野

ILJ田

市町村

日赤

｛o他法人

医療法人

医療法人

市町村

日赤

医療法人

医療法人

区縦法人

医煉ｉｉと人

市町村

医療法人

個人

医療法人

日赤

医療法人

市町村

医療法人

医療法人

市町村

個人

市町村

医療法人

大阪府

〃

ノノ

〃

"

兵庫県

ノノ

ノノ

ノノ

リ?§良県

″

ﾄﾞﾛ歌山県

〃

治
人
博
光
毅
俊
男
吉
春
功
一
一
一
郎
純
男
夫
勝
彦
夫
三
助
茂
久
紀
一

之

正
冶
兵
博
弘
文
康
俊
梅

典
一
正
和
丈

徹
健
恵
千

敵
光
他

06-843-0101

06-771-5131

06-633-2801

06-952-4771

0729-8-1409

078-576-5251

0792-94-2251

078-９９４－１１５５

０７９２５２－０５８１

０７４２－４３-3333

07442-7-1115

0734-82-4521

0734-36-2141

0734-23-2300

0858-22-6231

0852-24-2111

0852-27-8111

086-225-3171

086-772-2110

086-444-5333

082-815-5211

0823-23-8911

08368-3-2355

0836-65-2130

５６０

５４３

５５６

５３５

５７９

６５３

670

673-02

671-02

６３１

６３４

６４２

６４０

６４０

６８２

６９０

６９０

７００

７１８

７１２

７３１－０２

７３７

７５６

７５４‐1２

ノ
ノ

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
７
〃
〃
〃

〃
ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ノ
ノ

ﾉノ

鳥取県

島根県

″

岡山県

〃

〃

広島県

″

山口県

″

－２００－



病院所在地病院名 ＴＥＬ役職名

小松島赤十字病院

香川県済生会病院

キナシ大林病院

松山赤十字病院

松山市民病院

高知市立市民病院

畑木病院

九州中央病院

福間病院

西福岡病院

唐津赤十字病院

至誠会病院

十善会病院

熊本赤十字病院

高野病院

国立別府病院

大分赤十字病院

千代田病院

鹿児島赤十字病院

花倉病院

沖縄赤十字病院

敬愛会中頭病院

松森茂

美馬恭一

大林幸

桑島恵一

宮田信熈

山本彰芳

細木秀美

武谷溶

佐々木勇之進

安藤精彌

花田基典

山ロ弾之

高木忠一郎

松金秀暢

高野正博

家永容

漬田正司

千代反田泉

新村健

崎元哲郎

比嘉賞

大山朝弘

松森茂

美馬恭一

大林幸

桑島恵一

宮田信熈

山本彰芳

細木秀美

武谷溶

佐々木勇之進

安藤精彌

花田基典

山ロ弾之

高木忠一郎

松金秀暢

高野正博

家永容

漬田正司

千代反田泉

新村健

崎元哲郎

比嘉賞

大山朝弘

日赤

済生会

医療法人

日赤

公益法人

市町村

医療法人

共済及び
連合

医療法人

医療法人

日赤

医療法人

(o他法人

日赤

医療法人

国

日赤

医療法人

日赤

個人

日赤

医療法人

小松島市中田町字新聞28-ｌ

高松市桜町１－１６－４

高松市鬼無町佐藤54-ｌ

松山市文京町ｌ

松山市大手町２－６－５

高知市丸の内ｌ－７－４５

高知市大膳MJ37

福岡市南区塩原３－２３－ｌ

宗像郡福間町向山23１０

福岡市西区生の松原３－１８－８

唐津市二夕子ｌ－５－ｌ

佐賀市田代２－７－２４

長崎市寵町７－１８

熊本市長嶺町2255-209

熊本市帯山４－２－８８

別府市亀川内竃1473

大分市千代町３－２－３７

日向市鶴町２－９－２０

鹿児島市平川町2545

鹿児島市吉野HI9846

那覇市古波蔵４－１１－ｌ

沖縄市字知花723

代議員

″

″

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

〃

″

ノノ

徳島県

香川県

″

愛媛県

″

高知県

″

７７３

７６０

７６１

７９０

７９０

７８０

７８０

８１５

８１１－３２

８１４

８４７

８４０

８５０

８６２

862

874-01

８７０

８８３

８９１－０１

８９２

９００

９０４－２１

08853-2-2555

0878-33-1551

0878-81-3631

0899-24-llll

O899-43-ll51

0888-22-6111

088８－２２－７２１１

０９２－５４１－４９３６福岡県

0940-42-0145

092-881-1331

0955-72-5111

0952-24-5325

0958-21-1214

096-384-2111

096-384-lOll

O977-67-llll

O975-32-6181

0982-52-7111

0992-61-2111

0992-47-7320

0988-53-3134

09893-9-1３００

ﾉﾉ

′′

佐賀県

〃

長11台『県

熊本県

″

大分県

″

宮崎県

鹿児島県

〃

ｉ１Ｉｊ縄県

″

－２０１－



委 会 等 所掌 覧表
一

貝

蚕藝至]錨：鱸
〃小西

｜
順
宏

一ハ

医療制度

病院管理運営委員会

望浩豐
小海五二

儲震知綴
星源之助

原田充善
新村明

藤沢正漬
岡本重穐

登内真
遠藤良一

岩崎楽
木村明

知会

呂Ⅱ部会

部会

、会

エリ部会

部会

副部会

委尺

副委目

委員

EII委日

委貝
昼
艮
艮
畏
民
氏
長
艮
艮
良
民
長

委員長織木正慶
HI1委貝民

中小病院委員会

伊藤
高橋

河北
織本
大道

研
三
文
慶
學

勝
博
正

部会長

副部会民

部会長

Ｂｉ部会艮

呂１１部会長

看護教育施設部会豆牛・用1写部令

給食委員会

勤務医委員会

教育委貝会

私的病院部会

Ｖ
老人保健施設部会｜部会長河北博文

副委貝長

諸橋
河北
瀬田

三宅
里村

夫
文
孝
之
一

芳
博
克
浩
洋

本部長

本部89代行

H1本部艮

委日長

副委員民

エイズ対策本部
通信

織田轤

寵零懸
北村行彦

民
艮

病院情報センター委員会

究研修委員会
委■艮

登内
委良民

三宅

星
艮
良
民

国際モダンホスピタルショウ 冒團筆

河北博文
高橋勝三
紀伊國献三

委貝艮

呂Ｉ委員長
"

国際病院連盟（ＩＨＦ） 醜iii職ＩＭＭ域舗組懸胎

アジア病院連盟（ＡＨＦ）

高橋勝三
紀伊園献三

伊藤研
高科成良

星和夫
一条勝夫

廣田耕三
岸口繁

渡辺晃
小山秀夫

委員

副委員

委貝

副委目

委員

副委員

委日

良
民
艮
艮
艮
艮
長

国際委員会 担当役日

中山学 会

組織委員会

病院幹部医会｜担当役員中山緋１１二
学術委員会

広報委貝会 無料職業紹介事業 担当役貝織木正慶
副委員長

常任碑卒中ｕ
伊、”

大jﾋﾞﾉﾔ

委貝

副委員

良
民企画・規程検討委員会 曰全国病院団体連 代表斡事諸橋芳夫

、j素iii繍蒜Fヨ雲貝良中山耕作匠

｢悪~霧~5~蚕~;77亘雪Ｉ河北博文

－２０２－

Ｉ

日本病院学会

日本人間ドック学会

ﾖ本診療録管理学会

統計調査部会

医療事故対策部会

防災対策部会

労務･福利厚生･用度部会

研究研修委員会

企画委員会



委員名簿員会委

(７年３月31日現在）

医療制度委員会（担当副会長河北博文）

委員長伊賀六一東京都済生会中央病院

副委員長福井Ⅱ頂長崎記念病院

〃 小西宏（元・済生会神奈）Ⅱ

天本宏天本病院

荒井蝶子聖路加看護大学

池上直已慶應義塾大学

石井孝宜森公認会計士共同事務所

今井重信湘南中央病院

岩崎榮曰本医科大学医療管理学教室

大道久日本大学医学部医療管理学教室

大道學医療法人大道会

嶋崎佐智子㈱曰本看護協会

星和夫青梅市立総合病院

星源之助総合会津中央病院

東京都

長崎県

神奈川県

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

東京都

東京都

大阪府

東京都

東京都

福島県

院長

理事長

県支部）

院長

教授

教授

公認会計士

副理事長

教授

教授

理事長

常任理事

院長

院長

03-3451-8211

0958-71-1515

045-311-3550

（自宅）

O423-75-9581

03-3543-6391

03-3353-1211

03-3839-5960

0466-36-8151

03-3822-2131

03-3972-8111

06-962-9621

03-3400-8331

0428-22-3191

0242-25-1515

病院管理運営委員会

1）統計調査部会（担当副会長依田忠雄）

部会長大道學医療法人大道会

副部会長三宅浩之（助曰本医薬情報センター

梅里良正曰本大学医学部

関田康慶東北大学医学部

田辺俊男医療法人大道会

中後勝医療法人愛仁会

宮崎柏栃木県済生会宇都宮病院

理事長

理事長

助教授

肋手

企画調査
室長

理事長

名誉院長

府
都
都
県
府
府
県

阪
京
京
城
阪
阪
木

大
東
東
宮
大
大
栃

06-962-9621

03-5466-1810

03-3972-8111

022-274-1111

06-962-9621

06-315-0576

0286-36-6702

2）医療事故対策部会（担当副会長登内真）

部会長小澤寛二国立療養所新潟病院

遠藤良一白河厚生総合病院

佐藤とく東京警察病院

院長

院長

総看護婦長

新潟県

福島県

東京都

0257-22-2126

0248-22-2211

03-3263-1371

－２０３－



茂

暢路

マスヨ

徳子

聖バノレナ（病院院長

藤森病院理事長

(前・東海大学医療技術短期大学学部長）

曰本赤十字社医療センター看護部長

林
藤
前
森

大阪府

兵庫県

神奈川県

東京都

06-779-1

森
田
光

0792-24-1

0463-93-1

（自

03-3400-1

3）防災対策部会（担当副会長登内真）

部会長織本正慶織本病院

副部会長小原知次郎小原病院

石田貞治医療法人財団慈啓会

上林三郎聖路加国際病院

倉持一雄学校法人順天堂

顧問岡山義雄東海記念病院

会長

院長

常務理事

事務部顧問

本館建設本部
前事務局

理事長

東京都

兵庫県

神奈川県

東京都

東京都

愛知県

0424-91-2

078-521-1

045-401-2

03-3542-9

0472-44-3

0568-88-0（

4）労務・福利厚生・用度部会（担当副会長依田忠雄）

部会長

副部会長星源之助総合会津中央病院院長

梅津勝男曰比谷病院事務次長

大塚暢聖隷福祉事業団専務理事

緒方廣市武蔵野赤十字病院事務部長

薗部雅一（前・兵庫医科大学理事）

本宿尚公立藤田総合病院院長

福島県

東京都

静岡県

東京都

兵庫県

福島県

0242-25-1（

O3-3502-72

0534-73-2］

0422-32-3］

O797-22-Oi

（自曾

0245-85-2］

3．給食委

委員長

副委員長

員会（担当副会長依田忠雄）

原田充善川口市立医療センター

新村明篠ノ井総合病院

宇井美代子前聖路加国際病院

佐藤一義新潟県立吉田病院

吉野節子吉祥院病院

米山貞治東京術生病院

山本辰芳ＨＤＳ研究所

院長

名誉院長

栄養科長

給食課長

給食部長

栄養科長

所長

県
県
都
県
府
都
都

玉
野
京
潟
都
京
京

埼
長
東
新
京
東
東

048-287-2〔

0262-92-21

03-3717-5（

（自笘

0256-92-5］

O75-672-1〔

03-3738-81

03-3818-34

－２０４－



勤務医委員会（担当副会長中山耕作）

委員長藤沢正清福井県済生会病院

副委員長岡本重禮聖路加国際病院

有賀徹昭和大学附属病院

安東三郎いなみ野病院

鍬塚登喜郎福岡赤十字病院

佐々英達佐々総合病院

笹森典雄牧田総合病院

県
都
都
県
県
都
都

井
京
京
庫
岡
京
京

福
東
東
兵
福
東
東

院長

副院長

救急
センター長

院長

名誉院長

理事長

副院長

0776-36-3630

03-3541-5151

03-3784-8437

078-941-1730

092-521-1211

0424-61-1535

03-3762-4671

員会（担当副会長中山耕作）

登内真総合病院土浦協同病院

遠藤良一白河厚生総合病院

松林恵子㈱日本看護協会

三宅浩之（助日本医薬情報センター

宗雪武横浜赤十字病院

澤島政行横浜船員保険病院

北林悦子九段坂病院

教育委

委員長

副委員長

院長

院長

常任理事

理事長

院長

院長

看護部長

茨城県

福島県

東京都

東京都

神奈川県

神奈川県

東京都

0298-23-3111

0248-22-2211

03-3400-8331

03-5466-1811

045-622-0101

045-331-1251

03-3262-9１９１

通信教育委員会（担当副会長中山耕作）

委員長岩崎榮日本医科大学医療管理学教室

副委員長木村明新潟市民病院

竹本吉夫秋田赤十字病院

一条勝夫病院管理研究協会

黒田幸男国家公務員等共済組合連合会

長澤哲夫北里大学東病院

中村彰吾聖路加国際病院

主任教授

院長

院長

常任理事

参与

病歴室長

事務長

東京都

新潟県

秋田県

東京都

東京都

神奈川県

東京都

03-3822-2131

025-241-5151

0188-34-3361

03-3202-0791

03-3222-1841

0427-48-9111

03-3541-5151

臨床予防医学委員会（担当副会長依田忠雄）

委員長依田忠雄岡山赤十字病院

副委員長鈴木豊明東京警察病院検診センター

″ 小山田恵岩手県立中央病院

安藤幸夫聖路加国際病院

字津典彦伽国立久留米病院

院長

顧問

院長

名誉医長

院長

岡山県

東京都

岩手県

東京都

福岡県

086-222-8811

03-3263-1371

0196-53-1151

03-3541-5151

0942-21-4571

－２０５－



日出夫

忠尚

鉄男

闇

典雄

剛二

政紀

由紀夫

茂雄

研

徹

川
関
澤
瀬
森
中
村
田
原
岡
木

野
大
小
金
清
笹
田
田
寺
曰
松
三

日本鋼管病院

明治鍼灸大学附属病院

公立七戸病院

新東京病院

牧田総合病院附属健診センター

総合高津中央病院

ＰＬ東京健康管理センター

大阪赤十字病院

聖路加国際病院予防医療センター

ＰＬ病院

丸山病院

長
長
長
間
長
長
長
部
長
長
長

院
院

診
院

副
院
院
顧
院
副
所
健
所
副
院

神奈川県

京都府

青森県

千葉県

東京都

神奈川県

東京都

大阪府

東京都

大阪府

兵庫県

044-333-55E

O7717-2-122

0176-62-210

0473-66-70Ｃ

Ｏ3-3762-467

044-822-612

03-3469-1lG

O6-771-513

03-3541-515

07212-4-310

078-642-103

社会保険・老人保健委員会（担

委員長西村昭男

副委員長村田寿太郎

〃 竹内正也

安藤高夫

梅津勝男

川渕孝一

児玉博行

櫻井裕

鳩崎佐智子

千葉兼三

益子邦洋

三宅祥三

(担当副会長Ｉ会長河北博文）

曰鋼記念病院

村田博愛病院

社会保険

いばらき健康管理センター

永生病院

曰比谷病院

国立医療病院管理研究所
医療経済研究部

大原記念病院

防衛医科大学校公衆衛生学教室

棚曰本看護協会

千葉病院

日本医科大学救急医学科

武蔵野赤十字病院

８．

院長

院長

センター長

理事長

事務次長

主任研究員

院長

講師

常任理事

事務長

助教授

副院長

道
県
県
都
都
都
府
県
都
都
都
都

海
口
城
京
京
京
都
玉
京
京
京
京

北
山
茨
東
東
東
京
埼
東
東
東
東

0143-24-133

0835-22-231

0292-43-622

0426-61-410

03-3502-723

03-3203-532

075-744-312

0429-95-121

03-3400-833

03-3471-757

03-3822-218

0422-32-311

一医療費財源小委員会一

河北博文

岩本晉

児玉博行

嶋崎佐智子

益子邦洋

河北総合病院

山口大学医学部公衆衛生学

大原記念病院

拙日本看護協会

日本医科大学救急医学科

理事長

講師

院長

常任理事

助教授

都
県
府
都
都

京
ロ
都
京
京

東
山
京
東
東

O3-3339-212

0836-22-23］

O75-744-312

03-3400-83〔

O3-3822-21〔

－２０６－



一医療費体系小委員会一

竹内正也

飯田修平

川渕孝一

濃沼信夫

千葉兼三

米満弘之

社会保険

いばらき健康管理センター

練，馬総合病院

国立医療病院管理研究所
医療経済研究部

東北大学医学部病院管理学

千葉病院

熊本機能病院

茨城県

東京都

東京都

宮城県

東京都

熊本県

センター長

院長

研究員

教授

事務長

院長

0292-43-6220

03-3972-1001

03-3203-5327

022-274-1111

03-3471-7578

096-345-8111

医療経済（税制）委員会（

委員長北村行

飯田修

石井孝

岩本

海北幸

濃沼信

中橋彌

米満弘

元原利

(担当副会長河北博文）

優生病院

練，馬総合病院

森公認会計士共同事務所

山口大学医学部公衆衛生学

多根病院

東北大学医学部病院管理学

西陣病院

熊本機能病院

明舞中央病院

院長

院長

公認会計士

講師

事務長

教授

顧問

院長

院長

県
都
都
県
府
県
府
県
県

庫
京
京
口
阪
城
都
本
庫

兵
東
東
山
大
宮
京
熊
兵

彦
平
宜
晉
男
夫
光
之
武

06-488-1851

03-3972-1001

03-3839-5960

0836-22-2316

06-581-1071

022-274-1111

075-461-8800

096-345-8111

078-917-2020

－医療費改定小委員会一

北村行

梅津勝

中橋彌

三宅祥

元原利

彦
男
光

生病院

比谷病院

陣病院

蔵野赤十字病院

舞中央病院

院長

事務次長

顧問

副院長

院長

県
都
府
都
県

庫
京
都
京
庫

兵
東
京
東
兵

優
曰
西
武
明

06-488-1851

03-3502-7231

075-461-8800

0422-32-3111

078-917-2020武

一医療税制小委員会一

石井

海北

村田

東京都

大阪府

山口県

孝宜

幸男

寿太郎

森公認会計士共同事務所

多根病院

村田博愛病院

公認会計士

事務長

院長

03-3839-5960

06-581-1071

0835-22-2310

－２０７－



員会（担当副会長河北博文）

高橋勝三武蔵野赤十字病院

紀伊國献三東京女子医科大学

高橋淑郎トロント大学医学部

竹内正也秩f妻fi1ji誉健康管理ｾﾝﾀｰ
長澤泰東京大学工学部

波多野誠曰経ＢＰ社診療所

牧野永城亀田総合病院

10.国際委

委員長

副委員長

院長

学長付
客員教授

助教授

センター長

助教授

所長

副院長

都
都
都
県
都
都
県

京
京
京
城
京
京
葉

東
東
東
茨
東
東
千

0422-32-311

03-3353-811

03-3326-678

（自宅

O292-43-622

03-3812-211

03-5210-84（

O4709-2-221

員会（担当副会長依田忠雄）

伊藤研医療法人大雄

高科成良廣島総合病

北村行彦優生病

西能正一郎西能病

登内真土浦協同病

廣田耕三大浜第一病

南溢秋津鴻池病

11.組織委

委員長

副委員長

会
院
院
院
院
院
院

長
長
長
長
長
長
長

事
事

会
院
院
理
院
院
理

愛知県

広島県

兵庫県

富山県

茨城県

沖縄県

奈良県

Ｏ58671-121

0829-36-311

06-488-185

0764-41-248

0298-23-311

098-866-517

07456-3-06（

員会（担当副会長中山耕作）

星和夫青梅市立総合病院

一条勝夫病院管理研究協会

岩渕勉河北総合病院附属クリニック

岡崎通（前・国立津病

佐野忠弘青山病院

高橋政iii杏林大学医学部

三宅浩之（助曰本医薬情報センター

12．学術委

委員長

副委員長

院長

常任理事

副セン
ター長

院長）

院長

教授

理事長

都
都
都
県
都
都
都

京
京
京
重
京
京
京

東
東
東
三
東
東
東

0428-22-31〔

O3-3202-Ox

O3-5377-25］

O5925-6-26E

（自宅

O3-3400-72］

0422-47-55］

03-5466-18］

院

河北博文）

大浜第一病院

府中病院

船橋市立医療センター

嬉泉病院

メディアーク経営研究所

13．広報委

委員長

副委員長

員会（担当副会長

廣田耕三

岸口 繁

奥山武雄

須藤祐司

須磨忠昭

院長

理事長

院長

院長

所長

沖縄県

大阪府

千葉県

東京都

大阪府

O98-866-517

0725-41-164

0474-38-332

03-3600-9Ⅸ

06-324-33］

－２０８－



東京都

愛知県

神奈川県

社会保障研究所

日本生命保険相互会社

医事評論家

調査部長

東海営業
総局長

木安雄

原剛

天良雄

03-3589-1381

局
名
行

O52-952-7841

045-331-2938

（自宅）参与

4．企画・規程検討委員会（担当副会長河北博文）

委員長渡辺晃秦病院

副委員長小山秀夫畏立農薙辮需醇悪
中山耕作総合病院聖隷浜松病院

登内真総合病院土浦協同病院

依田忠雄岡山赤十字病院

荒尾素次はりま病院

桑名昭治桑名病院

中後勝医療法人愛仁会

瀬田克孝社会保険中央総合病院

山口昇公立みつぎ総合病院

井出健曰本病院会

県
都
県
県
県
県
県
府
都
県
都

城
京
岡
城
山
庫
潟
阪
京
島
京

茨
東
静
茨
岡
兵
新
大
東
広
東

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
局

事
事

務
院
部
院
院
院
理
院
理
院
院
事

0294-36-2551

03-3203-5327

0534-74-2222

0298-23-3111

086-222-8811

0794-23-2123

025-273-2251

0726-81-3801

03-3364-0251

08487-6-1111

03-3265-0077

5．中小病院委員会（担当副会長中山耕作）

委員長織本正慶織本病院

）Ⅱ合弘毅若草第一病院

中川三与三九段坂病院

中村仁国保八曰市場市民総合病院

木村篇人立）Ⅱ中央病院

岡田玲一郎社会医療研究所

関田康慶東北大学医学部病院管理学教室

長
長
長
長
長
長
手

事

会
理
院
院
院
所
助

都
府
都
県
都
都
県

京
阪
京
葉
京
京
城

東
大
東
千
東
東
宮

O424-91-2121

0729-85-5482

03-3262-9191

0479-72-1525

0425-22-7171

03-3914-5565

022-274-1111

会〕〔部

1．看護教育施設部会（担当副会長中山耕作）

会長諸橋芳夫国保旭中央

部会長伊藤研医療法人大

副部会長高橋勝三武蔵野赤十字

院
会
院

千葉県

愛知県

東京都

病
雄
病

院
会
院

長
長
長

0479-63-8111

0586-72-1211

0422-32-3111

－２０９－



常任幹事

〃

″

″

″

真
一
二
助
明

之
六
寛
源

土浦協同病院

東京都済生会中央病院

国立療養所新潟病院

総合会津中央病院

新潟市民病院

登
伊
小
星
木

内
賀
澤

院
院
院
院
院

長
長
長
長
長

茨城県

東京都

新潟県

福島県

新潟県

0298-23-3111

03-3451-8211

0257-22-2126

0242-25-1515

025-2と41-5151村

2．私的病院部会（担当副会長河北博文）

部会長河北博文河北総合病院

副部会長織本正慶織本病院

″ 大道學大道病院

伊藤研医療法人大雄会

西能正一郎西能病院

佐藤真杉佐藤病院

竹川節男竹川病院

西島英下り小倉蒲生病院

福井順長崎記念病院

中山耕作総合病院聖隷浜松病院

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

事
事
事

事
事
事

理
理
理
会
理
院
院
理
理
院

都
都
府
県
県
府
都
県
県
県

京
京
阪
知
山
阪
京
岡
崎
岡

東
東
大
愛
富
大
東
福
長
静

03-3339-2121

0424-91-2121

06-962-9621

0586-72-1211

0764-41-2481

0720-50-8711

03-3966-8781

093-961-3238

0958-71-1515

0534-74-2222

3．老人保健施設部会（担当副会長河北博文）

部会長河北博文河北総合病

伊藤研医療法人大雄

南溢秋津鴻池病

漆原彰大宮共立病

寺田一郎水原郷病

院
会
院
院
院

理事長

会長

院長

院長

名誉院長

東京都

愛知県

埼玉県

埼玉県

新潟県

Ｏ3-3339-2121

0586-72-1211

048-686-7151

048-686-7151

05250-62-278Ｃ

4．エイズ対策本部（担当副会長河北博文）

本部長諸橋芳夫日本病院会

本部長代行河北博文日本病院会

副本部長瀬田克孝社会保険中央総合病院

登内真日本病院会

伊賀六一東京都済生会中央病院

伊藤研医療法人大雄会

岩崎榮日本医科大学

長
長
長
長
長
長
騨
授

△
室

〈
云

管

会
副
院
副
院
会
醗
教

都
都
都
都
都
県
都

京
京
京
京
京
知
京

東
東
東
東
東
愛
東

03-3265-0077

03-3265-0077

03-3364-0251

03-3265-0077

03-3451-8211

0586-72-1211

03-3822-2131

－２１０－



05925-6-2651

（自宅）

03-3443-8111

(前・国立津病

東京大学医科学研究所

嬉泉病院

武蔵野赤十字病院

河北総合病院

胄梅市立総合病院

秦病院

院長）

付属病院長

院長

院長

院長

院長

院長

崎
田
藤
橋
所

院

県
都
都
都
都
都
県

重
京
京
京
京
京
城

三
東
東
東
東
東
茨

岡
島
須
高
田
星
渡

通
馨
司

祐
勝
昌
和

03-3600-9001

0422-32-3111

03-3339-2121

0428-22-3191

0294-36-2551

夫
夫
晃

辺

(オブザーバー）

相川直樹

大江健二

尾嵜新平

菅野治重

紀伊國献三

斎藤毅

嵯峨清喜

高柳和江

医学IHI救急部
教授
中央検査科
医長
エイズ結核
感染症課長
検査部感染症
部門講師
学長付
客員教授

座長

弁護士

:i霞署鬘

慶應義塾大学

国保旭中央病院

厚生省保健医療局

千葉大学医学部付属病院

東京女子医科大学

曰本歯科医師会
ＨＩＶ調査検討委員会

嵯峨法律事務所

曰本医科大学

都
県
都
県
都
都
都
都

京
葉
京
葉
京
京
京
京

東
千
東
千
東
東
東
東

03-3353-1211

0479-63-8111

03-3503-1711

043-222-7171

03-3353-8111

03-3219-8000

03-3496-5120

03-3822-2131

:特別委員会〕

Ｌ病院情報センター委員会（担当副会長河北博文）

委員長三宅浩之（助日本医薬情報センター

副委員長里村洋一千葉大学附属病院

青木禧和千代田病院

一条勝夫病院管理研究協会

大道久日本大学医学部医療管理学教室

土井義行舞子台病院

谷口正和（前・ＮＴＴデータ

都
県
県
都
都
県
都

京
葉
崎
京
京
庫
京

東
千
宮
東
東
兵
東

理事長

部長

事務長

理事

教授

事務長

通信㈱）

O3-5466-1810

0472-22-7171

0982-52-7111

03-3202-0791

03-3972-8111

078-782-0055

03-5343-2011

国際モダンホスピタルショウ（担当副会長

担当副会長登内真土浦

篁談實１隻登内真
企画委員長三宅浩之関東

登内真）

協同病院院長茨城県

″ ″ ″

逓信病院顧問東京都

0298-23-3111

″

O3-3448-6537

－２１１－



国際病院連盟汎地域会議組織委員会（担当副会長河北博文）

会長諸橋芳夫曰本病院会

委員長河北博文河北総合病院

副委員長紀伊國献三東京女子医科大学

高橋勝三武蔵野赤十字病院

委員中山耕作総合病院聖隷浜松病院

依田忠雄岡山赤十字病院

牧野永城亀田総合病院

吉野晶雄厚生科学研究所

エロル・ピカリング国際病院連盟本部

３．

会長

理事長

学長付
客員教授

院長

院長

院長

副院長

所長

事務局長

都
都
都
都
県
県
県
都
ン

京
京
京
京
岡
山
葉
京
Ⅷ

東
東
東
東
静
岡
千
東
ロ

03-3265-007’

03-3339-212

03-3353-811

0422-32-311

0534-74-222i

O862-22-881

04709-2-221

03-3470-466

国際病院連盟汎地域会議運営委員会

委員長高橋勝三武蔵野赤十字病院

副委員長吉野晶雄厚生科学研究所

小山秀夫国立医療・病院管理研究所

川渕孝一国立医療・病院管理研究所

高橋淑郎トロント大学医学部

岡本悦司近畿大学医学部

院長

所長

部長

主任研究員

助教授

助手

都
都
都
都
都
府

京
京
京
京
京
阪

東
東
東
東
東
大

0422-32-311

03-3470-466

03-3203-532

03-3203-532

03-3326-6731

（自宅

O723-66-O22

国際病院連盟汎地域会議学術委員会

委員長牧野永城亀田総合病院

副委員長紀伊國献三東京女子医科大学

委員長澤泰東京大学工学部

池上直已慶應義塾大学

川渕孝一国立医療・病院管理研究所

竹内正也秩潔髻健康管理ｾﾝﾀｰ
波多野誠曰経ＢＰ社診療所

岡崎通（前・国立津病

副院長

学長付
客員教授

助教授

教授

主任研究員

センター長

所長

院長）

県
都
都
都
都
県
都
県

葉
京
京
京
京
城
京
重

千
東
東
東
東
茨
東
三

04709-2-221

03-3353-811

03-3812-211

03-3353-121

03-3203-532

0292-43-6221

O3-5210-840

05925-6-265

（自宅
院

国際病院連盟汎地域会議財務委員会

委員長河北博文河北総合病院理事長東京都 03-3339-212

－２１２－



研究 会 委員名簿 (７年３月31曰現在）

１．診療システム研究会

顧問嶋田和

鬚曇鬘澤島政
副委員長杉浦昌

岡庭

加藤正

諏訪城

園嵜秀

新納憲

星和

松本泰

(03)3489-7901
（自宅）

(045)331-1251

(03)3444-1181

(０３)3831-2181

(03)3673-1221

(045)711-2351

(03)3874-7441

(045)401-2411

(0428)22-3191

(０３)3891-5291

都立広尾病院

横浜船員保険病院

都立広尾病院

東京曰立病院

江戸川病院

ﾈ'際111県立こども医療センター

都立台東病院

大口東総合病院

青梅市立総合病院

曰暮里上宮病院

顧
院
院
院
院
院
副
院
院
院

問
長
長
長
長
長
長
長
長
長

正
行
也
弘
弘

吉
司
夫

院

㈱曰本病院会 事業課 (03)3265-0077浜田一美

２．事務管理研究会

顧問益田

顧問上林

委員長安田

副委員長山本

海北

黒田

佐々木

竹田

編集委員田中

中村

平野

山下

(前）横浜赤十字病院

聖路加国際病院

順天堂大学医学部附属順天堂医院

聖隷福祉事業団

医療法人きっこう会

国家公務員等共催組合連合会

河北総合病院

竹田綜合病院

足利赤十字病院

聖路加国際病院

東十条病院

杏雲堂病院

(045)771-3002
（自宅）

(０３)3542-9746

(０３)3813-3111

(053)473-2150

(06）581-1071

(０３)3222-1841

(03)3339-2121

(0242)27-5511

(0284)21-0121

(03)3541-5151

(０３)3911-5511

(03)3292-2051

事務部長

事務部顧問

事務部長

常務理事

事務局長

参与

本部長

副理事長

事務部長

事務長

事務長

事務長

啓

作
郎
之
博
男
男
男
秀
實
吾
次
雄

尚
敏
幸
幸
和

彰
栄
昭

仙曰本病院会 事業課 (03)3265-0070大内全

－２１３－



３．医事研究会

顧問加藤雄二

顧問三上晃

委員長船津浩

副委員長石坂恵介

岩瀬英二

編集委員武田匡弘

大内全

病院システム研究会

㈱エムエム２１

虎の門病院

虎の門病院分院

織本病院

横浜総合病院

(0423)26-3898

(03)3862-9111

(03)3588-1111

(044)877-5111

(0424)91-2121

(045)902-0001

代表

代表取締役

医事課長

総務課長

医事課顧問

医事課入院係長

㈱曰本病院会 (０３)3265-0070事業課

４．総務研究会

顧問青

委員長石

副委員長松

篠

田

中

渡

(元）三井記念病院

㈱聖路カロサービスセンター

西東京警察病院

河北総合病院

総合病院聖隷三方原病院

西能病院

亀田総合研究所

総務課長

常務取締役

医事課長

人事課長

事務長

常務理事

副所長

(03)3759-5347
（自宅）

(０３)3542-9746

(0423)21-2031

(03)3339-2121

(053)436-1251

(0764)41-2481

(04709)2-2211

山
山
田
塚
島
永
辺

博
稔
詔
功
一
光
郎
太

誠
久
謙

㈱曰本病院会 事業課 (０３)3265-0070一之瀬秀樹

５．用度研究会

委員長塩

鶉薑臺鬘梅
大

中

平

松

山

路加国際病院

比谷病院

馬総合病院

楽病院

立昭和病院

里研究所病院

通健保東京病院

事
事
事
職
経
用
経

務次

務次

(０３)3543-7307

(０３)3502-7231

(０３)3972-1001

(03)3292-3981

(0424)61-0052

(０３)3444-6161

(０３)3946-5151

山
津
石
村
林
島
口

英
男
司
良
玄
夫
雄

雅
勝
洋
明
和
雅
敏

聖
日
練

長
長
長
長
長
長
長

務

係
課
課
課

員
理
度
理

公
北
曰

㈱曰本病院会 企画調整課 (０３)3265-0077中田彬

－２１４－



６．施設研究会

顧問上

委員長倉

副委員長中

小

佐

編集委員瀬

中

事務部顧問

本館建設本部事務局

施設課長

施設課長

施設課長

財団本部長

主事

(０３)3541-5151

(0422)44-3433
（自宅）

(03)3474-1831

(0422)32-3111

(03)3588-1111

(03)3339-2121

(03)3961-3281

林三郎

持一雄

島昭二郎

峰建二

藤辰夫

川篤宏

西照緑

聖路加国際病院

前・学校法人順天堂

北品川総合病院

武蔵野赤十字病院

虎の門病院

河北総合病院

都立豊島病院

千須和美直 拙曰本病院会 企画調整課 (03)3265-0077

７．会計経理研究会

顧問酒泉

委員長小沢

譲臺鬘別府
徳野

横山

(前）河北総合病院

東大和病院

虎の門病院分院

楽病院

聖路加国際病院

財団事務局顧問

顧問

事務部長

財政課係長

管財課長

(０３)3337-0029
（自宅）

(0425)62-1411

(044)877-5111

(03)3292-3981

(03)3541-5151

春
武

雄
男
勇
彦
治

雅
達

太刀川東吾

臼杵豊
㈱曰本病院会

△
室 計課 (03)3265-0077

８．人事労務研究会

顧問稲垣

委員長西浦

副委員長斉藤

阿部

大塚

酒井

垂水

武
裕
夫
子
雄
武
紀

㈹全国病院理学療法協会

東京衛生病院

石ﾎﾟロ温泉病院

虎の門病院

賛青会病院

賛育会病院

⑪東京都教職員互助会

事務所長

人事課長

統括企画室長

総務課長

総務課長

事務長

互助事業課

(03)3494-1948

(03)3392-6151

(0552)63-0111

(０３)3588-1111

(03)3622-9191

(０３)3622-9191

(０３)3293-9022

捷
正
宏
辰

正

一之瀬秀樹 ㈱曰本病院会 事業課 (０３)3265-0070

－２１５－



９．看護管理研究会

顧問内田

委員長北林

副委員長家人

大久保

木部

達子

竹内

嶋崎

長谷川

編集委員宮越

由井

卿子

悦子

秀子

和恵

玲子

房

幸枝

佐智子

スミ子

和子

尚美

(前）聖路加国際病院

九段坂病院

港区立特養老人ホーム・高齢者
在宅サービスセンター白金の森

練馬総合病院

北里研究所病院

順天堂大学医学部附属順天堂浦安病院

日本赤十字社医療センター

㈱日本看護協会

癌研究会附属病院

都立府中病院

社会保険横浜中央病院

副院長

看護部長

看護・介護課長

総婦長

副看護部長

看護部長

婦長

常任理事

総婦長

看護部長

総婦長

(048)886-3745
（自宅）

(０３)3262-9191

(０３)3449-9611

(03)3972-1001

(03)3444-6161

(0473)53-3111

(０３)3400-1311

(03)3400-8331

(０３)3918-0111

(0423)23-5111

(045)641-1921

浜田一美 ㈱曰本病院会 事業課 (03)3265-0077

10．薬事管理研究会

顧問片山

委員長佐野

副委員長八木下

編集委員樺山

飯沼

石井

磯崎

海老沼

永丼

孝
寿
将
照
弘
漱
貞

聖路加国際病院

曰本赤十字社医療センター

同愛記念病院

杏林大学医学部付属病院

都立神経病院

国立がんセンター東病院

東京逓信病院

東京警察病院

東京厚生年金病院

薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬

(03)3541-5151

(03)3400-1311

(03)3625-6381

(0422)47-5511

(0423)23-5110

(0471)33-1111

(03)3238-7167

(０３)3263-1371

(03)3269-8111

長
長
長
長
長
長
長
長
長

局

夫
也

部
科
科
科
部
部
部
部

Ｉ
１
１
１
１
１
１
Ｉ

斉
斉
斉
斉
斉
斉
斉
斉

義

夫
廣
具

大内全 ㈱曰本病院会 事業課 (03)3265-0070
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11．栄養管理研究会

顧問馬場

委員長佐藤

副委員長長崎

副委員長米山

字井

下

編集委員住田

中川

中西

水上

吉田

(0423)43-1573
（自宅）

(03)3813-3111

(044)288-2601

(03)3392-6151

(03)3717-5390
（自宅）

(0492)85-3161

(03)3408-2151

(03)3685-2166

(03)3339-2121

(045)622-0101

(0423)23-5111

栄養室長

栄養部長

栄養課長

栄養科長

栄養科長

栄養科

栄養科管理室長

栄養課長

栄養科長

栄養課長

栄養科長

昂
夫
三
治
子
子
子
男
子
子
子

代
寿

津
津

節
洋
貞
美
房
佳
渉
靖
美
美

エアロビクスクリニック

順天堂大学医学部附属順天堂医院

健保川崎中央病院

東京衛生病院

(前）聖路加国際病院

関越病院

心臓血管研究所附属病院

江東病院

河北総合病院

横浜赤十字病院

都立府中病院

拙曰本病院会 事業課 (03)3265-0077浜田一美

12．調理研究会

委員長佐

副委員長小

杉

編集委員倍

吉

(０３)3762-4151

(03)3823-2101

(044)411-5254
（自宅）

(０３)3392-6151

(0424)91-2111

藤
林
本
賞
川

東邦大学医学部附属大森病院

都立駒込病院

(元）三楽病院

東京衛生病院

国立療養所東京病院

調理上席室長

栄養科技能長

調理主任

調理主任

調理師

曰

武夫

和治

玉之助

恒司

(03)3265-0077浜田一美 ㈱曰本病院会 事業課

13．診療録管理研究会

委員長木村明

裂蕊三竹年世子
有坂馨

大島京子

小泉智子

桜井勉

武田純子

西野泰吉

丸林葉子

新潟市民病院

済生会神奈川県病院

(肋松村看護専門学校

北里研究所病院

杏林大学医学部付属病院

慶応義塾大学病院

松戸市立病院

東京医科大学病院

順天堂大学医学部附属順天堂医院

(025)241-5151

(045)432-1111

(0246)22-9961

(03)3444-6161

(0422)47-5511

(03)3353-1211

(0473)63-2171

(03)3342-6111

(03)3813-3111

院長

病歴室顧問

事務長

病歴室主任

病歴~室主任

中央病歴室
課長代理

診療記録管理室主任

中央病歴室
課長補佐

診療録管理室係長

－２１７－



吉崎悦子 済生会神奈川県病院病歴図書室係長

㈱日本病院会通信教育課

(045)432-1111

北川芳兼 (03)3265-0079

14．病院管理総合研究会

顧問小林保

委員長矢作忠政

副委員長金地嘉夫

伊藤勇二

金森頼長

熊沢宏光

坂本すが

高田カメ

編集委員外池美和子

中村彰吾

吉川病院

京浜総合病院

金地病院

新東京病院

㈱板橋区医師会病院

京浜総合病院

関東逓信病院

河井病院

朝曰生命成人病研究所附属病院

聖路加国際病院

企画室長

理事長

理事長

企画室長

事務局長

事務局次長

副看護部長

総婦長

病院情報管理室長

事務長

(０３)3967-6011

(044)777-3254

(０３)3821-6433

(0473)68-9651

(03)3975-8151

(044)777-3251

(03)3448-6021

(０３)3951-9116

(０３)3343-2151

(03)3541-5151

㈱曰本病院会大内全 事業課 (03)3265-0070

15．放射線研究会

顧問西田

顧問隈崎

顧問虎渡

委員長村越

副委員長佐藤

阿部

大内

栗田

小泉

杉尾

平

藤田

編集委員松元

刷佼成病院

曰本医科大学

刷おかむら健クリニック

日本医科大学附属病院

㈲北品川総合病院

東京都立駒込病院

聖テレジア病院

東京女子医科大学こう原病
リウマチ痛風センター

聖マリアンナ医大東横病院

国立東京第二病院

東京都済生会中央病院

浦和市立病院

石心会狭山病院

夫
夫
二
光
義
敏
信
雄
枝
憲
夫
功
敏

都
義
達
勇
秀
尚

周
道
美
敏
和

和

健康管理相談室長

放射線科主任教授

放射線室長

副技師長

放射線技術部課長

放射線科技師長

顧問

技師

放射線部係長

副技師長

放射線科長

技師

コメディカル部
次長

(０３)3383-1281

(03)3822-2131

(03)3847-9051

(03)3822-2131

(03)3474-5861

(０３)3823-2101

(0467)32-4125

(03)5269-1711

(044)722-2121

(03)3411-0111

(０３)3451-8211

(048)873-4111

(0429)53-6611

㈱曰本病院会一之瀬秀樹 事業課 (０３)3265-0070

－２１８－



16．臨床検査管理研究会

顧問佐藤和

委員長川越

裂薑襄小金沢宗
副委員長高橋貞

宇津木道

川畑貞

島袋宏

鈴木勝

成田周

前畑英

(前）駿河台日本大学病院

浜松赤十字病院

河北総合病院

済生会横浜市南部病院

東京医科大学病院

順天堂大学医学部附属I厭堂浦安病院

日本大学医学部附属板橋病院

春曰部市立病院

板橋中央総合病院

三井記念病院

身
功
雄
嗣
弘
美
明
治
市
介

技術長

技師長

技師長

技師長

技師長

技師長

検査科主任

医事課長

検査科次長

技師長

(045)881-3869
（自宅）

(053)472-1151

(03)3339-2121

(045)832-1111

(０３)3342-6111

(0473)53-3111

(03)3972-8111

(048)735-1261

(03)3967-6011

(03)3862-9111

浜田一美 ㈱曰本病院会 事業課 (03)3265-0077

ハウスキーピング研究会17．ハウ

顧問

委員長
編集委員

副委員長

藤英二

上加代子

藤ユキ子

谷良

山金刀

原君代

崎とし子

安直子

野淑子

輪町子

国際医療管理専門学校

(前)杏林大学医学部付属病院

(元）都立府中病院

(元）虎の門病院

関東中央病院

済生会横浜市南部病院

虎の門病院分院

曰本大学医学部

(元）順天堂医院

春曰部市立病院

(0471)33-5307
（自宅）

(044)976-3988
（自宅）

(0422)48-2268
（自宅）

(0423)21-1894
（自宅）

(03)3429-1171

(045)832-1111

(044)877-5111

(03)3300-8397
（自宅）

(03)3307-1335
（自宅）

(048)735-1261

近
丼
伊
粕
神
栗
高
友
水
箕

講師

庶務課次長

家政係長

整備課長

保情係長

施設課ﾊｳｽｷｰﾊﾟｰ

総務課調査役

医療管理学教室

家政係長

施設管理係

㈱曰本病院会浜田一美 事業 (03)3265-0077課
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18．図書室研究会

顧問後藤

委員長石澤

副委員長篠原

編集委員上原

有田

飯田

奥出

岡橋

直江

吉富

(元）片瀬学園

東京厚生年金病院

川崎市立川崎病院

三井記念病院

新潟県がんセンター新潟病院

浜松赤十字病院

川鉄健保千葉病院

社会保険広島市民病院

旭川市立旭川病院

竹田綜合病院

(0466)22-4462

(03)3269-8111

(044)233-5521

(03)3862-9111

(025)266-5111

(0534)72-1151

(0472)61-5111

(0822)21-2291

(0166)24-3181

(0242)27-5511

久夫

實枝

寿美江

みどり

由美子

育子

麻里

郁子

理子

まち子

園長

事務主任

司書

事務副主任

図書室主任

主事

司書

総務課主事

事務吏員

事務員

㈱曰本病院会 (03)3265-0070大内全 事業課

19．職場リーダー研修会

物品管理
センター長

中央放射線部技師長

事務部長

臨床検査技師長

栄養科科長補佐

人事課係長

均
助
市
登
枝
孝

聖路加国際病院

昭ﾎﾟロ大学病院

武蔵野赤十字病院

佼成病院

東京医科大学病院

佼成病院

(０３)3541-5151

(03)3784-8418

(0422)32-3111

(03)3383-1281

(03)3342-6111

(03)3383-1281

藤
田
方
楽
井
辺

内
神
緒
設
平
渡

委員長

副委員長

幸
廣
正
千
修

井上新

西川幸
(03)3265-0077㈱曰本病院会 総務課
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会 状況員

平成７年３月31日現在

－２２１－

都道府県名 会員数 都道府県名 会員数 都道府県名 会員数

道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山

海
奈

北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
東
神
新
富

町
Ⅲ
肥
型
〃
Ⅳ
的
冊
加
似
例
、
船
師
的
〃

１
２
１

川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根

歌

石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島

Ⅲ
岨
邪
珊
師
乃
的
伯
刈
碗
朗
団
４
冊
Ⅳ
肥

１
１
１

山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

児

岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

合計

３
１
２

７
５
３

７
Ⅳ
犯
妬
船

９
４
１
４
３
７
２

４
３
１
１
１
１

2,480

会員種別 平成７年３月31日 平成６年３月31曰 増減

正会員 2,480 2,474 ６

賛助会員Ａ

〃

〃

Ｂ

Ｄ

145

2２１

6８

147

209

7１

△２

1２

△３

″ 計 434 427 ７
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